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会 報 (昭和 28 年 分 ) 
日 本 寄生 学会 


唯一 の 弁 虫 注射 剤 と し て 御 愛 用 を 頂い て 居り を ま 
し た テン ト ジ ー を は 、 こ の 度 菊 の 点 に 改良 を 加 
を 一 御 愛 用 を こと に 致し まし た 

無痛 化 マン チル シア ルコ ュー ル を 加え まし た 
含量 増加 テン ト = ン 含量 が 132% 増 加 し まし た 


・ 注 射 用 駆虫 剤 


日 本 新 会 京都 市 中 京 王 生 


# 赤い 四 塩 化 エ チレ ン 球 と は 
コメ ツ ト の 特許 テト レン こと で す 。 寄 生 虫 の 中 で 最 
も 有害 で と れ 難 い 十 二 指 腹 虫 に は 四 塩 化 エ チレ ン 剤 が 、 最 も 
確実 で ある と 既に 定評 よ な な り ま し た が 、 コ メン ツ ト の テト ピレン 球 は 特殊 な 
色素 を 配 佐 し て 特許 と な つた 分 解 防止 、 効 力 安定 の 優良 品 で す 。 
既に 集団 に も 見 られ る り 、 小 或 は に を も 安全 に 用 いら れ 
て 非常 に 高い 完全 示し て 居り ます 。 (同時 に 虫 、 こ 奏 
特許 186802 本 方 エ チレ ンカ ブ セ ル 
【 包 装 
15 球 . 100 球 . 500 球 . 2000 式 
黒田 製薬 株 式 会 社 


本 社 ・ 大 阪 市 東 区 今橋 一 耳目 十 一 
・ 中 央 区 日 本 本 町 三 
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回 虫 駆除 剤 と し て 最も 重要 な 條 件 は 体 に は 直接 作用 し て 
し か も 人 体 に は 害 を 与え な いこ と で す 


マ ャ = ン S は 人 草 で クニ = ン と サン ト = ン の 剤 で 両 薬 を 
そ を れ ぞ どれ 単独 で 用 いる より る 少量 で し か も その 相乗 効果 に ょ つて 
より な 効果 を 現 わし 何等 副作用 を 認め ませ ん 
つて 一 般 の は 勿論 集 園 駆虫 に 最適 で す 

組 成 精製 海 人 草 エ キス 0.06g 

も 本 日 本 薬局 方 サン トニ ン __0.01g 
効 能 回 虫 ・ ・ の 駆除 
5 ・ 500 ・ 5 入 X100 


使 用 剤 | 前 感 程度 | 人 員 | 転 者 | 陰 転 者 率 
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29 年 3 月 (1954)] 


虫 を 感染 させ て みた 結果 , 及 の 成虫 に まで 発育 し うる 
も の と し て , 宮崎 (1940)* は ダイ コク ネズ ミ , ナン キン 
ネズ ミ , イヌ, ネコ , ウサ ギ を 報告 , さら に 万 納 寺 (1952)3 
は タヌキ, 4 タチ, テン ジ ク ネ ミ を 加 し た 。 この 
中 , ウサ ギ で は 貝 の 発育 が や や お くれ , テン ジ ク ネ ズミ 
で は 一 層 不 良 で ある 。 し か し , 後者 の 体内 で も , それ が 
な が く 生 き て お れ ば , まれ に は 有 路 の 成虫 に な る こと が 
で きる 。 即ち 万 納 寺 は 供 食後 70 日 間 生 存 させ えた テン 

ジ ク ネ ズミ か ら 4 匹 の 虫 を と り 出 し , その 中 の 1 克 は 子 
宮内 に 多数 の 卵 を も つて いた こと を 報告 し た 。 ナン キン 
ネズ ミ で は , 虫 は 速 か に 発育 する が , 宿主 の 抵抗 が よわ 
く , ウサ ギ や テン ジ ク ネ ズミ より も , な お 一 層 死 に や す 
い 。 

一 方 , 大 平 肺 吸虫 成虫 の 自然 感染 が 報告 され た 動物 
は , ドブ ネ ズミ プ タ オメ 4 タチ の 4 種 , こ 
の 中 , 確 順 な の は ドブ ネズ ミ だ け で ある 。 他 も お そら く 
間違い な いで あろ うぅ が, 絶対 に Paragonimus iloktsu- 
enensis (小型 大 平 肺 吸虫 ) で は な いと 断言 する こと が 
で き な い 。 現在 の と ころ , これ ら 両 種 を 成虫 で 区 別 す る 
方 法 が な いか ら で あ る 。 

われ われ は , イフ ノ シシ, プ タ , へ ハムスター に 笑 験 し て 
みた と ころ , いずれ に お いて も , 完全 に 成 聞 させ る こと 
が で きた の で , こ ょ に 大 平 中 吸 虫 の 新しい 宿主 と し て 報 
告 す る 。 (大 要 は 第 5 及び 第 6 回 日 本 寄生 虫 学会 九州 地 
方 会 で 発表 し た 。) 

用 いた 宿主 の 数 は , イノ シシ と プ タ 答 1 頭 と ハム スタ 
ー 4 頭 , いずれ も 若い も の で ある 。 イノ シシ は 宮崎 県 西 
諸 県 郡 で 捕 紅 され た 同 腹 4 頭 中 の 1 つ , プ タ は 福 岡 県 築 
上 郡 で 産ま れ た 同 腹 2 均 中 の 1 つ で あぁ る 。 ど ちら も る も 検便 
に よ ょ つて, 肺 明 虫 卵 を 証明 し な か つた ば か り で な く , 同 


Ichiro Miyazaki, Yoichi Ishii, Tadashi Kikuchi . 
New final hosts of Paragonimus ohirai Miyazaki. 
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大 平 肺 吸虫 の 新しい 終 宿 主 ( 肺 吸虫 33) 


宮崎 一 石井 洋一 
九州 大 学 医学 部 寄生 学 


これ まで , いろ いろ な 乳 動 に 大 平 の 被 


菊 池 正 


腹 の 残 り を 誠 検 し て も 肺 吸 虫 を みとめ な か つた の で , ま 
ず , 自然 感染 は な か つた と みて よい 。 

大 平 肺 吸虫 の 被 虫 は 熊本 県 入 代 市 の 球 河口 に 
すす Sesarma intermedia (ベン ケイ =) に 生 する 
も の を 用 いた 。 こ の 河口 に は , これ まで の 調査 で 小型 大 
平 吸 虫 は 全然 みとめ られ な い の で , この 実験 に は 好 都 
合 で ある 。 

要点 を まとめ る と , 表 の よう に な る 。 

イノシシ: は じ め に 50, 2 日 お いて 17, 計 67 匹 の ペ 
ン ヶ ケイ ガ = を 食べ させ た 。 そ れ ら に 寄 生 し て いた 幼虫 の 
数 は , これ まで の 寄生 濃度 か ら , 100 個 位 と 推定 され る 。 
供 食後 30 日 か ら 検 便 し て いた と ころ , 69 日 後 と はじめ 
て 特有 な 卵 を みとめ た の で , 最初 の 供 食 か ら 111 日 を 経 
て , 誠 検 を だ お こなつ た 。 そ の 結果 , 左 肺 に 5, 右 肺 に 7, 
計 12 個 の 貝 結節 が あり , その 中 10 個 に は 2 克 ず つ , 右 
肺 の 1 個 に は 1 克 の 成虫 が 寄生 し て いた が , の こり の 1 
個 ( 右 中 ) は ヵ カラ で あつ た 。 結局 , 左 肺 か ら 10, 右 肺 か ら 
11, 計 21 匹 と り 出 し た が , その 他 , 胸腔 に 放 離 し た の が 
2 砲 い た の で , 合計 23 匹 の 貝 を を えた こと に な る 。 最後 
の 2 体 が 小さ か つた が , いずれ も よく 発育 し , 
成 て いた 。 

プ タ : 1 度 に 35 匹 の ベン ケイ ガ = (幼虫 寄生 数 は 約 
60 旋 と 推定 ) を あたえ て お いた と ころ , 90 日 後に 卵 を 
証明 , よ ょ つて 供 食後 95 日 を 経て 割 検 し た 。 左 肺 に 5, 右 
肺 に 7, 計 12 個 の 貝 結節 を みとめ , それ ら に 寄生 し て い 
た 成虫 の 数 は , 左 肺 で は それ ぞ れ 2, 2, 2, 2, 4, 計 12 
底 , 右 肺 で は 2, 2, 2, 2, 2, 3, 4, 計 17 匹 , あわ せ て 
29 で あぁ つた 。 こ の 他 , 胸 に 遊 た も の 3 腹 
に 遊 た も の 1 を を た 。 肺 に し た も の は 全部 成 
て いた が , 他 の 4 は 発育 お くれ , 胸 ら た 2 
底 の 子宮 内 に 少数 の 卵 を みとめ た だ け で , の こり 2 匹 は 
未成 あつ た 。 

ハム スタ ー: ペン ケイ ガニ = の 肝 か ら と り 出し た 被 相 
効 虫 を ど で ペ ッ ト に と り , 麻酔 し た 宿主 4 頭 に 注入 し た 。 
この 宿主 は 大 平 入 吸 虫 の 寄生 に た えら れ な いら し く , 全 
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大 平 肺 の 被 を あたえ た 
あたえ て か ら 寄生 し て い 


きれ た 部 位 
あたえ た 数 検 ま で の 日 数 た 虫 の 数 腹腔 肝 i 子宮 内 に 卵 の 有無 
カニ = 0 2 21 全部 

0 29 31 
1 
0 


0 全部 


0 全部 
0 1 
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部 , 実験 途中 で 死ん で し まつ た 。 1 号 た に は 幼 虫 16 底 を あ 
た えて お いた と ころ , 21 日 後に 死亡 。 そ の 腹腔 に は 血 が 
た まり , 遊離 し た 虫 8 匹 と 肝 内 に 侵入 し て いた も の 7 , 
計 15 旋 を みつ けた が , すべ て 未成 熟 で , 卵 は も ちろ ん 
認め られ な か つた 。 2 号 に は 20 砲 の 幼虫 を あたえ た が , 
26 日 後に 死亡 。 肝 内 か ら 1 砲 と 腹 腕 に 遊離 し た も の 3 底 
を みつ けた 。 前 者 と 後者 の 中 の 2 克 は 発育 よく , 成熟 直 
前 の あぁ つ て , 子宮 中 に 活 に うごく 精 虫 や 少数 の 
牙 細 胞 を みとめ た 。 ま た 胸 腕 に は 両側 に か な り の 血 が た 
まり , 右側 か ら 1 克 の 虫 を を た が , 発育 は や や お くれ て 
いた 。 

これ ら 2 杜 の 宿主 は 短期 間 で 死ん だ の で , 3 号 と 4 号 
に は , あたえ を る 幼虫 の 数 を へ らし , 5 克 ず つた に し た 。 し 
か し , や は り 抵 抗 よ わく , 3 号 は 31 日 後 , 4 号 は 50 日 
後に 死亡 し た 。 前 者 で は , 左右 の 胸腔 か ら , 遊離 し た も 
の 1 つ を を た 。 左側 に は の 物 が 附 し, そ 
の 中 に 少数 な が ら 肺 吸虫 卵 を みとめ て , すでに 産卵 し て 
いた こと を 確認 し た 。 同 側 か ら え た 貝 は 発育 よく , 1 個 


挿図 の 
イノ シシ の 肺 か ら え た 成虫 の 卵 集 (30 倍 )。 供 
食後 111 日 
プ ブタ の 肺 か ら え た 成虫 の 卵巣 (40 倍 )。 供 食 後 
95 日 
ハム スタ ー3 の 左 胸 か ら え た の 卵巣 
(89 倍 )。 供 食後 31 日 
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だ け で は あつ た が , 子宮 の 中 に 卵 を も つて いた 。 右側 か 
ら え た 虫 も ほとん ど 上 成就 体 と いえ る が , 子宮 内 に は , ま 
だ 卵 は みとめ られ な か つた 。 4 号 は 肝 が ひど く や ら れ て 
横 小腸 と 広く し , 肝 の 聞か ら 1 の を 
た 。 こ れ は 発育 が お ぉ くれ, 子宮 内 に 卵 を みとめ る こと が 
で き な か つた 。 胸 腕 に は 左右 と も 出血 が み ら れ た が , 貝 
は つい に 見 出さ れ な か つた 。 
3 種 の 宿主 か ら え た 躍 の 特徴 

この 実験 の 1 つの 重要 な 目的 は , これ ら 新 し い 和 宿主 の 
体内 で 発育 し た 場合 , 宮崎 の 重視 する 成虫 の 特徴 が 保 た 
れ て いる か どう か を , みる こと で あつ た 。 そ こ で 今回 え 
た 貝 体 に つい て も , まず 皮 隷 の は え か た を 精査 し , さら 
こ 和 色 し て 全体 標本 を 作り , 卵巣 の 形 を 観察 し た 。 そ の 
結果 , どの 宿主 か ら え た も , 皮 群生 し , は 
複雑 に 分 枝 し て , ネズ ミ , イヌ , ネ ュ な ど に 寄生 し た も 
の と 全く 同じ 特徴 を 示し て いた 。 こ こ に , 3 種 の 宿主 か 
ら え を た 成虫 の 卵巣 顕微 鏡 写 真 を 1 つ ず つか か げ て , 証拠 
と する 。 ま た 婦 の 形 に も , 本 虫 の 特徴 が 保 た れ て いた 。 


で 
以上 の 成績 か ら , イノ シシ と プ タ は 大 平 肺 吸虫 の 終 宿 
主 た に と な りう る こと が , 実験 的 に 証明 され た 。 イ ノシ シ の 
棲息 場所 か ら 考 えて , 河口 に 分 布 す る 本 貝 に 感染 する 機 


会 は 非常 に と 少な いと 思わ れる が , その うぅ ち に 自然 感染 も 
み ら れ る こと と 期待 し て いる 。 プ ブタ の 自然 感染 は すでに 
宮崎 , 鹿児島 , 千葉 , 共 城 の 諸 県 な ら び に 信 丈 島 産 の も 
の に つい て 報告 され て お り , この 中 , 宮崎 県 産 の 例 は , 
まず 間 違 な いで あろ 5 。 
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本 虫 は また ハム スタ ー の 体内 で も , 有 卵 の 成虫 に まで 
発育 する こと が 実証 され , その 発育 速度 も ダイ コク タク ネズ 
ミ や ナン キン ネズ ミ の 場合 と , ほとん ど 同 じ で ある こと 
が わか つた 。 し か し , この 宿主 は 本 虫 の 寄生 に た え を られ 
な いら し さく, 肺 に 虫 結 節 を 作る まで 生存 で き な い よう に 


思わ れる 。 
こと これら の 新しい 箱 主 か ら え た 貝 体 は , すべ て , 大 平 肺 
吸虫 の 特徴 を よく そなえ る ぁ る, し た が つて , 肺 吸虫 成虫 の 区 
別に 皮 球 と 卵巣 の 重要 で ある こと が , 一 層 明 ら か に され 
た 。 
1) 一 色 於 郎 (1950) : 犬 に ける 大 吸虫 の 
一 自然 感染 例 に つい て . 医学 と 生物 学 , 17(1) : 28 
~31. 2) 加藤 和 一 郎 (1953) : に 関す る 研 
究 . 医学 生物 学 ,。26(4) : 165~167. 3) 寺 徳 
貞 (1953) : 大 吸虫 に 関す る 研究 補 , その II. 
大 下 肺 吸虫 の 終 宿 主 に 関す る 研究 . 医学 研究 , 22(9) 
: 1191~1196. 4) 宮崎 一 郎 (1940) : 大 肺 吸虫 
の 動物 実験 成績 . 究 岡 医 誌 , 33(3) : 336~344. 5) 
宮崎 一 郎 , 梅谷 敬之 , 有田 道夫 (1951) : 九州 の イ 
タチ か ら え を た 肺 吸虫 の 種類 . 医 学 と 生物 学 , 18 (2) : 
106107. 6) 宮崎 一 郎 , 池 田 温 (1952) : 大 平 肺 
吸虫 の 自然 終 和 宿主 に つい て . 医学 と 生物 学 , 22(5) : 
213~215. 7) 永吉 康 夏 , 楠 正 知 , 塚本 雅彦 , 小村 
豊 一 郎 (1951) : 大 吸虫 の 自然界 に け る 終 
主 に つい て . 鹿 見 島 医 誌 , 24(4, 5) : 43~44. 8) 
大 石 純一 , 斎藤 美 知 (1952) : 芝浦 層 場 に て 検出 そ 
る 肺 吸虫 に つい て 医者 産 新報 , 91: 644~646. 
9) 齋藤 美 知 , 大 石 純 一 (1951) : 大 下 肺 吸虫 の 豚 に 
ける 自然 感染 例 . 医学 と 生物 学 , 18(3) : 142~ 
145. 
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標本 を 以 て 検索 し 得 た 液 中 の 
有害 物質 に 就 て 


吉 沢 
義 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 


上 の 害 作用 は 栄養 物 の , 化学 的 作用 , 機械 的 
作用 , 虫 の 移動 に た よ つ て 起 る 病害 等 が 老 え られ , 更に 病 
痛 の 一 因 で ある 腸 培 縮 の 成立 ち が 貝 体 に ょ る 機械 的 刺 
激 , 腸 の 損傷 , 毒素 の 全身 和 の 部 分 
候 等 種々 の 点 か ら 説 明 づ けら れ て いる 。 

近 時 , 缶 虫 症 の 中 に も アレ ルギー 症 と 解 さ る べき も の 
が 存在 する こと が 昌 えら れ て 来 て いる 。 

一 方 アレ ルギー 症状 な る も の は , 原因 体 と し て ヒス え スタ 
ミン が 長く 乏 れ に 擬 せ られ て きた が , 挽 近 Berger, He- 
im, 中 村 (1944) 等 は 化学 的 原因 体 と し て アセ チル ヒョリ 
ン を 最も 適当 な る 物質 と し て 上 げ て いる 。 

検索 と し て は , Flury (1912), 小泉 教授 その 
他 の 膨大 な る 研究 が ある 。 そ の 中 で 若林 (1942) の 脂肪 
酸 , 鈴木 ・ 関 ・ 関 根 (1940), 周 (1941) 諸 氏 の 含 審 素 物質 
若林 (1941) の 了 アミノ酸 , 美馬 (1941) の ヒス タ ミ ン 等 の 研 
究 は 弓 重 で あり , 更に 生物 学 的 実験 で は , 村上 (1932) の 
血圧 た 及ぼ す 影 響 , 平野 (1928), 田中 (1934) 管 能 (1935) 
の 遇 虫 体腔 液 の 心臓 作用 に 就 い て の 研究 が ある 。 

私 は アレ ルギー の 見 地 か ら 飼 液 に アセ チル ヒ 
ョ リン その 他 の 自律 神経 に 作用 を 及ぼ す 物 質 を 検索 せん 
と し て , 篠崎 (1942), 米沢 (1942), 菊 野 (1948, 1950) 等 
が アセ チル ヒョリ ン 測 定 に 使用 し た 韻 心 洞 房 標本 を 用 い 
て 実験 を 試み た 。 : 

1. 材料 及び 実験 方 法 

は 豚 を 使用 し た 。 属 場 に て , 36°C に 保つ た 
Ringer 氏 液 を 入れ た 魔法 尊 中 に 採 履 し , 急速 た 研究 室 
に 持ち 帰り , 温湯 を 以 て 消 洗 し た の ち , Ringer-Soji 氏 
変 法 液 (1941) (Ringer-Soji 氏 液 より 第 1, 第 2 を 
) に , 一 つき 20 cc の 割合 に て , 即ち 10 を 1 


Toshio Yoshizawa : Toxic substances in excre- 
tion of Ascaris lumbricoides detected by the heart 
preparation of toad. (Departemnt of Parasifology, 
School of Medicine, Keio University, Tokyo, 
Japan) 


と し て 200 cc 中 に 入れ 37°C の 中 に 格 し 
た 。 死亡 虫 を 発見 し た 時 は その 群 を 除外 し た 。Ringer- 
Soji 氏 液 は 心臓 に 対し 最も 適合 し た 液 で ある 。 
は Bufo vulgaris の 300 g 前 後 の も の を 用 い , エー テル 麻 
酔 の も と に 次 の 順序 に 従っ つて 標本 を 作成 し た 。 魔 胸 後 , 
V. cava anterior, V. pulmonaris, V. hepatica の 順 
に 結 する 。 次いで, Truncus arteriosus に を 掛け 
結 準備 を な し , 最後 に V. cava posterior た 結 糸 
を 掛け , 小 切 開 を 終 に 加え , 洞 房 標本 用 「 カ = ュー し ひ 』 
を 入 し を 締め る 。 この 結果 流入 血管 は 全部 閉ざさ 
れ , 血液 に 代 つ て R-Sgji 氏 液 が 漠 流 する 。 こ こ で , 
Truncus arteriosus を 結 て 全 血 管 を 切り 放し 
中 より 心臓 を 取り 出す 。Sinus venosus は 勿論 の こと , 
V. cava posterior 天 部 は な る べく 傷つけ な い 様 に 取り 
出す こと が 大 切 で ある 。 自 働 能 を 害する か ら で あ る 。 心 
臓 が ょ く 運 動 す る の を 確か め た と ころ で 結 具 糸 を 心 失 よ 
り 約 3 分 の 2 の と ころ に か け , 心 寒 を 結 栓 し 切 断 する 。 
液 は マリ オット に られ, ム に より 「 カ ニ = 
ュー レ 」 に 接続 させ る 。 マリオット 尊 に は 上 部 の デム 栓 
の り 入 用 ガラス 管 を ま で 通し て , 液 
の 流出 圧 と 速度 を 一 定 さ せ て ある 。 そ し て 心房 の 政 縮 3 
回 に つき 1 滴 の 液 が 「 = ュー レ 外 側 より 滴下 
する 様 に 調節 する 。 沙流 液 の 温度 は 概ね 22°C に 於 て 行 

基 の 様 な 心臓 洞 房 標 本 を 作 つ た の や もち, 被 検 液 の 一 定量 
を (0.5 cc を 用 いた )「 カ ヵ カニューレ 」 前端 に 接続 し た ご デム 
管 に 注射 器 を 用 いて 注入 すれ ば , その 影響 は 直ちに 心臓 
に 現われ る 。 被 検体 注入 の た め 漠 流 液 圧 の 変化 する を お 
それ , 影響 の な い 箇 囲 に 於 て 可 及 的 速 か に 行う こと に し 
た 。 結局 0.5 cc を 10 秒間 に 注入 し た 。 こ の 洞 房 標本 は 
筋肉 極め て 薄い た め は 比較 的 速 か に 洗い 流さ 
れる の で 短 時 間 の 後に 別 の 幾 つか の 被 検 液 を 検 す る の に 
便利 で ある 。 更 に 叉 , 心室 の 無い た め 其 の 運動 が キャ モグ ゲ 
ラム 上 に 現われ な い の で 曲線 は 単純 と な り 検 索 に 便 が 怠 
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えら れる 。 
この 標本 は 双 アセ チル ヒョリ ン や ヒス タ ミ ン に 
べき ほど 鋭敏 に 感じ , 前 者 に は 倍 , 後者 
の 109 倍 液 た も 人 敏感 で ある 。 溢 流 液 の p 了 HH は 7.0 と し 
た 。 洞 房 標本 の 運動 は + モグ ダラ フィ オン の 焼 紙上 に 描記 
させ る 。 ド ラム の 回 転 速 度 は 出来 る だ け 層 くし て 心臓 の 
振幅 の 変化 を 一 目 瞭 然 た らし め た 。 
2. 実験 成 

飼養 液 は , 凡そ 48 時 間 の も の を 用 い , それ 以 
上 の 日 時 を 経過 し た も の は 細菌 等 に よる 分 解 を 懸念 し 成 
績 より 除外 し た 。 又 上記 上 時間 経 過 時 に 使用 し , 冷蔵 その 
他 に ょ る 保存 液 は 使用 し な か つた 。 変化 を お それ た 為 で 
ある 。 は し , 常に その 濾液 の 0.5cc を ヵ 
= ュー レ 直 前 の マム 管 に マッ マ ベ ルク リン 用 注射 器 を 以 て 10 
秒 聞 に 注 た 。 と 飼養 原液 の 作用 は 同じ で あつ 
た 。 以 下 原 液 と 言う の は 由 液 を 意味 する 。 

1. 飼養 原液 の 作用 

飼養 原液 の 洞 房 標本 に 対す る 作用 は 種々 で ある が , 之 
を 4 種 に 分 類する こと が 出来 る 。 

第 1 類 : 抑制 作用 を 示す も の 24 例 (46 22) 


Sk : 加熱 処理 液 注入 
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第 2 類 : 当初 抑制 し 次 で 鼓舞 作用 を 示す も の 5 例 
(9.6 2%) 

第 3 類 : 鼓舞 作用 を 示す も の 2 例 (3.8 2%) 
第 4 類 : 作用 な きも の 21 例 (402) 
即ち も, 液 は 常に 同一 作用 を 示す も の で は な く , 
個々 の 差異 か , また 環境 の 相違 か , 更に 角 飼 養 液 中 に は 
作用 の 異 る 物質 の 存在 が うか ヾ われ る 。 

2。 加熱 にょ る 

次 に 飼養 液 を 100°C, 15 分 間 加 熱し , 急冷 後 之 を 実験 
に 供し た 。 平野 , 岡部 , 毛 受 , 田中 等 の 成績 た と ょ れ ば , 
上 は 性 を 有する で あぁ ある と し て いる 。 今回 の 
私 の 実験 で は 次 の 様 な 結果 が 得 ら れ た 。 

第 1 類 に 属す る も の (抑制 作用 ) の 中 で 

1) 加熱 に たよ ょ る も 全く 変化 せ ず , 抑制 作用 を 示す も の 
6 例 (第 1 図 ) 

2) 加 ょ り 制作 用 失わ れ , 作用 に 逆転 し た 
も の 10 2 図 ) 

3) 加熱 後 は , 初め 抑制 し 次 で 元 進 作用 を 示す 様 に な 
つた もの 5 例 (第 3 図 ) 

4) 加熱 た に ょ り 完 全 に 無 作 用 と な つた も の 3 例 。 

この 成績 に と ょ れ ば , 2) 殴 以 下 の 場 合 は 抑制 作用 物質 
は 完全 に 若く は 或 る 程度 確か た 失わ れ た か 変化 を 受け た 
も の と 思わ れる 。 

第 2 類 に 属す る 飼 養 液 は 加 詩 た ょ る 変化 は 見 られ すず, 
然 と し て 抑制 た 次 で 作用 を 示し た 。( 第 4 図 ) 

第 3 類 の 作用 を 示し た 液 2 例 は , 加 ょ る 
変化 は な く 同 じ く 鼓舞 作用 を 示し た 。( 第 5 図 ) 

以上 の 成績 を 要 す れ ば , 心臓 作用 物質 は 抑制 物質 と 喜 
舞 作用 物質 と ぁ り , 抑制 物質 に は 更に 耐熱 性 の も の と 然 
ら ざ る 物質 と が ある 。 

3. 心臓 作用 の 観察 

上 記 の 飼養 液 の 作用 は 之 を 仔細 に 観察 する と , 第 1 類 
の 抑制 作用 は 力 を 弱め , 持 動 数 に は 殆ど 影響 な く 
へ 3 分 経過 後 は 全く 元 の 状態 に 復 す る 場合 (第 6 図 ) と , 
上 履 縮 力 を 弱め 持 動 数 も 減少 し 1~3 分 経過 後 は 全く 
元 の 状態 に 復 す る 場合 と , 拡張 期 に 麻 到 せ し め 1 
~5 分 後 依 復 し 全く 旧 の 状態 た 戻る 場合 (第 7 図 ) 
等 が あり , 程度 の 相違 と 思わ れる 。 等 の 作用 は 
アセ チル ヒヨリ ン (第 8 図 )), ヒス え スタ ミン の 心臓 抑 
制作 用 と 全く 相似 で ある 。 又 時 に 不整脈 を 生ずる 
こと が ある 。 

第 2 類 の 抑制 作用 喜 作用 を する と き 
は , 1~2 分 間 の 縮 力 減弱 期間 の 後 , 
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る 。 に は 変化 な きも 結局 量 は 増大 する 。( 第 5 
図 ) 
第 1 表 飼養 液 の pH 


6.0 5.6 
5.6 5.6 
5.6 
6.2 
6.2 6.0 
6.2 
6.8 


5.7 


6.3 
6.3 
5.6 
6.0 
5.4 


5.4 5.4 5.4 


6.1 5.7 5.3 


並び に 拡張 性 を 増し 元 の 状態 を 和美 か た し の ぐ 心 運動 の 状 
態 を 示す に 至り , 3~5 分 間 経 過 後 旧 に 復 す 。 こ の 間 , 終 許 . 同列 の も の は 同一 の 飼 療 液 で ある 。 
始 持 動 数 に 変化 の な い 場 合 が 多い 。( 第 9 図 ) 4. 有 守 物質 と 水素 1 オン 濃度 と の 関係 

第 3 類 の 作用 は , 縮 性 並び に 拡張 性 が 増強 され の に あたり 液 は の 代 産物 と 細菌 の 
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代 殖 に 因 て 当然 水素 イ オン 濃度 の 変化 が 老 え られ る 。 心 
臓 に 対し て は , 一 般 的 に 酸 は 抑制 的 と に ア ルカ ヵ リ は 元 進 的 
た に 作用 する 。 故 に 水素 イ オン 濃度 の 変化 は 重要 で ある 。 

飼養 液 は 初め pH 7.0 に 調 , 中 毎日 pH を 
測定 し た 結果 は 第 1 秦 の 様 な 成績 と な つた 。 
即ち 当初 中 性 乃至 弱 ア ルカ ヵ リ 性 で あぁ つた 飼養 液 は 日 を 
追う に 従っ つて 酸性 に 傾い て くる 。 病 し て 酸性 に 傾く 原因 
が の 代 に 因 る の で な く 主 と し て 細菌 の 結 
果 に 因 る の で は な いか 克 か を 証 め よう と し て 次 の 二 様 の 
対照 実験 を 行 つ た 。 | 
第 1 は 液 200 cc に つき ペ = シ リン 結 20 万 単 
位 を 投入 し て 細菌 の 発育 を 或 る 程度 抑止 せん と し た 。 日 
の 経つ た 従 つ て マニ = シリ ン を 加え な い 食 養 液 は 閉 明 に 沿 
濁し て 細菌 の 増殖 は 閉 し か つた が , ペ = シ リン 投入 液 の 
方 は 殆ど 洞 濁 せ ず , 両者 の 聞 に 明か に 差異 が 認め られ 
た 。 と ころ が 後者 の pH の 平均 値 は 第 2 表 の 通り で あつ 
た 。 本 ょ よれ ば ペ シ リン の 有無 に 依 て 細菌 の 繁殖 
は 勿論 甚大 な 相違 を 生ずる に 拘ら ず , 水素 イオ ン 測度 の 
推移 に は 殆ど 工 異 を 見 な いこ と が 分 る 。 

第 2 の 対照 実験 は , 6 10 時 間 飼 を し た 後に 
虫 の み を その 飼養 液 で よく 洗っ つて 容器 外 た に と り 出 し て し 
まう 。 か る 液 の み を 器 中 に お け ば 細菌 の 関 
. 係 は 他 の 本 実験 の 容器 中 の 状態 と 殆ど 同様 と 見 て よい で 
あぁ あろ うぅ 。 こ れ を 観察 する に 虫 飼養 液 と 同様 な 細菌 
に 因 る 浪 濁 度 を 示す に も 拘ら ず , pH は 平均 第 3 表 及 び 
第 10 図 ゲ ラッ の 如く で ある 。 即ち 略 々 同 程度 に 細菌 は 
第 殖 し て いて を も 性 は それ 程 酸性 た に 傾 か な い の で ある 。 

第 2 表 リン を せる 液 の pH の 変化 

値 ) 


数 2 日 3 4 日 5 日 


平均 pH 6.4 6.2 6.0 5.8 5.7 


第 3 表 中 和 途 に て を 取り 除き た る 液 の pH 
の 変化 ( 値 ) 


5 日 


3 日 4 


2 日 


1 日 


日 数 


球 均 pH 7.0 6.8 6.7 6.8 6.7 


以上 の 2 つの 対照 実験 の 成績 より みれ ば , 飼養 液 の 水 
素 オン の 変化 は の 結果 で は な く て 主 と し 
て の 代 物 に 起因 する も の で ある と 言え る 。 
く は 映 虫 代謝 の 結果 は 多く 酸 牧 物質 が 道生 され る の で あ 


第 10 図 各種 飼養 液 の pH の 推移 


OF 

6.5 

6.0F 

pHi 

55F 
日 数 一 

普通 養 液 


= シリ ン 加 


ろう ぅ う 。 そ し て この 代 夜 産物 も , 種類 , 量 的 相 遅 , アル カリ 
性 物質 の 産生 等 の 諸 要 約 と ょ つて , 同日 同一 宿主 より 採 


第 4 表 作用 別に 分 類 せ る 飼養 液 の pH 


へ 作用 抑制 抑制 で 無 作用 
5.4 5.4 5.9 5.6 

6.0 6.3 6.6 6.2 

5.6 6.5 5.7 

5.6 6.7 5.5 

5.6 5.4 6.3 

6.2 6.0 

6.5 6.1 

5.9 5.6 

6.0 6.6 

pH 5.4 6.0 
5.4 6.2 

5.6 6.2 

5.1 6.1 

5.6 6.1 


下 均 pH 5.8 6.1 6.2 6.0 


183 
| 
x な し , 細菌 の み 
5.6 
6.3 
6.0 
6.2 
5;4 
| 


184 


し 同じ 液 で し 同日 数 経過 後に 観 し て る も pH 
に 相当 に 差異 が 認め られ て いる 。 そ し て 等 の 物質 の 組 
み 合 せ と 量 の 如何 に ょ つて 生物 学 的 作用 も 種々 変化 に 富 
ん だ 様相 を 示し て くる の で あろ うぅ 。 之 等 の 関連 に つい て 
は 後 光 する 。 谷 飼養 液 の 洞 房 標本 に 対す る 態度 別に 水素 
ィ オ ン 濃 度 を 分 類 す れ ば 第 4 毒 の 様 に な つて いる 。 

5。 被 検 液 の 濃度 

先 人 の 業績 に と ょ る と , 体腔 液 の 心臓 作用 に 於 て , 高 汰 
度 の 場合 は 抑制 的 に 作用 し 低 濃度 の 場合 は 元 進 作用 を 旦 
する と 言う 報告 が 散見 され る の で この 点 に 老 上 を 携 つ 
た 。 私 の 実験 対象 で ある 飼養 液 は その ひで 生物 学 
的 作用 を 検討 し た い 関 係 上 , 特に 濃縮 又は 稀 薄 に する こ 
と は 行わ な か つた 。2~3 cc の 比較 的 大 量 注入 と , 0.2 
cc の 小 量 注入 と の 差異 を 比較 し た の で ある が , 光 は 洞 房 
標本 の 運動 上 に 程度 の 差 が 若干 生じ た の み で , 作用 が 遡 
転 す る 等 の こと は な か つた 。 ま た 注入 速度 に ょ り 効 力 の 
程度 は 勿論 若干 異 る し , 時 に より 注入 に よ ょ る 漠 流 圧 の 変 
化 に 依っ て 不 軌 な る 曲線 が 得 ら れる こと が ある 。 故 に 袖 
検 飼 養 液 は 0.5 cc を 注入 する こと に 一 定 し , 注入 に 依 
る 洪 流 圧 の 変化 を 出来 得る 限り 少く し 然 も その 筑 囲 内 に 
於 て 可 及 的 迅速 た に 注入 する 様 に し た の で ある 。 

結局 前 に も 逃 べ た 如く 0.5 cc を 10 秒間 に 注射 する こ 
と に 一 定 し た 次 第 で ある 。 
分 試 験 

フラ タク ショ ン に 就 て の 検索 は 今回 は あま り 行 つて いな 
い 。 今後 の 研究 の 対象 と し た い 。 然し 第 1 類 の 飼養 液 
(抑制 作用 ) の 中 4 例 の み エー テル 抽出 分 と 不溶 分 と に 
分 離し 実験 た 供し た 。 そ の 結果 3 例 は 抽出 分 は 無 作 用 で 
不 准 分 は 抑制 効果 が あつ た (この 3 例 中 の 1 例 は 第 1 類 
の 中 で 加熱 た よ ょ り 鼓 舞 作 用 を 示し た も の で ある )。 残 り の 
1 例 は 抽出 分 , 不 芝 分 何れ に も 抑制 作用 が 見 られ た 。 

7. 有害 物質 の 自律 神経 に 対す る 作用 

上 代 放 の 副 感 神経 末 対す る 作用 を 検討 す 
る 目的 を 以 て , 洞 房 標本 を アト r ョ ピン に て 前 処置 し その 
効果 の 消え な いう ぅ うち に 《 ア ト ョ ピン の 効果 は 比較 的 長 時 


At: アト ョ ピン 注入 
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間 残 る ) カニ = ュー レ に 税 検 液 を 注入 し て 作用 を 検 し た 。 
1) 第 1 類 の 飼 液 (抑制 作用 ) : 

この 中 , 加熱 後 も 抑制 作用 を 示す 飼養 液 に 於 て は 2 つっ 
の 場合 が 生じ た (4) 及び r))。 即ち 

イ ) アト ョ ビン 前 処置 標本 で を 同様 に 抑制 作用 を 示 し 
た も の が 4 例 あ つた 。 この 場合 の pH は 平均 5.4 で あ 
る 。( 第 11 図 ) 

ョ ) アト r ピ ビン 前 処置 標本 で は 効果 を 発揮 せ ず , 無 作 
用 と な る 飼養 液 が ある 。( 第 12 図 ) 


第 12 図 


へ へ) 加熱 た ょ り 抑 制作 用 が 減弱 乃至 は 無 作 用 と な る 様 
な 飼養 液 は アト ョ ピン 前 処置 標本 た 対し て は 効果 が な か 
つた (2 例 )。 は また 馬 血 に 抑制 作用 が 失わ われ" 


た 。( 第 13 図 ) 

=) 加 圭 に より て は 抑制 作用 が 消 を 又は 弱まる の みな 
ら ず 更に 元 進 作 用 が 新 に 現われ る 飼養 液 で は , アト r ピ 
ン 前 処置 標本 に 対し て は 抑制 効果 は 見 られ ず , 加熱 し た 
も の は 學 進 作用 の み 現われ た 。 7? 例 あ つて 平均 pH は 
6.7 で ある 。 (第 14 図 ) 

ホ ) に ょ り 抑 制作 用 た に つい で 作用 も 現われ る 
よう な 飼養 液 は アト r ピ ビン 前 処置 標本 で は 抑制 作用 は 消 
失 し 元 進 作用 の み 表 われ た 。 4 例 の 平均 pH は 6.4 で 
ぁ あぁ つ た 。( 第 15 図 ) 

2) 第 2 液 (抑制 で 進 作用 ): アト ョ ピン 
前 処置 標本 に 対し て も 効果 は 変化 な く , 即ち アト ロビ ピン 
の 影響 は 見 られ な か つた 。 4 例 で 平均 pH は 5.4 で 


アセ チル ヒョリ ン 注 入 


(8 ) 


3 
| | 
に 
第 11 
A-ch: 


る 。 (第 16 図 ) 
以上 を 表示 すれ ば 第 5 表 の 如く な る 。 
本 項 に ょ よれ ば , アト rr ピン 前 処置 標本 に 対す 

る 作用 も 複雑 で あり , アト ョ ピン と 技 抗 的 に 働 

く 液 は ), (=), ( ホ ) の 場合 で あ 

つて , この 場合 は 即ち 副 祥 経 心臓 節 前 末 

端 を 刺 雷 し て いる の で ある が , この 中 で (へ ) 

(=) は に ょ り 壊さ れる アセ チル ヒョリ ン 

ヒ ョ リン 様 物質 関 て 居り , (rm)( は 

耐熱 性 を 有する ヒス え スタ ミ ン 乃至 同様 物質 が 与 っ 

て いる こと が うか が われ る の で ある 。4 ) 及 び 2) 

の 場合 に 於 て 心臓 を 抑制 する 物質 は アト ョ ピン 

と は 無関係 の 物質 で あぁ つて , 即ち 副交感 神経 を 

刺 戦 する こと に よ ょ つて 抑制 作用 を も た ら す を も の 

で は な い 。 

8. 対照 実験 と し て 次 の 諸 実 験 を 行 つ た 。 

1) アセ チル ヒョリ ン に 就 て 

し . ア セチル ヒョリ ン は 第 一 製薬 製品 オビ ピ ソ ッ ー ト 


に 


を 用 い , 之 を 標本 洪 流 液 と 同一 液 で 落 解 し 倍数 
稀釈 法 に より 10*# 倍 ま で の 落 液 を 実験 当日 そ 
の 都度 作成 し た 。 洞 房 標本 た に は アセ チル ヒョリ 
は 極め て 鋭敏 で 倍 前 後 ま で く 作 用 し , 
程度 で は Zuckung を 惹起 し 性 停止 を 

起 し た 。 そ の 中 間 の 濃度 で は 濃度 に 比例 し て 規 . 
則 正 し い 履 縮 高 比 ( 菊 野 , 1948) を 以 て 抑制 作 
用 を 示 し た 。 . 

次 に アセ チル ヒョリ ン は 熱 に よ ょ つて 如何 な る 
影響 を 受け る か を 検 し た 。 履 縮 高 比 (Rh) が 
0.70 を 示す 1015 倍 稀釈 の アセ チル ヒョリ ン 深 
液 を 37°C 解 卵 器 中 に 格納 し 24 時 間 後 , 48 時 
間 後 , 72 時 間 後 に 洞 房 標本 に て 実験 し た と ころ 
夫々 Rh は 0.78, 0.90 及び 1.0 と な り , 即ち 
24 時 間 で は 殆 ん ど 作用 は 失わ れず , 48 時 間 で 
は 半ば 破壊 され , 72 時 間 で は 路 々 完全 に 破壊 さ 
れ て 作用 は み ら れ な い 。 100°C に 15 分 間 加 熱 . 
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制作 用 を 示 し た 。 酸 


飼養 原液 の 加熱 後 


の 


アト ョ ビン 前 処置 標本 へ の 


プリ ン 酸 で は 殆ど 作用 は 見 
、。 1000 で 

作用 多少 と も 皆 心 臓 抑 制作 用 を 


示し , 続い て 若干 の 
x 作用 を 表わす 場合 も ある 。 
" (第 17 図 ) 脂肪 酸 ょ 

る 作用 は 素数 の 少 い 程 抑 

制作 用 が 強い 。 抑制 作用 は 


洞 房 標本 鼓舞 作用 

洞 房 標本 抑制 作用 

無 作 用 

当初 抑制 鼓舞 作用 


抑制 作用 残る 場合 あり (抑制 作用 減 
及 き 抑制 作用 ( 減 飛 せる 抑制 作用 ) の 先行 する 場合 あり 


し た アセ チル ヒョリ ン は 全く 作用 が 失わ れ た 。 ま た 司 血 
消 数 滴 を 添加 し た アセ チル ヒョリ ン は 勿論 抑制 作用 は 失 
た 。 

2) ヒス タ ミ ン に 就 て 

ヒス タ ミ ン は 宝 和 製薬 の 製品 を 使用 し , 倍数 稀 札 に ょ り 
作成 し た 溶液 を 順次 標本 に 作用 させ た と ころ 10 倍 深 液 
まで 明 瞭 た 抑制 作用 を 示し キモ グラ ム 上 の カー は アセ 
チル ヒョリ ン と 拓 似 で ある 。 加 熱 た にょ る 影響 の 試験 で は 
37°C 5 日間 に て は 作用 に 変化 な く , 100°C 15 分 間 の 煮 
沸 で は 矢 張 り 破壊 され ず に 抑制 作用 を 示し た 。 ア 了 アト ョ ピ 
ン 前 処置 標本 た 対し て は アセ チル ヒョリ ン と 同様 に アト 
ョ ピン の 影響 を 受け て 作用 は 失わ れ , 副交感 神経 を 刺 封 
する 態度 を と つた 。 然し アセ チル ヒョリ ン と は 抗 熱性 , 
Cholinesterase に よる 破 壊 を 受け な い 等 で 区 別 出来 る 。 

3) 低級 揮発 性 脂 酸 に 就 て 

5000 倍 (!/z x 10-3) 及び 1000 倍 (10-3 た に け 
る 各種 脂 pH は 第 6 如く で ある 。 

第 6 表 
5000 x 


1000 x 


Ameisensaure (Cj) pH 4.6 
Essigsaure (C2) 4.8 
Propionsaéure (C3) 
Butterséure (C4) 5.2 
Valerianséure (Cs) 5.6 
Capronséure ・ (Ces) 5.6 
Caprylsaure (Cs) 5.8 
Caprinsé&ure (Cio) 5.8 


5000 倍 で は , 酸 , プ ョ ォ ン 酸 が に 心 抑 


加 より て も みな は 
われ な い 。 ア ピン 
絆 標本 で も 作用 を 発揮 し 一 
交感 神経 に 関係 が な いこ と 
を 示す 。 

次 に と エルデ メト リン ( ェ 
ル ざ トキ シン は 交感 神経 末 に 作用 し て 麻 こ 
と に より 心 を 抑制 する ) を 以 て 前 処置 を 行い , 蘭 深 た し 
て 心 の 運動 が 旧 に 復 し た 時 期 に 於 て 洞 房 標本 に 酷 融 , プ 


ョ ピオ ン 酸 等 を 作用 させ る と 極め て 強い 抑制 作用 が 見 ら 
れ , この 作用 は ェ ル ププ メ トリ ン の 前 処置 の な い 場 合 の 抑 
用 ょ り きい も の で ある 。 即ち ェ ル メ トリ 

ン と は 協力 的 に 働く ょ うな 抑制 作用 で あつ て , 間 心 筋 に 
直接 作用 する か 又は 交感 神経 末端 を 麻 到 させ る の で あろ 
5 。 

4) 和 酸 と し て オォ レイ ン 酸 の 1000 傍 び 100 
倍 溶液 を 作成 し た 。 pH は 夫々 6.0, 5.8 で , 上 政 縮 高 比 
は 夫々 0.92, 0.90 の 弱い 抑制 作用 を 示 し た 。 一 般 に 上 
縮 力 は 増強 する 様 で ある が 拡張 販 が 減弱 する の で 振幅 が 
小さ く な つて いる 状態 で ある 。 加 熱 す る も 作用 は 余り 変 
ら な い 。 

5) プ ト ン は 1000 で は に を 増強 
せしめ , 100 倍 で は 心 作 用 を 示し た 。 加熱 に よ 
つて は 用 が し て いる が よく する で あろ 
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うと 思わ れる 。 テ エル ござ メト リン 前 処置 標本 に 対し て は 強 
い 抑 制作 用 が 先行 する 。 

6) 感光 水 を 塩酸 で pH 5.6 と な し 洞 房 標本 に 作用 さ 
た と ころ 効果 は 認め られ な か つた 。 


3. 総括 並 に 考 接 


飼 答 液 の 毒 作用 物質 に つい て は 前 逃 の 如く 種々 の 物質 
が 検索 され て いる が , 今回 の 実験 に よれ ば 飼育 液 に ょ つっ 
て 墓 心 に 対す る 作用 は 一 見 極め て 区 * 々 に し て (勿論 今 ま 
で 迷 べ て 来 た 如 く 比較 的 整然 と 分 類 出 来る ), 飼育 液 中 
に 排 洪 され る 代 調 産物 は 常に 一 定 物質 が 同じ ょ うに 持続 
的 に 排 江 され て いる の で は な く 貝 の 個体 差 , 虫 の 状態 , 
貝 の 数 及び 環境 等 その 時 の 諸 条 件 に ょ つて 産物 の 組成 に 
相当 の 差異 を 生じ , 従 つ て 宿主 に 及ぼす 影響 も 種々 で あ 
つて , ひい て は 所 調 庫 虫 症 の 諸 症 状 発現 の 有無 に 関係 す 
る も の で あろ う 。 

実際 私 の 今回 の 研究 で は , 全 実 験 た に 豆 り 飼 状 液 の 等 量 
を 同じ 条件 に 於 て 作用 させ た の で ある が , 前 逃 の 如く 意 
心 に 対 し 抑制 作用 を 示す も の 46 22, 当初 抑制 し 10~20 
秒 後 に 鼓舞 作用 に 移 作 する も の 9.6 狐 , 初め か ら 鼓 舞 作 
用 を 示す も の 3.8 び 全く 無 作 用 の も の 40 な 
つて いる 。 ち 虫 代 産物 は に 対 し 抑制 的 た 働く 
場合 が 半数 , 無 作用 の 場合 が 4 割 で 鼓舞 作用 物質 を 含む 
場合 が 極 く 少数 ある こと に な る 。 扱 て 一 方 飼養 液 は 一 般 
に その 性 は 酸性 に 傾い て 3 日 (72 時 間 ) の 飼養 で 平均 pH 
5.8 まで 下 つ て くる が , 細菌 築 殆 に ょ る と ころ の 低下 も 
考え られ る の で 先 に 逃 べ た 様 な 対 双 実 験 の 結果 細菌 の 影 
響 は 主因 で は な いこ と が 知れ た 。 供 終 産物 乃至 分 泌 物 
は 酸性 , 中 性 , アル カリ 性 の 諸 物 質 が 産生 され て いる の 
で あろ うぅ が , 終局 的 に 酸性 で ある か ら 酸 性 物質 の 生成 が 
多い の で あろ 5 。 

と ころ で 前 に 対す る 作用 と 水素 イ オン 濃度 を 
比較 し て みる と , 第 4 表 の 通り で あつ て 平均 pH は , 抑 
制作 用 を 示す 飼養 液 は 5.8, 当初 抑制 し 次 で 元 進 作用 を 
示す も の は 6.1, 鼓舞 作用 を 示す も の は 6.2, 無 作用 の 
飼養 液 は pH 6.0 で つて, 即ち 抑制 作用 を 示し た 
液 は 一 般 に 最も 酸性 に 儲 き , 鼓舞 作用 を 示し た 倉 養 液 は 
酸性 の 程度 が 最も 低く な つて いる 。 従 つて 抑制 作用 を 示 
す 物 質 は 酸性 で ある か 又は 酸性 に 於 て 交 定 な 物質 で ある 
と 思わ れる 。 密 に 反 し 鼓舞 作用 物質 は 弱 酸 性 又は 中 性 に 
近い 物質 で あろ うか 。 

扱 て ひる が を つて 人 和倉 養 液 の 作用 の 半数 を 占め る と ころ 
の 抑制 作用 の 有効 物質 は 常に 同一 物質 で あろ うか 。 こ の 
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抑制 物質 を 更 こ 詳細 に 検討 する た め に 先ず 加熱 試験 を 行 
つた 結果 は 先 に 記載 し た 通り で , 第 1 類 の 抑制 作用 を 示 
す 飼 養 液 24 例 の うぅ うち, 抑制 物質 が 抗 熱性 で ある も の は 
6 例 25 残り は 加 (100°C 10 分 ) た ょ り 抑 制作 用 は 
減弱 又は 全く 失わ れ 若 く は 逆 に 喜 舞 作用 を 現 わ す 場合 が 
生じ た 。 こ の 事実 で も 抑制 物質 が 単 一 で な いこ と が 分 
る 。 他 の 75 占め る 抑制 物質 は にょ っ て され 
る 物質 で ある 。 加 熱 に 依 て 新 に 鼓舞 作用 の 生ずる の は 今 
まで 抑制 作用 に 環 わ れ て いた 鼓舞 作用 の 顕 わ れ 出 た た め 
か , 又は 加 封 分 解 物 中 に 元 進 作用 を 示す も の が 新 に 生成 
され た の で あろ うぅ か 。 以下 逐次 究明 し ょ 5 。 

先ず アト rr ピン と 対比 実験 し た 17 例 の うち , アト ャ 
ピン と 全く 持 抗 的 に 働く 場合 が 13 例 で ある が , この うぅ ち 
ょ り 壊さ れ て 抑制 作用 失わ れ は 減弱 する よう 
な 倉 養 液 は 9 例 で あつ て , 等 の 9 例 は 明か に 副交感 神 
経 末 刺 する も の と 思わ れ , アセ チル ヒョリ ン 
アセ チル ヒョリ ン 様 物質 を 含有 する も の で ある と 考え ら 
れる 。 これ は 実験 全 例 の 23 2 た に 当る 。 アセ チル ヒョリ ン 
は 分 解 に より 「 ヒ ョ リン 」 と 酷 酸 と に 分 か れ ヒ ョ リン の 
副交感 神経 に 対す る 作用 は アセ チル ヒョリ ン の 約 1/soo 
と 言わ れ も て いる 。 分 解 し て 出来 る 本 酸 は 微量 で ちあ る か ら 
作用 は 為 さ な い 。 ア セチル ヒョリ ン は 不安 定 な 物質 で あ 
つて 熱 た に 対し て 弱く 1009C で は 10 分 間 で 破壊 され て い 
る 。 し か し 37°C, で は 1~2 日 間 は 作用 が 残っ つて いる の 
で 飼養 液 中 に アセ チル ヒョリ ン が 出 た 場合 2 日 位 の 期間 
は 副交感 神経 刺 漁 作用 は 存在 する と みて ょ い 。 酸 性 に 於 
て 災 定 (pH. optimum : 3.8) (松田 , 1948) で あぁ ある の で 
37°C と いう 様 な 湾 度 で も 割合 保 た れる の で あろ 5。 

輝 等 の 含有 作用 物質 が アセ チル ヒョリ ン 乃 至 ア セチル 
ヒョリ ン 様 物質 で ある と 考え られ る 場合 に 履 縮 高 比 を 測 
定 し , 同時 に 試薬 の アセ チル ヒョリ ン 結 品 を 億 数 稀釈 に 
より 作 つ た 溶液 を 順次 に 作用 させ 上 政 縮 高 比 を 算出 し て 比 
較 計 測 の 結果 , この 場合 の 飼 養 液 中 の 該 物質 の 濃度 は 第 
7 表 の 通り で あぁ つた 。 其 く の 如く 極め て 微量 に 然 も 1~2 
日 の 期間 の み 存 在 す る も の と 思わ れる 。 
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に アト ピン と 抗 的 に 作用 する も の の 中 で 
性 の ある も の は 4 例 で あぁ つて, この 有効 物質 は ヒス タ ミ 
ン 乃 至 は ヒス タ ミ ン 様 物 質 で ある と 思わ れる (ヒス タ ミ 
ン が 飼養 液 中 に 存在 する こと は 美馬 氏 に ょ つて 報告 され 
て いる )。 全 実験 例 の 8 た に 当る 。 ヒ スタ ミン (Feld- 
berg, 1930) は アル カリ 性 の 物 あぁ つ て 極め て 定 
で あり 加熱 た に たよ ょ つて を も 破 壊さ れず , 副交感 神経 に 対す る 
作用 は 動物 と り 心 に 対し て は 感 神経 を 
し て 心機 能 を 抑制 する と され て いる 。 私 の 実験 で も 夢 心 
を 抑制 し 100°C, 15 分 間 の 加熱 た にょ よ つて も この 作用 に 変 
化 の な いこ と が 認め られ た 。 そ の キモ ダグ ラム 上 に 描記 さ 
れ た 抑制 状態 も , この 4 例 8 2 の 抑制 状態 と 相似 的 で あ 
つて 有効 物 暫 は ヒス タ ミ ン 乃至 ヒス タ ミ ン 様 物質 で ある 
と 考え られ る 。 ア セチル ヒョリ ン の 場合 と 同様 に Rh を 
測定 し た 結果 この 濃度 は 10-e~10-9 に 相当 し た 。 

第 1 抑制 作用 を 示す の 中 で , アト ピン に よ 
り 作 用 は 全然 れ な い 人 は 全 例 の 張 り 8 あ 
つて , これ の 有効 物質 は 副交感 神経 に は 無関係 で あり , 
交感 神経 を 麻痺 させ る か 又は 心筋 に 直接 抑制 的 に 働く 物 
質 で ある 。 然 も 本 例 は 何れ も 抗 熱性 が あり , 平均 pH 
は 5.4 で ある の で この 作用 物質 は 代 衣 産 物 中 の 脂肪 酸 及 
びそ の 他 の 有機 酸 で ある と 老 え られ る 。 

飼養 液 が 抑制 作用 に 次 で 喜 舞 作用 を 示す も の に つい 
て , アト ョ ビン と 対比 実験 せる と ころ 全く 無関係 で ぁ つ 
て , 又 加 熱 た に た ょ つて も 作用 の 変化 が な か つた 。 既 ちこ の 
場合 の 作用 物質 も 副 交 感 神 経 と 無関係 で あぁ つて 心筋 等 に 
作用 を も た ら す も の で あろ うぅ 。 PH は 平均 5.4 で あつ た 
の で お そら く 排 湊 物 中 の 脂肪 酸 に よる も の と 思考 され 
る 。 こ の 例 は 全 例 の 10 祈 で あぁ る 。 脂肪 酸 に つい て は 低 
級 揮 発 性 脂 うち Cz~Cs ( 酸 カプ ン 酸 ) の 
心 に 対す る 態度 に 相似 で あぁ つて 濃度 は 1000 倍 前 後に 相 
当 す る 。 

告 , 抑制 作用 を 示 し た 飼養 液 で 行 つ た 23 の フラ ク 
ショ ン の 試験 で は ェ ー テ ル 深 分 で 抑制 作用 な く 不 落 分 に 
抑制 作用 が あつ た の で ある が , この 例 は 何れ も アセ チル 
ヒョリ ン 及 び ヒ スタ ミン 等 を 含む と 考え られ る 和 群 に 属し 
て 居る の で ェ エー テル に 移行 し な か つた の は 当然 で ある 。 
若 し た また ま 脂 肪 酸 を 多量 に 含む 飼育 液 た に 遭遇 し た な ら 
ば エー テル 落 分 に 抑制 作用 が 移 つ た こと で あろ う 3。 

以上 の 結果 を 見 る に , 約 半 数 46 祈 は 洞 房 標本 に 対し 
抑制 的 に 作用 し , 然 も その 中 の 半数 23 祈 で は 抑制 作用 
は 神経 刺 する こと に より 生ずる も の で あ 
る 。 即ち ア セチル ヒョリ ン 乃 至 は ヒョリ ン 様 物質 の 作用 
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と 思わ れる 。 和 上 処 貝 保有 者 の 何 パ ペー セン ト か に 見 られ る 導 
薄 の 原因 は 種々 た に 諭 ぜ られ 意味 づけ られ て いる が , この 
様 な 視 合 に と 生ずる と ころ の 談 物 質 が 比較 的 多量 に 産生 さ 
れ 又 は 積 し た 場合 に 神経 を こと に より 
宿主 の 腸管 を せしめ て 発作 を 生 ぜ しめる 場 
合 も 老 え 得 ら れる の で ある 。 然し 和 定 ら アセ チル セ ヒョリ ン 
は 熱 に も 弱く pH も 3.8 に 最 容 定 で ある と ころ か ら , 
38°C 弱 ア ル ヵ みり 性 で ある 腸管 内 で は 何れ 短期 間 に 破 壇 
され て し ま ぅ で あろ 5 。 

鼓舞 作用 を 示す 物質 に つい て は 多く 触れ な か つた 。 

以上 の 諸 物 質 の 化学 的 定性 は マー パー クロ マト グラ ププ 
ィ ー に 依 て 目下 検索 を 汰 め て いる の で 逐次 発表 する 予定 
で ある 。 


4. 


遇 息 の 有害 物質 を 検索 する 為 , その 飼養 液 を 次 の 生物 
学 的 実験 に 供し た 。 即 臓 房 標本 に 液 の 原液 の 
一 定量 を 一 定 の 条件 下 で 作用 させ て みた 。 そ の 結果 , 

1) _ 短 虫 飼養 液 は 常に 同じ 作用 を 示す も の で は な い 。 
心臓 に 対し 全く 逆 の 作用 を 及ぼ す 物 質 を さえ ぇ 排 洪 又は 分 
泌 し て いる こと が ある 。 同様 作 用 で を も 作用 機転 が 泉 る も 
の が ある 。 

2) 飼養 液 の 性 は 酸性 に 傾き 代 講 終 産物 は 酸性 物質 が 
多い 。 

3) に 対す る 養 液 の 作用 の は 抑制 作用 46 
22, 抑制 で 作用 9.6 作用 3.8 無 作 用 
40 割合 で あつ た 。 

4) 有害 作用 を 及ぼ す 物 質 は , アセ チル ヒョリ ン 有 至 
ヒョリ ン 様 物質 ヒス タ ミ ン 乃至 ヒモ ヒスタミン 様 物 質 即 ち 
アミ ン 類 , 脂肪 酸 , アミ ノ 酸 分 解 物 等 で ちあ る と 考え られ 
た 。 
5) 副交感 神経 を 刺 る アセ チル ヒョリ ン 乃 至 ヒ 
リン 様 物質 は 23 に 於 て 存在 する こと が 認め られ た 。 
その 場合 アセ チル ヒョリ ン に 換算 する と 10-16~10-18 の . 
濃度 の 場合 が 最も 多 か つ た 。 

6) ヒス タ ミ ン 又は 同様 な 作用 を も つ ア ミン 類 の 存在 
は 全体 を 通じ 8 族 に 於 て 認め られ , この 場合 の 濃度 は セ 
スタ ミン の 10-610-9 液 た に 相当 し た 。 (以上 の 
存在 と 調 う の は 洞 房 標本 で 生 胸 学 的 に 認め られ た も の で 
あぁ あり, 感度 の な い 程 度 の 存在 は 別に ちあ る か る も 知れ ぬ が 主 
作用 と は な り 得 な いで あろ 5 )。 

7) その 他 の 抑制 作用 を 示す 物質 は 25 感 
経 に 関係 の な い 脂 肪 酸 そ の 他 の 有機 酸 で あろ うぅ 。 
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8) 脂肪酸 と し て は 低級 揮発 性 脂 で つて 乃 
r ヵ プア ョ ン 酸 に 相似 で ある 。 

9) に ける 又は 鈍痛 を 発する 機転 クー つ 
と し て 一 変 感 神経 刺 湯 が 老 え られ る 。 そ れ は アセ チル ヒ 
ョ リン 乃至 ヒョリ ン 様 物質 が 比較 的 多く 発生 し た 場合 に 
発現 する も の で あろ 5 。 

以上 の 物質 は 一 種 の み が 単 独 に 排 洪 又は 分 泌 さ れる も 
の で は 勿論 な い の で あつ て , どの 物質 が 生物 学 的 作用 を 
及ぼ す 程 に する か , 更に 宿主 側 の 要約 と 相 為 
作用 の 発 来 の 有無 が 決ま る も の で あろ う 5。 舘 , 最近 の ア 
レル ギー 説 に 於 ける アセ チル ヒョリ ン の 役割 より し て 貴 
虫 ア レル ギー の 問題 へ の 一 階段 と は な り 得 ぬか と 思考 す 
る 

拉 に あたり , 御 指導 と 御 校 を 賜 た 泉 教授 
びに 松林 教授 に 深 基 の 謝意 を 捧ぐ 。 
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定量 法 に 就 て , 岡山 医学 会 誌 , 54: 691, 866. 
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症 の 臨床 的 研究 (2) 
寄生 と の 体質 研究 


石崎 


東京 大 学 医学 部 物 療 内 科 教 鹿 (主任 三沢 教授 指導 ) 
国立 予防 衛生 研究 所 部 


I. 

前 回 報告 の 緒 論 で 様 に 症 の 発現 に は 体 
質 的 要因 も 軍 要 で ある と 考え る 。 そ こ で 私 は 都立 石神 井 
学園 に 於 て 園長 と 医務 室 の 宮崎 氏 の 御 好意 で 同 園 孤児 7 
誠 17 歳 迄 合計 147 名 を 研究 対象 と し て 処 虫 寄生 と 腹 
体質 的 要因 を し た 。 

孤児 履 容 所 は 多数 の 孤児 が 同一 環境 下 に 共同 生活 し て 
いる の で 比較 的 同一 条件 下 に ある と 考え られ る . 

研究 方 法 と し て は 木田 氏 (1946) の 体質 表 を 参考 と し 
て , 主 腹痛 に 置い て 体質 歴 を し , Histamine 内 
反応 (柏原 貞夫 1941) を 試み その 結果 を 者 と 非 
・ 寄生 者 に 分 類 し て 整理 し 比較 検討 し た 。 

2. 研究 方 法 

a. 検便 直接 塗 採 法 で 同一 人 で 別 な 日 に 2 回 繰返し 
の 有無 を 検査 し , 保有 者 に 就 て は 私 の 方 法 
(前 回 報告 ) で 50 燥 量 の 10 mg 内 卵 計 
し , 寄生 虫 数 の 多少 を 推定 し た 。 

前 回 は 50 錠 燥 量 に 就 て 充分 説明 し な か つた の で 再 
び を 説明 する 。 の 排卵 数 は 同一 で も 便 の 
より 一 定量 中 の 卵 数 に が 出来 る 。 の は 
内 固形 成分 の 多少 と よる か ら , の 一 部 を と り , 
重 さ を 測り を 大 デッキ 硝子 に 塗り 拡げ て 4 日 以 
上 上 放置 乾燥 し て , 残っ た 周 形 成分 の 重 さ を 再び 測る 。 そ 
し て 両者 を 比較 する と , 元 の 奏 便 の 何 祈 が 彫 形成 分 か わ 
か る 。 

そこ で 比較 する に 成分 が 元 の の 50 当 
る よう な を 便 と し , 従っ つて 実際 測定 し た 

Tatsushi Ishizaki : Clinical Studies on Ascaris. 
(2) Ascariasis and stomach-ache. (The Clinic of Int- 
ernal Medicine and Physical Therapy, Faculty of 
Medicine, Tokyo University, Tokyo. The Paras- 


itology Division, National Institute of Health, 
Tokyo.) 


便 10 mg 内 貝 その 便 の 量 か ら 修正 し て 
50 乾燥 量 の 10 mg の 中 で は 貝 卵 数 と 修正 し 
こ に 。 に よ ょ つて 菊 便 の 性 状 に ょ る 貝 卵 の 誤差 は 防げ る と 
考え る 。 

b. Histamine 皮 内 反応 , は Amine 類 に 対す る 特 
黒 反応 と 遇 虫 症 発現 と の 関係 及び 自律 神経 反応 も 表わす 
と 老 を た 。 

Histamine 千 万 倍 ( 生 理 的 食塩 水 で 銘 釈 ) 液 を 作り , そ 
の 0.1 cc と 対照 に 生理 的 食塩 水 0.1cc を Tuberculin 
用 皮 内 注射 器 で 左前 騰 内 側 に 皮 内 注射 し , 30 分 後に 局 
所 の 発赤 を つた 。 

反応 は 無 反 応 を 陰性 (一 ), 発赤 浸潤 の 両方 共 直 径 10 
mm 以内 を 陽性 ( 直径 10 mm 以上 を 陽性 
20 mm 以上 を 強 陽性 ( 村 ) と し た 。 

c. 体質 歴 木田 氏 の 体質 調査 表 を 参考 と し て 体質 調 
査 を 作成 し , 本 人 , 寮母 , 医務 室 医 師 か ら 次 の 各 項 を 
し 記載 し た 。 

1) 氏名 , 年 齢 , 性 別 , 栄養 状態 , 学業 成績 , 性 質 , 

目立つ . 

2) 腹痛 , 腹痛 は 原因 知覚 方 法 共 に 複雑 で 各種 文献 に 

よる と 自律 神経 症状 を 伴 つ た 特有 な 知覚 で ある 。 ( 桂 

重 次 , 1946) 

叉 原因 も 種々 で 直ちに 遇 虫 と 結び 付け られ な い 。 牙 で 
は 知覚 方 法 の み を 問題 と し て 3 種 に 分 けた 。 即 ち 医 療 を 
必要 と する か 又は 奴 庁 し な けれ ば な ら ぬ 程度 の (客観 的 
に を も 祭 せ られ る ) 痛 を ( 了 持続 性 の 鈍い 
(D), 腸 の 動 等 に より 起 る 了 性 の 痛み を 動 
(S) と し た 。 痛む 程度 を 強 中 等 ( ), 弱 ( ), 
と し た 。 受 持 続 時 間 1 時 間 以 内 を 短 , それ 以上 を 長 と し 
た 。 

下 痢 伴 つ た で ある か , 
み の 回 数 の 大 も し た 。 

3) 体質 的 事項 , 神経 系 , 消化 器 , 呼吸 器 , 循環 器 , 
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皮膚 就き 各 官 の 敏感 さ を 表 す を 記載 し , で 
該当 に 印 を 付け , 合 判 断 で 各 官 の ( ), 一 ) 
を 決め た 。 例 えば 神経 系 で テン カン , ヒキ ツケ ヶ を 又は 容 観 
的 神経 質 症 状 の あぁ る 場合 を 敏感 と し , 呼吸 器 で は 咽頭 炎 
炎 を し 場合 等 を 敏感 と し た 。 

全体 と し て の 体質 の 敏樹 は 和 合 判断 の 誤り を 少く する 
為 に 2 種 以上 の 器官 が 敏感 の 時 に 敏感 体質 と し た 。 此 の 
判定 は 児童 の 体 と くに 自律 神経 系 の 敏感 さ を 表 す も の 
と 考え る 。 

上 記 の 括弧 内 記号 は 成績 一 覧 素 の 記号 で ある 。 (第 1 
表 ) 


第 1 表 体質 歴 一 覧 表 
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次 に 量 50 22 内 数 100 個 未 満 と , それ 以 
上 に 分 ける と , 7~8 歳 で は 9 歳 以 上 の 者 より 多数 の 虫 卵 
を 排出 し 従 つ て 寄生 躍 数 が 多い (感染 濃度 ) こ と が 5 2 以 
下 の 人 危険 率 で 証明 され た 。 

2) Histamine 皮 内 反応 は 中 間 代 産 物 で あ 
る アミ ン 振 を 多数 排 江 する か ら , その 影響 で 寄生 者 に 
Histamine 感受 性 が 高 ま つ て いる か 可 か を し ら べ た 。 
第 2 表 に 示す 様 に 寄生 と Histamine 反応 間 に 相 
関係 を 証明 出来 な か つた 。 又 虫 卵 数 の 多少 と Hista- 
mine 反応 間 に を 相互 関係 を 証明 出来 な か つた 。 
即ち Histamine 反応 の 感受 性 と 遇 虫 寄生 と は 無関係 


間 数 能 経 化 吸 環 定 

3 〇 12 91 H 短 100 又は 一 下 一 + 一 十 
4 中 $8 12 272 S 土 短 10 は 一 中 t+ — 
5 田 〇 民 13 141 1 中 ー 一 十 ー 
6 森 13 274 H 長 十 
9 〇 3 16 49 D 短 4 一 一 中 - - 


年 分 


ヒス タ ミ ン 内 反 体 質 


7~8 歳 9 11 歳 12~14 歳 15~17 

し 無 13 22 27 12 27 42 35 40 

10 数 2 14 10 19 14 11 22 
\ そ れ 以 上 4 11 6 6 16 11 12 15 


3. 研究 成績 

一 覧 表 を 検討 し て 各 要 素 間 の 関係 を 詳細 に 推計 学 的 に 
検定 し た 。 求 むる 結論 が 百分率 の 比較 で ある か ら メ 自 
乗法 (増山 元 三 人 郎 , 1949) 及び 無相 関 検定 法 (佐藤 良一 
郎 , 1947) を 使用 し た 。 

a. 生 要因 . (第 2 表 参 照 ) 

1) 年齢 的 分 布 . 既往 を 加 れ ば 100 2 を 
定 出来 る 貞 躍 症 で , 若 し 免疫 が あれ ば 年 齢 の 増加 と 共に 
が 減少 する ある 。 そ こ で 年 齢 別に 生 者 と 非 
寄生 者 を 比べ る と 年 齢 に よる 穫 巴 率 の 差 は 証明 され な 
い 。 


で あっ た 。 

3) 寄生 で 個体 が 敏感 に な り 各種 の 症状 
を 起 し 易 く な る か 玖 か が 問題 で ある 。 

を 解く た め に 卵 陽性 者 と 陰性 者 で 体質 の 
率 を 比較 する と , 両者 聞 に 差 は 認め られ な い 。 
者 で 寄生 虫 数 の 多少 (ここ で は 貝 卵 数 の 多少 で 判断 ) に 
よる 体質 の を 比較 する と 張 り 差 が 認め られ な 
い 。 次 に 各 器 官 別 に 躍 外 陽 性 者 と 陰性 者 を 比較 する と 第 
3 様 に 呼吸 器 と 消化 器 が 寄生 で 敏感 に な る よう 
に 見 える が 検定 し て 有意 な 差 と は な ら な い 。 

即 も 体質 の 人 は 個人 的 に みて を も 各 器 別に 見 て も 
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寄生 要因 (2) 


ヒス タ ミ ン 反 應 ( 十 ) ヒス タ ミ ン 反 應 (一 ) 


消化 呼吸 皮膚 体質 ( ) 体質 ( ) 体質 ( ) 体質 ( ) 


11 20 21 
15 13 28 


14 


便 内 卵 類 
以下 


~ 


7~ 
8 11 歳 14 歳 17 


24 10 51(22) 39(20) 15 39 25 19 
7 


22 4 46 


4 13 


) 内 


貝 寄生 と 関係 が な い 。 

4) Histamine 反応 と 体質 と の 関係 。 Histamine 反 
応 は 体質 の 敏樹 と 関係 が ある か 交 か が 問題 で ある 。 

乏 を 解く た め に Histamine 反応 の 陽性 , 陰性 別に 体 
質 の 敏 否 を 比較 する と 第 3 表 の 様 に 貝 卵 陰性 者 で は 体質 
敏感 者 に Histamine 反応 が 出 杏 く か つた 。 し か し は 
寄生 と は 別 な 事項 で ある 。 陽性 者 で は の 
Histamine 反応 間 と 関係 が 認め られ な い 。 

し か し 体質 敏感 者 だ け で 貝 卵 の 陽性 , 陰性 別に Hista- 
mine 反応 出現 率 を 比較 する と 貝 卵 陽 M 性 者 に Hista- 
mine 反応 出現 が 大 で あぁ る 。 即 ち 感 は His- 
tamine 反応 が 出 上 難い が , 寄生 に ょ つて を 出 
する 傾向 が ある こと に な る 。 こ の 結果 は し か し 冬 単 に 背 
定 す る より は 一 つの 研究 ヒン ト と 考え た 方 が よい よう で 
ある 。 

b. 腹痛 と と の 関係 。 

1) 腹痛 発生 要因 。( 第 4 表 参 照 ) 
腹痛 と 生 : 遇 寄生 者 と 非 生 者 を 比較 する 
と 腹痛 全般 と し て は 寄生 と 腹痛 と 間 に と 相互 関 係 が 認め ら 
れ な い 。 

寄生 者 だ け で 寄生 数 の 多少 を 比較 する 為 に 10 mg 工 
便 内 虫 卵 致 200 個 未 満 と 以上 に 分 け て 見 る と , 多数 卵 排 
出 者 に 腹痛 が 多い , (1 2 以 下 の 危 険 素 で 有意 ) 

即ち も 筒 虫 寄生 は 腹痛 の すべ て の 原因 で な く て , 原因 の 
ー つ で ある 。 

O 〇 腹痛 と 性 別 * 一 般 的 に 女性 は 感受 性 が 多 敏 で ある か 
ら 女 児 が 男児 より 腹痛 を 起 し 易い と 予想 出来 る 。 そ こと で 
比較 し て みる と , 確か に 女児 が 腹痛 を 起 し 克 く , 特に 鈍 
痛 に 就 て 閉 し い 。 は 対象 女児 が 初潮 期 を 含む た めも 考 


えら れる 。 

O 〇 腹痛 と 年 齢 : 年 齢 別に 腹痛 発生 率 を みる と 幼年 者 ほ 
ど 風 起り 。 即ち 12 歳 下 と 以上 に 分 け て 比較 
する と 以下 の 幼年 者 が 起 し い 。 
腹 と Histamine 反応 : Histamine 反応 と 
間 に 相 関 係 は あら れ な い 。 

〇 腹痛 と 体質 : 体質 の 敏 が 腹痛 発生 に 関係 ある か 
か を 見 る と 敏感 者 が 腹痛 を 起 し 易い 。 こ れ を も 1 用 以下 の 
危険 で 有意 な ある か ら 体 は な 関係 が 
あぁ る 。 

(2) 各種 腹痛 の 発生 要因 (第 5 表 参 照 ) 

寄生 者 に 多い よう に 見 える が 検定 し て 有意 な 差 に なら な 
か つた 。 そ こ で は 食中毒 な ど で 腹 痛 , 下痢 が 起 つ た 場 
合 が 混入 し て 検定 を 鈍ら し た と 考え て , 下痢 を 伴う ぅ 場合 
と 伴わ 合 に 分 け て 見 る と , 下 を 伴わ ぬ 激 痛 は 
寄生 者 に 明らか に 名 数 で ぁ つ て 遇 虫 寄生 に ょ る 激痛 の あ 
る こと を 族 明 し た 。 

鈍痛 は 女性 に 多く は む し ろ 寄生 以外 の 原因 に よ 
る も の と 考え る 。 
〇 Histamine 反応 と と 各種 腹痛 の 関係 : 
Histamine 反応 の 有無 が 個人 の 反応 力 の 指標 と な る 
な ら ば , Histamine 反応 が 陽性 又は 陰性 の 人 が 上 遇 虫 寄生 
し た 場合 各種 腹痛 は Histamine 反応 の 程度 に 比例 し て 
増減 する ある 。 

そこ で この 3 者 の 関係 を 検定 する と 3 者 共 全 く 無 関係 
で ある 。 
〇 体質 と 遇 虫 宏 生 と 各種 腹痛 と の 関係 : 腹痛 と 体質 の 
敏 特 と の 関係 は 既に 認め た が , 同一 体質 者 聞 で 遇 虫 寄生 
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5 表 腹痛 と 寄生 (2) 


下痢 と の 関係 
下 痢 


ヒス タ ミ ン 皮 内 反 應 


腹痛 時 間 


A 
数 
6 
5 
10 
18 
1 
12 
4 
10 


= = 
| 


が 腹痛 誘発 を 増加 する で あろ うか 。 之 を 検定 し て 見 る と 


激痛 , 上 帳 動 痛 共 に 有意 な 差 で な く , 鈍痛 は 別 な 原因 で 貝 
卵 陰 性 者 に 多 か つ た 。 

即ち 興 虫 寄生 に ょ る 各種 腹痛 の 増加 は 証明 され な い 。 

3) 腹痛 持続 時 間 と 寄生 

腹痛 持続 1 時間 以内 を 短 , それ 以上 を 長 と し て 分 類 す 
る と , 貝 卵 陽性 者 で は 1 2 以 下 の 危 険 率 で 腹痛 持続 時 間 
が 長い 。 

即ち 筒 虫 寄生 は 腹痛 を 長 引 か せる 。 

4. 総括 と 考 接 

上 及 の 研究 成績 を 整理 し , に 若干 の 考察 を 加え る と 
次 の 様 に な る 。 

1) 寄生 要因 。 

症 に 免疫 が ある と すれ ば 年 齢 的 に の 差 が 出 
来る ある が 私 の 調査 し た で は 年 齢 に よる 差 
は な い 。 し か し 克 患 測度 (寄生 虫 数 ) は 年 少 者 が 高 か つ 
た 。 即 ち 量 的 と の み 条 患 差 が 証明 され た 。 

Histamine 皮 内 反応 が 遇 虫 寄生 の 有無 及び それ に よる 
体 臣 の 敏 否 の 指標 と な る か と 予想 し て し ら べ た が 有意 な 
相 王 関係 は 認め られ な か つた 。 例 数 が 少 い の で 結論 付け 
られ な い が 感 体質 者 が Histamine 出 難く て , に 
由 が 寄生 する と Histamine 反応 が 出 易 く な る と 言う 結 
出 た 。 

2) 寄生 と 腹痛 の 関係 。 

腹痛 は 原因 , 現象 共に 複 約 で ぁ る の で 直ちに 筒 虫 寄生 


と 結び つけ られ な い 。 検定 し て 見 て ゃ 腹痛 全 般 と し て は 
上 銅 虫 寄生 と 直接 関係 が 認め られ な い 。 し か し 下痢 を 伴わ 
な い 激痛 に 於 て 筒 虫 寄生 と の 関係 が 明らか に 族 明 出来 
た 。 

又 銅 虫 寄生 者 だ け で 論ずる と 貝 卵 排 洪 数 の 多い 程 腹痛 
を 起 し い , 
又 銅 貝 寄生 者 は 腹痛 が 起 れ ば 非 寄 生 者 より 長く 痛み が 続 
く こ と が わか つた 。 

遇 虫 の 有無 に 関係 な く 腹 痛 要 因 を 老 え て 見 る と 女性 , 
幼年 者 , 敏感 体質 の 者 に 腹痛 が 起き 克 い 。 
Histamine 反応 は 腹痛 と も 関係 が な い 。 

5。 
遇 虫 寄生 は 量 的 に 年 齢 の 幼 い 者 に 濃く 感染 し , 腹痛 を 
起す 原因 の 一 つと な る 。 そ し て 上 銅 虫 寄生 者 に 腹痛 が 起 れ 
ば 長く 続く 。 明 ら か に 映 虫 に よる と 思わ れる 腹痛 は 下痢 
を 伴わ な い 激 痛 で あつ た 。 

1) 石崎 (1953) : 症 の 臨床 的 研究 (1) 寄生 
学 雑誌 ,2,(2), 13. 2) 桂 重 次 (1946): 腹部 内 臓 
の 痛 , 日 本 消化 学会 雑誌 , (5-6), 1. 3) 
木田 文夫 (1946) : 体質 医学 , 44. 4 増山 元 三朗 
(1949) : 小数 例 の 繧 め 方 と 実験 計画 の 立て 方 , 73. 
5) 原 (1941) : アレ ルギー 性 疾患 特に 食 
Allergie に 関す る 研究 , 東京 医学 会 雑誌 , 55, (5) 
補 144. 6) 佐藤 良一 郎 (1947) : 無相 関 
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絡 言 

アテ アメーバ 赤痢 の 発症 に 関し て は 現在 まで 多く の 人 に ょ よ 
つて 論じ られ て 来 た 。Dobell (1919) は 赤痢 アメ ー バ に 
は 非 病原 性 の 株 は 存在 し な い 事 を 強く 主張 し て いる 。 赤 
痢 症状 の 現われ な い の は アメ ー メ が 破壊 する 組織 を 人 間 
の 側が 絶え ず 修 復 す る た め に 其 の 損傷 が 拡大 する 事 が な 
い 為 で ある と 考え る 。 赤 痢 首 状 が 発現 する た め に は それ 
を 誘発 する 種々 な 因子 が 考え られ る の で あり , 現在 老 を 
られ て いる を も の は 次 の 4 因子 で ある と 又 わ れ て 居る 。 即 
ち 1) 株 に ょ る 病原 性 の 強弱 , 2) 寄主 側 の 抵抗 の 減弱 , 
3) 影響 , 4) 腸 内 細菌 の 影響 で ある 。 以 上 の うぅ うち 
腸 内 細菌 の 影響 は 普通 内 に 於 て も 生 体内 た に 於 て 
も 極め て 密接 な 関係 が ある と 云わ れ て いる 。 培 状 基 内 に 
於 ける 細菌 の 作用 で ア メー ベ に 重大 な る 影響 を 与え そる も 
の は , その 増殖 に と ょ つて 酸化 還元 電位 を 下げ る と いう ぅ 事 
で ある 。Chang (1948) は 仔猫 に 肛門 より 培養 虫 体 を 感 
染 せ し め る 際 に 肛門 を 結 谷 し な いも の , 結 松 する も の , 
及び Clostridium welchii の 療 同時 に 注入 し て 結 
し た も の に つい て 観 侍 し , 第 3 群 に た 於 いて 感染 し 深い 潰 
瘍 が 形成 され た と 報告 し て いる 。 私 は さき に 赤痢 アメ ー 
べ に CZ. welchii を させ る 事 に と つて, 
メー バ の 増殖 に 極め て 好 影 響 を 与え る 事 を 実証 し た 。 更 
に 今回 CZ. welch を 随伴 せしめ た 場合 赤痢 アメ ー バ の 
病原 性 が 如何 に 変化 する か , 且 モ ル モ ッ ト は 赤痢 アメ ー 
べ に 対し て どの 程度 の 感受 性 を も つて いる か を 知る 為 に 
感染 実験 を 行 つ た の で 政 に 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 
ァ メ ぇ メー ぶ 接種 の 方 法 と し て 肛門 ょ り 直 腸 内 た 注入 する 


Hayami Yamakawa ;: Experimental infection of 


Entamoeba histolytica in guinea pig with special 
reference to the effect of Clostridium welchii up- 
on the infection. (Department of Parasitology, 
School of Medicine, Keio University, Tokyo, Ja- 


pan) 


赤痢 アァ ー バ の モル モッ ト 感 染 実 験 丈 に 
ウェ エル シ の 影響 に 就 て 
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方 法 と , 腹壁 を 義 い て 直接 衣 腸 内 に 注入 する 2 つの 方 法 
を 試み た 。 _ 

直腸 内 注入 : モル モッ ト は 出来 る だ け 幼 弱 の も の を 
用 いた 。 (体重 100~150 g)。 これ は 幼 弱 で あれ ば 其 の 
感染 率 が 高い と 云わ れ て いる か ら で あ る 。 俳 し 材料 取得 
の 関係 上 一 部 に 於 て は 200 g 内 外 の も の も 混 じ た 。 動物 
の 食 は 人参, 青 草 と し て 実験 まで に 日 
日 飼育 を 行 つ て 動物 の 健康 状態 の 良好 の 時 期 を 選ん で 実 
験 を 行 つ た 。 新 鮮 便 の 検査 に ょ つて 自然 に 出る アメ ー バ 
は 見 当ら な か つた 。 こ の 研究 に は cyst より 培養 を 行 つ 
た 株 と , ー 患者 の 便 か ら 得 て 10 数 
代 継 代 培 状 を 行 つ た 広瀬 株 の 2 種類 を 用 いた 。 培 養 基 は 
馬 血 消 7, Ringer 3, を 混 じ て 加熱 凝固 斜面 と な し 液体 
部 は Ringer 氏 液 の み と し , それ に 減 菌 米 粉 を 加え た 。 
培 状 基 の 終 面 , 液体 部 の 量 は 一 定 に し て Cl. welchii を 
24 時 間 培 状 し た 培地 に 赤痢 アメ ー バ を 移 殖 し て , 増殖 和良 
好 で 運動 活 栄養 型 を 含む を 用 いた 。 対 し 
て は CZ. welchi を 共 な い ア メー を 用 
いた 。 

アテ アメーバ の 増殖 に 関し て は 24 時 間 ~72 時 間 と 検 し て 
最も 分 列 増 殖 の 活 癌 な 時 期 と 思わ れる 時 間 後 に 血球 血 算 
板 に て 貝 体 数 を 検査 じ て 培養 液 1cc 中 に 15~20 万 程度 
の も の を 用 いた 。 即 ち 培 養 液 1 定量 に 略 * 同数 の 虫 体 を 
含む 如く し て 出来 る だ け 各 実験 条件 を 一 定 に し た 。 注入 
に 先立つ て , あぁ あらかじめ 除去 し て お いた 最上 部 の 培養 
液 (アメ ぇ ー ベ を 含ま ぬ ) 1.0~1.5 cc を 肛門 部 よ ょ り 徐 々 
に 流入 , 流出 せしめ る と 2~3 分 に し て 直腸 部 の 大 便 は 
多く は 自然 に 排出 され た 。 然 る 後 , 前 記 ア メー メ ベ の 活 洲 
する 提 振 温和 され た 培養 液 の 1.0 cc を 肛門 ょ り 直 腸 内 
に ネ ラ トン カテ ー テ ル , 又は 注射 問 に て 注入 し 肛門 は 予 
め 備 操 作 し て お いた 合 を 確実 に 締め て , 
に 注入 液 の 自然 流出 を 防止 し た 。 注入 し た 培養 液 1.0 cc 
は 肛門 上 方 3~5 cm に 達し て いる 事 は 予め 誤 検 た と ょ っ 
て 確 め て お いた 。 縫合 糸 は 24 時 間 後 抜去 し て 排便 を 自 
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由 に せしめ た 。 対 し て は 液 の 上 層 部 に て アメ ぇ メー 
バ の 存在 し な い 部 分 即 共 棲 細菌 だ け を 含む も の 1.0 cc 
を 注入 し た 。 接種 後 飼 育 箱 は それ ぞ れ 区 別 を し た 。 以後 
連日 より アメ ー 体 に cyst の 排出 の 有無 を 検 
査 し て は 一 部 養 を 行 つ た 。 門 部 より の 注入 接種 
こ 際 し て は 通常 極め て 北 い 麻 酔 を 行 つ た 。 注 入 後 は 排便 
の 状態 , 下痢 の 状態 を 検 し た 。 動 物 は 肛門 を 閉鎖 され る 
事 こと ょ り だ し く を 感ずる 様 で , むし ろ す る 様 
に 開腹 し て 謀 腸 部 に 接種 する 方 が 苦痛 を 伴う こと が 少 い 
様 に 見 えた 。 一 部 体重 の 測定 を 行 つ た が 多く は 体重 は 減 
少し 食 概して て , 運動 は 不 活 な つた 。24 時 
間 後 速やか に 抜糸 する 事 が 特に 必要 で ある 。 モル モッ ト 
は 多く は 死後 , 一 部 は 死 の 直前 , 叉 他 の 一 部 は 死亡 前 で 
比較 的 元気 の も の も 一 定 日 後に は 殺し て 宴 検 を し た 。 
検査 は 内 臓 全般 に 豆 つ た が 主 と し て 直腸 回 謀 部 を 検査 
し 一 部 に 於 いて アテ メー バ を 培 状 し, 腸 変化 の ある も の に 
つい て は 組織 学 的 の 検索 を 行 つ た 。 注入 行為 に と よ つ て 少 
数 例 の 死亡 を 見 た 。 

盲腸 内 注入 : 実験 材料 は 直腸 注入 の 場合 と 全く 同様 
で ある 。 方 法 と し て は , モル モッ ト に は 出来 る だ け 軽 い 
ェ ー テ ルル 麻酔 を ほど こし て , 腹壁 を 約 2cm 程 開 腹 し て 
回 謀 部 を 求め , 回 腸 の 終末 部 に 近く Tenia の 上 に て 前 
記 肛 門 内 に 注入 し た と 同様 の 条件 を 具備 し た アメ ぇ メー ぶ 郊 
海 液 1.5 cc を 出来 る だ け 細 い 注 射 針 を 以 て 注入 し, 液 の 
育 腸 内 に 注入 され た 事 並 に 針 の 実 より 注入 液 の 流出 な き 
を 確 め て 速やか に 腹膜 , 筋 層 , 皮膚 , と 3 剛 縫 合 を 行 つ 
て 腹腔 を 閉鎖 し た が , 一 部 の も の に つい て は 腹膜 筋 層 と 
皮膚 と の 2 層 終 合 を し た も の も あつ た 。 手術 創 は マー キ 
ョ 程度 に て 特に な 消 行わ な か つた が , 腹壁 
縫合 の 化 臓 は 見 られ ず , 手術 創 は 殆ど の 例 た に 於 て 一 期 
税 合 し , 直接 手術 死 と 思わ れる も の は な か つた 。 和 死後 庵 
検 時 腸管 腹膜 の 可 成 り 速 や か で , 度 の も 
の が 民 * あつ た 。 既 輝 し た 如く 手術 後 は 肛門 閉鎖 の 場合 
より 動物 は 元気 で あつ た 。 術 後 の 運 動 , 其 の 他 の 動作 も 
前 記 実 験 の 時 より も 活 潤 で , 食 歓 の 棲 え も 特に 閉 明 の も 
の は な か つた 。 対照 と し て は 培養 液 の 最上 部 の アメ ー バ 
の 存在 しない 液 ( 共 接 細菌 含有 ) の 1.5 cc を 注入 し て 接 
種 後 は 区 別 し た 。 
実験 成績 


肛門 ょ り 注 入 し た 場合 : 接種 日 の 死亡 , 又は 原因 不 . 


明 の 死亡 は 除外 し た 。 第 1 表 に 示 し た 様 に 翠 日 より 少数 
例 の 死亡 が 見 られ た が , 第 3 日 より 第 7 日 の 聞 に 於 いて 
死亡 する も の が 大 多数 で あつ た 。 殊 に 第 3, 4 日 目 の 死 
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亡 が 多 か つ た 。 対照 (C) 20 頭 は ょ く 生 存 し て 66 日 目 と 
8 日 目 に 必殺 誠 検 を 行 つ た 。 第 2 表 に は 病変 の 程度 と , 
アメ ー メ x バ の 検出 , 下痢 の 状態 を 示し た 。 即 ち S 株 (広瀬 
株 に て は , 実験 頭数 22 頭 中 軽度 の 病変 (†) の あぁ つた を も 
の 10 頭 (45.4 22) で あぁ あり, その 中 1 頭 は 2 日 目 た , 7 頭 
は 3 日 目 た に , 他 の 2 頭 は 4 日 月 に 夫々 死亡 し た 。 中 等 度 
() 並 に 高度 ( 志 ) の 病変 を 呈す る も の は な か つた 。 病変 
の あつ た 10 例 中 に 於 いて , 第 3 日 目 た に 死亡 し た 7 頭 中 

3 頭 に 下痢 ,- 並 に 腸 内 容 に アテ アメーバ を 認め た 。 病 変 ( 士 ) 
の 3 頭 は 2 日 月 た 1 頭 , 6 日 目 た に 2 事 死 亡 し て いる 。 共 
に 下痢 並 に アメ ー バ は 証明 され な か つた 。 病変 (一 ) の 9 
頭 は , 2 日 目 に 1 頭 , 3 日 目 に 6 豆 , 4 日 上 月 た 2 環 , 夫 
死亡 し , 下痢 アメ ー ベ は 検出 され な か つた 。 Sw 株 ( 広 
瀬 株 に C7. welchii を 随伴 せしめ た も の ) に て は 実験 26 
14 (53.8 22) に 病変 を 見 た 。 即ち , 軽度 , 
1 頭 に 中 等 度 , 1 頭 に 高度 の 病変 が あつ た 。 軽度 病変 ( 十 ) 
7 中 1 頭 は 死亡 し , 2 は 2 日 目 た に , 3 4 日 
目 た に, 残り の 1 頭 は 5 日 目 た 天 々 死亡 し た 。 4 日 目 に 死 
記し た 3 頭 中 1 下痢 認め た が アメ ー バ は 検出 され 
な か つた 。 中 等 度 病変 ( 寸 ) 6 頭 中 1 頭 は 2 日 目 た 死亡 
し , 下痢 並 に アメ ー バ を 証明 し , 3 下 は 4 日 目 た に 死亡 し , 
3 頭 共 に 下痢 を 認め た が , 腸 内 容 か ら ア メー ベ は 検出 さ 
れ な か つた 。 残り の 2 頭 は 5 日 目 , 6 日 目 , に 死亡 し 共 
に 下痢 , アメ ー バ は 見 られ な か つた 。 高度 の 病変 ( 掛 ) 1 
頭 は 第 4 日 目 た に 死亡 し て いる 。 こ れ に は 著 明 な 下痢 が 見 
られ た が , アメ ー バ は 検出 され な か つた 。 病変 ( 士 ) の 4 
頭 中 2 頭 は 翠 日 た , 1 頭 は 2 日 目 た , 他 の 1 頭 は 5 日 目 
に 夫々 死亡 し て いる 。 下痢 及び アメ ー バ は 共に 認め られ 
な か つた 。 病変 (一 ) の 8 頭 中 3 楼 は 3 日 目 に , 3 頭 は 4 
日 目 に , 残り の 2 頭 は 5 日 上 月 に 夫々 死亡 し て いて 下痢 , 
アテ アメーバ は 何れ に も 認め られ な か つた 。 

Yw 株 (吉村 株 に CZ. welch 加 i を 伴っ つた も の ) に て は 
実験 9 頭 中 9 頭 (100 2) に 病変 が あり , その 中 6 頭 に 軽 
度 , 2 頭 に 中 等 度 , 1 頭 に 高度 の 病変 が あぁ つた 。 度 の 
病変 () 6 頭 中 2 頭 は 2 日 目 た に , 1 頭 は 3 日 目 た に , 他 の 
3 頭 は 7 日 目 に 夫々 死亡 し た 。 全 例 た に アメ ぇ メー べ 並 に 下痢 
を 証明 出来 な か つた 。 中 等 度 病 変 ( 村 ) 2 頭 中 1 頭 は 3 日 
目 に 死亡 し , 下痢 を 伴 つ て いた 。 他 の 1 頭 は 4 日 目 に 死 
記し て これ に は 下痢 並 に アメ ー メ バ を 証明 し た 。 高度 の 病 
変 1 頭 は 3 日 目 た 死亡 し て いる 。 こ れ に は 下痢 並 に アメ 
ー を 認め た 。 対照 20 頭 中 1 頭 に (0.5 に の 
病変 を 証明 し , は 第 3 日 目 た 死亡 し て いる 。 下痢 , ア 
メー バ は 認め な か つた 。 他 の 19 頭 は 6 日 目 と 8 日 目 に 
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必殺 し た が 誠 検 の 結果 病変 を 認め ず , 且 全 例 た に 下痢 並 に 
アメーバ は 認め られ な か つた 。 

以上 を 要約 する と アメ ー バ を 検出 出来 た も の は , S 株 
に 於 て は 3 日 目 に 死亡 し た 3 例 , Sw 株 に 於 て は 2 日 目 
死亡 の 1 例 , Yw 株 に 於 て は 3 日 目 , 4 日 目 た に 死亡 し た 
2 例 で あつ た 。 下痢 を 証明 し 得 た も の は S 株 に 於 て は , 

3 日 目 に 死亡 し た 3 例 , Sw 株 に 於 て は 2 日 目 に 死亡 し 
た 1 例 と 4 日 目 に 死亡 し た 5 例 , Yw 株 に 於 て は 3 日 目 
死亡 の 2 例 , 4 日 目 死 亡 の 1 例 で あつ た 。 対照 和 群 に つい 
て は 全 例 に 下痢 , 並 に アメ ー ベ を 証明 し な か つた 。 
盲腸 内 接種 の 場合 : 当日 , 禄 日 の 死亡 例 は な か つた 。 
第 3 表 の 如く 接種 後 , 第 2 日 目 に 死亡 は 急激 に 増加 し て 
いる 。 2 日 月 より 4 日 月 に 大 部 分 の 死亡 を 見 た 。 対照 知 
は 2 日 6 日 に 10 頭 死 記し, 他 は よく 生存 し た 。 8 日 目 
に 残り 11 を 属 殺 検 し た 。 

病変 の 程度 か ら 見 る と , (第 4 表 ), S 株 に 於 て , 15 頭 
中 10 頭 (66.6 祈 ) に 病変 を 見 た 。 内 病変 の 軽度 の も の 5 
頭 , 中 等 度 の も の 5 頭 で あ つた 。 和 軽度 病変 5 頭 中 4 頭 は 
2 日 目 に 他 の 1 頭 は 3 日 月 に 夫々 死亡 し て いる 。 下痢 , 
アメーバ は 5 頭 共 認 め ら れ な か つた 。 中 等 度 病 変 ( 征 ) 5 
頭 中 3 頭 は 2 日 目 に 死亡 し , 内 1 頭 に 軽度 の 下痢 と アメ 
ー ベ バ を 証明 し た 。 他 の 2 頭 は 3 日 目 た 死亡 し て いる 。 下 
痢 , アメ ー バ は 共に 認め られ な か つた 。 病変 高度 ( 堪 ) の 
も の は 見 られ な か つた 。 病変 ( 士 ) の 4 頭 は 全て 2 日 目 に 
死亡 し て いる 。 下痢 , アメ ー ベ バ は 共に 見 られ な か つた 。 
病変 (一 ) の も の の 1 頭 は 4 日 月 に 原因 不明 で 死亡 し て い 
る 。Sw 株 に 於 て は 16 10 (62.5 に 病変 が 見 ら 
れ た 。 他 の 6 頭 は 病変 ( 士 ) で あぁ つた 。 病変 軽度 (†) の も 
の は 4 頭 あ り , 内 1 頭 は 2 日 目 に 死亡 し , アメ ー バ を 族 
上 明 し た 。 る 2 頭 は 3 日 目 に 死亡 し , その 2 頭 中 1 頭 に 下痢 
と アメーバ を 証明 し た 。 他 の 1 4 日 目 に 死亡 し て い 
る 。 ア メー メ バ ベ は 変性 し て いる と 思わ れ 存 在 は 不明 で あつ 


た 。 病変 中 等 度 の も の ( 持 ) は 4 頭 あ り , その 内 の 1 頭 は : 


2 日 目 た に 死亡 し , アメ ー ベ を 証明 し た 。 2 頭 は 3 日 目 に 
死亡 し 2 頭 共 アメ ー ベ と 下痢 が 見 られ た 。 他 の 1 頭 は 6 
日 目 に 死亡 し て アメ ー バ は 変性 し た も の と 思わ れ 存 在 を 
断定 する 事 は 出来 な か つた 。 病 変 高 度 の も の は ( 寺 ) 2 頭 
ぁ つ た 。 共 に 6 日 目 に 死亡 し て いる 。 下痢 , アメ ー ベ は 
見 られ な か つた 。 病変 ( 士 ) の も の 6 頭 あ り 1 頭 は 2 日 
目 に , 3 頭 は 3 日 目 に , 2 頭 は 4 日 目 た に, 叉 残り の 1 頭 
は 6 日 目 た に 死亡 し て いる 。 3 日 目 た 死亡 し た 3 頭 中 1 頭 
に アメ ー を 証 明 し た 。 対照 21 頭 中 2 日 目 に 4 頭 , 3 
日 目 た に 2 頭 , 6 日 月 た に 4 頭 夫 々 死亡 し た 。 他 の 11 頭 は 
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8 日 目 に 属 殺し た 。 対照 群 は 全 例 に 下痢 と アメ ー バ は 度 
め ら れ な か つた 。 

以上 を 要約 する と アメ ー メ ババ を 証明 し た も の は S 株 に 於 
て は 2 日 目 に 死亡 の 1 豆 , Sw 株 に 於 て は 2 日 目 死亡 の 
2 頭 , 3 日 月 死亡 の 4 頭 で ち ぁ ちり, 下痢 を 証明 し た も の は 
S 株 に 於 て は 3 日 目 死 亡 の 1 頭 , Sw 株 に 於 て は 3 日 証 
に 死亡 の 3 頭 で あ つた 。 対照 群 に 於 て は 全 例 に 下痢 も アテ 
メー も 明 され な か つた 。 


1 表 直腸 内 注入 後 死亡 迄 の 日 数 


5 


4 
4 


即ち 第 2, 第 4 表 に ょ つて 病変 の 程度 を 観 祭 す る と , 
直腸 内 注入 の 場合 , Sw 株 で は 腸 内 変化 を 呈し て いる 14 
例 中 7 例 に 強度 の 病変 を 示し て いる が , S 株 の 場合 は 10: 
例 中 強度 の 病変 を 示し て いる も の は 無 か つ た 。Yw 株 の 

合 に は 9 例 中 3 例 た 強度 の 病変 を 示 し た 。 謀 腸 内 接種 
の 場合 に 於 て は 路 * 同様 に , Sw 株 に て は 10 例 中 6 例 に 
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株 数 1 2 3 4 5 6 7 
2 表 直腸 内 注入 感染 

Sw 8 4 7 5 1 
3 表 盲腸 内 注入 後 死亡 日 数 
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4 表 盲腸 内 注入 感 
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病変 が 強く , S 株 の み の 場 合 は 10 例 中 5 例 た 強度 の 病 
変 を 示し て いる 。 次 に アメ ー バ の 検出 は 病変 の ある に も 
不 拘 少 数 例 た 過ぎ な か つた 。 し か も 検出 され た アメ ー バ 
は 殆 ん ど 変 性 に 傾い て いる 。 こ れ は 死後 に 於 て 誠 検 し た 
た め ア メー バ の 速やか な 変性 に より 検出 が 困難 で あぁ つた 
も の と 思わ れる 。 

本 実験 の 後に 行 つ た モル モッ ト 感 染 実 験 に 於 て は 笑 く 
必殺 誠 検 し た の で ある が , これ で は 病変 の 存 し て いる 腸 
管内 に は 100 活 増殖 し て いる アメ ー を 検出 し 
た 。 恋 本 実験 に 於 て は 直腸 内 接種 で も 盲 腸 内 接種 で も 下 
痢 を 起 し て いる 例 は 少数 で ある 。 下痢 は 肛門 部 只 近 の 汚 
菜 し て いる 程度 の も の を 挙げ た 。 腸 内 に 病変 が あぁ つて も 
必ず し も 下痢 症状 を 示 し て いな い 様 で ある 。 

考 接 

現在 た 至る まで , そ モル そ モット , 家 白 猫 等 に つ 
いて 赤痢 ー の を も つて の 感 実 験 が 報 
人 告 さ れ て いる 。 布 し て 感染 に 関し て は 本 実験 た に 於 ける 随 
伴 細 菌 の 作用 以外 に 既 輝 の 如き 株 に ょ る 病原 性 , 動物 の 
種類 こと よる 感受 性 , 実験 実施 の 季節 的 関係 等 が 相互 に 関 
障 作 用 を し て いる も の と 考え られ る 。 株 に ょ る 病原 性 に 
つい て は 古く か ら 論 じ ら れ て いる 如く , 例え ば アメ ー メ バ 
に 非 病原 性 の 株 は 存在 し な いた にし て も その 病原 性 た 強 叶 
の ある 事 は 一 般 に 認め られ て 居り 最近 岡本 は 白 肖 の 感染 
実験 た に 於 て も 感染 並 に 潰瘍 の 形成 た 可 成 り の 差 が ある と 
報じ て いる 。 士 し 私 の 本 実験 た 於 て は cyst より 得 た 吉 
村 株 (Y 株 ) と , アメ ー 赤痢 患者 の 血便 より 得 て 10 代 
継 代 培 養 を 行 つ た 広瀬 株 (S 株 ) と の 両者 に 於 いて 感染 状 
態 に 特に 差異 は 認め られ な か つた 。 これ は 後者 が 10 代 
継 代 培 養 を 既に 重ね て 居り , 上 且 此 株 の 提供 者 は 比較 的 軽 
症 患 者 で あり , アメ ー バ の 病原 性 も 前 者 に 比 し て 必ず し 
も 強く な いと いう 事 が 概 像 され る 。 次 に 気 源 の 関係 も 問 
題 た に な り 既 に 和敬 内 (1950) た に ょ っ て 報告 され て ある 様 に 白 
験 た 於 いて 夏季 が 季 より 容易 た 感染 する と つて 
いる 。 特に モル モッ ト に 於 て は 白 り も 対す る 
抵抗 が 弱く 僅か な 不 注 意 に た にょ つて る 自然 死 を お こし 名 い 
の で 私 は 特に 4, 5, 6, 10, 11 月 を 江 ん で 実験 を 行っ 
た 。 自然 死 の 状況 か ら 見 て , 同一 飼 育 条件 に 於 いて 体重 
の 少 い 幼 弱 モル モッ ト の 方 が 体重 の 多い も の より 抜 抗 が 
弱い と は 也 じ られ な い 。 赤 食 物 と の 関係 で ある が , B6e 
(1939) は 白 含水 炭素 の 多い 食 人 を 与 を て お く と 赤 
痢 アメ ー バ に 感染 し 易く な る と 云 つ て いる 。 

私 は 本 実験 に た 於 て は フス マ , 人 参 , 青 曹 を 主として , 
水分 の 多い 野菜 は 出来 る だ け 避 けた 。 そ モル モッ ト は 水分 
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の 多い 野菜 食 に て は 容易 に 下痢 を 起 し て 死亡 する 様 で あ 
る 。 過 食 は 動物 に 悪影響 が あり 食 量 は 毎日 一 
定 に し た 。 次 に 感染 実験 と し て は Jones (1946) は モル 
モッ ト の 謀 腸 部 に 接種 する 方 法 で 幼 弱 の も の に 感染 させ 
る 事 が 出来 た と 報じ て いる 。 

Carrera 及び Faust (1949) は モル モッ ト を 開腹 し て 
直接 に を 腸 部 に 接種 し て 34 例 中 31 例 た 感染 せ 
し め 得 た と 蓋 つ て いる 。 又 他 の 多く の 人 に ょ よ ょ つて 種々 な 
動物 を 用 いて 謀 腸 部 , 直腸 部 に 接種 実験 を 行 つ て いる が , 
感染 し て いる も の , 感染 し な いも の 等 基 の 感染 率 は 極め 
て 区 々 た る 成績 を 示し て いる 。 動物 実験 に 多く の 外 的 条 
件 が 影響 し て , この 様 な 結果 を 示し て いる と 想像 され る 。 
又 石 井 (1950) は 白骨 を 用 いて 最近 の 実験 た に 於 て , 肛門 ょ 
り 楽 養 型 を 注入 し て 肛門 を 閉鎖 し た も の 50 便 中 21 例 に 
感染 し , その 中 の 9 例 た に は 潰 場 が 生じ た と 報告 し て い 
る 。Chang (1948) は 肛門 を 閉鎖 する か 或 は Cl. wel- 
ch の を アメ ー と 同時 に 注入 する 事 に こと ょ つて 感染 
が 容易 に なる こと を 認め , これ は 腸 内 容 の 酸化 還 元 電位 
が 右 の 操作 に ょ つて 閉 し く 低下 する た め と 説明 し て い 
る 。 岡 本 (1951) は 最近 白 湖 を 用 いて C7. welchii を 同時 
こと 注 入 し た も の と , し な いも の に 於 て 感染 状態 に 差異 を 
生じ な いと 有蓋 つて いる 。 併 し 私 の 実験 た に 於 て は 感染 率 に 
於 て 大 な る 差 は 認め られ な い が 感 擬 の 程度 (病変 の 程度 ) 
こつ いて は CZ. elchii を 障 伴 せしめ た 方 が 病害 作用 は 
様 で ある 。 

1) 吉村 株 ・ 広 瀬 株 を 使用 し て 先 づ Cl. welchiz を 24 
時 間 乃 至 48 時 間 培 養 後 , 上 記 2 株 に 各々 随伴 を し め て , 
その 堪 養 液 の 一 定量 を モル モッ ト の 直腸 内 , 盲腸 内 に 拓 
種 を し た 。 

2) 容 , 直腸 内 容 組織 内 に アテ アメーバ の 見 
され た も の は 勿 諭 , アメ ー バ は 見 出さ れ な か つた が 潰瘍 
の 形成 され た も の を を ゃ 感染 と 見 仔 せ ば , 直腸 内 注入 に 於 
て , 広瀬 株 に CZ. welchii を 随伴 させ た 場合 53.8 22, 
広瀬 株 の み の 場合 は 45.4 又吉 株 と C1. welchii 
を 用 いた 場合 は 100 祈 に 感染 が 見 られ た 。 

3) 謀 腸 内 注入 の 場合 は , 広瀬 株 に CZ. welchi を 随 
伴 さ せ た も の で は 62.5 2 に, 広瀬 株 の み の 場 合 は 66.6 
2 に それ ぞ れ 感染 が 見 られ た 。 

4) CZ. welch を 伴 つ た アメ メー ぶ 栄養 型 と それ を 
わな い ア メー ぶ 栄 養 型 を 使用 し た 場合 感染 の 百分率 に 於 
て は 大 な る 差異 は 認め られ な か つた が , CZ. welch 加 i を 伴 


つた 方 が 全般 に 稽 * 強い 病変 を 示 し た 。 
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5) 対照 群 36 頭 に は 謀 腸 部 , 直腸 部 共に 認め 得 べ き 腸 


内 変化 は な か つた 。 


6) 死後 誕 検 が 多 か つ た た めか アメ ー バ が 検出 され た 


の は 比較 的 少数 例 で あつ た 。 


7) cyst の 形成 は 見 られ ず , 一 部 の 例 に 下痢 と 大 部 


分 の も の に 体重 の 減少 が 証明 され た 。 但 し 被 胞 前 期 の も 


の は 可 成 り 見 られ た 。 
8) 死亡 は 接種 後 3~9 日 に 於 いて 多く 見 られ た 。 


稿 を 終る に 臨み 松林 教授 の 御 指導 並び に の 
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和牛 の 症 ( ワ ヒ ) の 病原 虫 と し て の Onchocerca 
gutturosa Neumann, 1910 と 馬 の 皮 症 ( 夏 ) 


の 病原 虫 と し て の Onchocerca cervicalis Railliet 
et Henry, 1910 に 関す る 研究 


孝 林 


I. 言 
和牛 の ウツ ヒ 又 は ュ セ は , 本 邦 の 西南 部 , 中 国 , 九州 地方 
に 多く , 馬 の 夏 稀 又 は シッ ヶ は 東北 部 , 青森 や 北海 道 に 
多発 する が , その 病状 は 互 に よく 上 似 し て いる 。 い ずれ 
も 晩 春 に 発 十 し 多 期 に 軽快 する 一 種 の 皮膚 病 で ある が , 
好 ん で 顔面 , , 胸 前 , 部 等 に 発生 し , 感 を 伴 
ぅ 5 大豆 大 程 の 小結 節 に 始ま り , 被 毛 の 脱落 , 出血 , 結 疾 
等 を 経て , 慢性 期 た 移行 する と 皮膚 の 肥厚 を 来 し て 象 皮 
病 様 の 症状 を 呈す る の が 特徴 で ある 。 その 原因 に つい 
て は , 小国 (1928) が 牛 の も 病 に 関し て , 初め て 
中 に ミク ロフ イラ リア (以下 mf と 路 ) を 見 出し , 皮膚 
共 状 虫 定 の 一 種 で ある こと を 確 め た 。 そ の 後 永く , 本 病 
の 病原 虫 は Setaria と 考え られ て いた が , 近年 新 美 , 河 
野 (1953) は Setaria 属 の も の で な いこ と を 朋 ら か に し 
た 。 還 の 夏 約 に つい て も を, 近藤 , 上 島 (1928) , 小国 (1936) 
等 に より 虫 と の 関 考え られ , 久 池 井 , 和田 (1942) 
は 患 馬 の 皮膚 中 に mf を 見 出し , 和牛 の と 同様 皮膚 糸状 虫 
症 の 一種 な る こと を 推定 し た 。 夏 比 に つい て を も 久しく 
Setaria が 考え られ て いた が , 近年 市 岡 (1951), 佐々 
木 , 宮田 (1951), 谷口 (1953) 等 は Setaria と 無関係 な 
る こと を 主張 し た 。 これ ら の 病原 と 見 られ る mf の 種 
名 は , 最近 筆者 等 (1953 a, 1953 b, 1953 c, 1953 d) に 
よ つ て , よう や く 決 定 さ れ た 。 即 ち 糸 状 虫 成虫 の 検索 に 
勢力 し , その 子宮 より 得 た mf と 皮膚 より 見 抽 さ れる 
Koji Sato, Shigeo Hayashi, and Hiroshi Tanaka :: 
Studies on the causative parasites of skin micro- 
filariasis of cattle (Wahi disease), Onchocerca 
gutturosa Neumann, 1910, and of equines (Kasen 
disease), Onchocerca cervicalis Railliet et Henry, 


1910, (Department of Parasitology, the Institute 
for Infectious Diseases, University of Tokyo.) 


生 


(東京 大 学 研 究 所 寄生 研究 部 部 長 長谷 川 ) 
指導 佐々 学 助教 授 


田 中 寛 


mf の 比較 に ょ つて , 親和 糸状 虫 を 確認 する 方 法 に より , 邊 
の 病 の 病原 は , 本 邦 未 Onchocerca gutturosa 
:Neumann, 1910 で あり , の 夏 それ は , Ozncho- 
cerca cervicalis Railliet et Henry, 1910 で ある こと を 
知 つ た 。 こ く ょ に は 我々 が 採集 し た 両 糸 状 虫 の 成虫 及び 
mf た について, 考察 の 基礎 と な つた 形態 的 特徴 を 刀 べ , 
また ワ ヒ と 病 た に つい て いさ さか 調査 し 得 た 成績 を 記す 。 
I. 材料 及び 方 法 

ヒ 病 に ついては, 本 病 の 浸 と し て 知ら れる 鳥取 
県 た , 昭和 28 年 2 月 6 日 より 同 3 月 6 日 の 1 ヵ月 間 , 
同年 6 月 13 日 より 23 日 まで の 10 日間, 同年 9 月 5 日 
より 10 月 13 日 迄 の 1 ヵ月 余り と 3 回 に 豆 つ て 赴き , 米 
子 保健 所 の 厚意 に ょ り 米 子 市 営 必 玄 場 で 調査 を 行 つ た 。 
悦 牛 の 全身 た つい て 可能 な 限り 糸状 虫 成虫 の 検索 に 努め 
た が , 旭 主 の 都合 に こと より 隈 な く 調 べ る こと は 困難 で あぁ つ 
た 。 雄 66 頭 , 雌 41 頭 合計 107 頭 (1 頭 の 乳牛 を 除き 総 
べ て 改良 和牛 ) の 調査 で , 最終 回 の 10 月 初旬 , 精 志 な 
検索 を 許さ れ た 4 頭 の 類 製 帯 周 囲 組織 内 か ら , 多数 の 糸 
状 の の 断片 と 2 の 完全 な 虫 を 得 た 。 各 和牛 か 
ら は 夫々 , 頸 部 , 胸 前 等 か ら 約 2 畑 平 方 の 皮膚 片 を 切り 
取り , 細 功 し て 30°C の 生理 食塩 水中 で mf の 誘 出 検査 
を 行 つ た 。 倖 お 皮膚 mf は 一 部 鹿児島 で 新 美 教授 の 得 
られ た も の の 供与 を 受け 比較 し た 。 

夏 的 に つい て は , 昭和 28 年 7 月 青森 県 七戸 の 家 者 衛 
生 試 験 場 東 北 支場 の 厚意 で , 患 馬 の 皮膚 より mf の 検 
索 を 行い , 又 7 月 19 日 同 場 の 夏 閣 馬 2 頭 (青森 県 産 11 
歳 及び 6 歳 ) の 解剖 に 当り 全身 に 糸状 虫 を 探索 し , 共に 
帯 の 内 に 多数 の 状 虫 成虫 を 見 出し た 。 この 2 
の 頸 部 皮膚 より 食塩 水 誘 出 法 で 無数 の mf を 得 た 。 
は 何れ も フォルマ リ ン 定 で 保存 し , ラク タク ト フ 
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第 1 表 


ワ 病 mf の 保有 


生 学 雑誌 ・ 第 2 ・ 3・4 


6 月 


910 月 


8 


1 
2/3 0/3 
3 2/6 1/1 
4 1/2 
5 1/2 
6 1/1 
7 0/1 
8 
9 0/1 
10 0/1 0/4 0/1 
11 0/1 
12 0/1 0/5 
13 
14 
16 
18 
6/15 


4/5- 
(40%) (02%) (202%) (502) 


0/4 2/10 2/10 20.0 
0/12 2/19 2/19 10.5 
0/11 0/2 1/13 0/2 
4/10 5/12 5/12 41.6 
0/4 1/2 1/6 16.6 
0/3 0/1 0/4 0/1 0/5 0 
0/4 1/5 1/5 20.0 

0/2 0/3 0/3 0 

0/1 0/5 0/2 0/12 0 
0/3 0/4 0/4 0 

0/1 0/4 0/2 0/9 0/11 0 
0/2 0/2 0/2 0 

0/1 0/1 0/1 0 

0/1 0/1 0/1 0 

0/1 0/1 0o/1 0 

“4 10/66 2/41 


6/27 (22.22) 2/7 (28.62) 


5/73 (6.822) 


分 母 は 検査 千 数 


第 2 表 和 と mf (皮膚 ) の 検出 率 


皮膚 の mf 

計 

無 5 (20.82¢ 19 24 

1 (14.32% 

中 0 

重 0 3 

計 6 29 35 


ノー ル で に し て 形態 の 計測 を 行い , mf は 小 
林 氏 変 法 ギ ぇ ザ 染 色 を 施し て 計測 , 核 構造 の 精査 を 行 つ 
た 。 
III. 和牛 の ワ ヒ 病 調 査 成績 

1. mf の 皮膚 上 に お ける 分 布 を 知る 為 , 患 牛 2 頭 に 
つい て , 腹面 正中 線上 に つて , 下 , , 胸 胸 
部 , 腹部 , の 各部 皮膚 を 調べ , 1 は 部 に , 他 の 
1 豆 は 胸部 に mf を 見 出し , 叉 他 の 1 頭 に つい て は , 顔 
面 , 頭 部 , 頸 部 の 他 腹 面 の 正中 線 た に 沿っ つて 尾根 部 まで の 
間 約 10 ヵ所 と 四 脚 の 各 処 で 皮膚 を 夫々 2cm* 切 取 り , 
細 し て 30°C の 生理 食塩 水 1cc 中 た 2 時 間 , 
沈 し て 底部 ょ より 約 0.1cc を 取 つ て 鏡 検 し た と ころ 季 肪 


部 ょ より 1 , 勝部 より 2 , 陰 の 辺 の 皮膚 より 1 で 


分 子 は mf 保有 和牛 数 


( 24 ) 


勝部 に 最も 多数 で ぁ つ た 。 し か し 便宜 上 以下 の 調査 は , 
より の 皮膚 2cm* か ら の 出 検 査 と にょ よ つ た 。 

2. mf の 保有 状況 は , 3 回 調査 の 合計 107 頭 中 12 頭 
11.2 2 に 陽性 で あつ た 。 調査 生 は 乳牛 1 頭 を 除き 全部 履 
良和 和牛 で あつ た 。 この 乳牛 の 皮膚 か ら の mf は 陰性 で 
あつ た 。 調査 し た 範囲 で は 山間 地 の 日 野 郡 の 産 が 検査 生 
16 5 ち 4 頭 25.0 陽性 で 一 番 高 で あつ た 。 次 
は 出雲 今 市 の せり 市 に 出 た 和牛 39 頭 の 5 うち 6 頭 15.4 2 で 
あぁ つた 。 (第 1 表 ) 

3. 年 齢 別に する と , 第 1 表 に 示す 如く , mf の 陽性 
例 は 8 歳 以 下 の も の で あり , 5 歳 の 41.6 が 最高 で ぁ あつ 
た 。9 歳 以 上 の 老 和 牛 か ら は 検出 出来 な か つた 。 

4. 性 別 で は 雄 に お ける 15.2 2 (66 頭 中 10 頭 ) に 比 
し , 雌 は 4.9 22 (41 頭 中 2 頭 ) で 和 疾 か に 雄 の 方 が 高 率 で 
ぁ あつ た 。 し か し 検査 の 対象 が 属 殺 和牛 で ぁ つ た 関係 か ら , 
雄 は 8 歳 以 下 の も の が 大 部 分 で , 雌 は 9 歳 以 上 の 老 牛 が 
多 か つ た 点 は 考慮 を 要する 。 即 ち 8 歳 以 下 で 比較 すれ ば 
15.6 20 (*/1o) で 統計 的 に の は 
認め らち られ な い 。 

5. 季 節 的 に は , 第 1 表 に 示す 如く , 3 回 の 調査 で 2 
月 は 22.2 22, 6 月 28.6 910 月 6.8 示し , 秋 
に 低く な つて いる が , 未だ 例 数 が 少く 早急 な 決 論 は 得 ら 
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第 3 表 成虫 の 見 出さ れ た 和牛 と 病 


年 齢 


数 


第 3 一 第 4 胸 


No.1 25/IX 10 改良 和 種 人 両側 に で 結節 が の 少数 無 無 
大 根 島 認め ちら れる る 軽快 周囲 引 


才 に た よる と 結節 が 
No. 3X 9 12 改良 和 種 に 多数 発症 現 少数 無 無 


在 は 認め ちら れず 
No.3 6/X 9 16 改良 和 種 島根 岐 国 より ヶ 多数 多数 無 
No.4 8/X 8 ホル スタ 郡 下方 に ハゲ た 部 分 あ 多数 無 
イン 


第 4 表 Onchocerca gutturosa の 計測 値 


頭 端 一 輸 頭 端 一 排 頭 端 一 陰 門 食 道 肛門 一 尾 
1 213.15 256.65 428.75 
2 184.47 201.63 385.0 
3 193.05 
4 214.5 407.51 
5 248.82 291.72 647.5 1365.0 
6 257.4 300.3 700.0 1925.0 
7 235.95 265.98 647.5 
8 265.95 
均 225.72 263.26 536.04 1640.0 229.5 


体 頭 端 一 輪 頭 端 一 排 小 刺 大 刺 
| 3.6 cm 256.65 283.14 89.5 233.6 
2 3.0 cm 214.5 240.24 91.5 259.0 
3.3 cm 235.575 261.69 90.5 246.3 


cm 以外 は 総 て 


れ な つた 

6. 症状 と mf の 検出 率 。 

結節 及び 同 処 の 多少 の 流血 を 見 る だ け の も の を 初期 , 
脱毛 , を 量 す る も の を 中 期 , 人 象 皮 病 様 に 皮膚 肥厚 し た も 
の を 末期 と し て , 2 月 と 6 月 に 調査 し た 35 頭 の 牛 に つっ 
いて 皮膚 mf の 検出 と 病気 の 関係 を 調べ た 所 , 無 症状 の 
24 頭 中 5 頭 20.8 が 最高 で , 初期 症状 を 呈す る も の 7 
頭 中 1 頭 14.3 区 が これ に 次 ぎ , 中 期 , 末期 の も の か ら 


は mf は 見 出さ な か つた 。 症状 が 慢性 に 移行 する に つ - 


れ , mf の 検出 が 困難 な る 事 が 認め られ る 。 

7. 成虫 の 検出 は , 僅か 4 頭 に 夫々 第 3 乃至 第 4 胸椎 
の 部 に 伸び た 吾 投 帯 の 周囲 組織 か ら 多 数 の 虫 体 を 見 出し 
た が , 検査 部 位 の 困難 な こと と 当時 我々 の 目 が 完 分 慣れ 
て 居 な か つた 為 に この 成績 か ら 検 出 率 を 蓋 * す る こと は 


(25 ) 


出来 な い 。 実 際 に は は る か に 寄生 率 の 高い こと と 思わ れ 
る 。 人 和信 4 頭 の うち 3 頭 が 改良 和 種 で 後 の 1 頭 は 従来 知ら 
れ な か つた 乳牛 (ホル スタ イオ イン) より 見 出さ れ た 。 
IV. 虫 成虫 の 形態 

1. 和牛 の 周 囲 組織 ょ り 得 た は , 雄 が 体長 
3.0~3.6 cm, は 極め て 長く 組織 中 に 回 絡 す る 
断片 の み し か 得 ら れ な か つた が , し か し 頭 敵 より 約 40 
cm 郊 取 れ 未 だ 虫 体 が 残 つ て る 所 を 見 る と 40 cm 以上 
あぁ ある 事 は 事実 で ある 。 体 表 た に 細かい 条 線 を 有 し , 特に 雌 
虫 で は , その 他 に 著 明 な ジグ ダ ザ タダ 状 の 表皮 の 肥厚 線 輸 
が , 条 線 3~4 本 毎 に 体 を と り ま いて いる 。 又 雄 虫 は 尾部 
に 大 小 , 1 対 の 交接 を 有 し , 小 交 の 先端 は 膨 了 
示す 。 以 上 の 諸点 は これ が genus Onchocerca Diesing 


1841 た に 属す る こと を 未 し て いる 。 その 特徴 ある 計測 値 
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1 ょ 
数 
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a. Onchocerca cervicalis の 確 成虫 尾 端 側 面 


c. O. gutturosa 端 の 側面 図 
e. cervicalis 端 腹面 図 


は 第 4 表 に 掲げ た が , 更に 吾 部 に だ お いて , 神経 輪 の ある 
部 に 一 致し て 体 が 膨 際 し て いる こと は 本 種 の 大 き な 特 徴 
で あぁ あり, 又 雄 貝 尾部 の 乳頭 は 特色 ある 排列 を 示し , 肛門 
の 両側 た 4 対 , 肛門 後に 4 対 存 在 す る 事 , 又 寄 生 部 位 等 
より 本 邦 未 Onchocerca gutturosa Neumann, 
1910 で ある こと を 同定 し た 。 上 記 の 特徴 は H. Sand.- 
ground (1934) 及び J. S. Stewart (1937) の 記載 と も 
一 致す る 。 この 本 記 . gutturosa の 和 名 を 
虫 と 名 付け る 。 

2. の ょ り 得 た 虫 は , 何れ も 断片 
の み で あつ た が , 体 素 の 線 輸 , 変 接 系 等 は 前 種 同様 , 


d. QO. cervicalis 虫 体側 面 図 


genus Onchocerca の 特徴 を 表わし て いる 。 そ の 計測 値 
を 第 5 表 と し て 掲げ た が , 特に 雄 虫 尾部 の 乳頭 は 特色 あ 
る 排列 を 示し , 肛門 前 に 2 対 , 肛門 両側 に 4 対 , 肛門 後 
に 2 対 存 在 す る 事 , 又 寄生 部 位 等 に より これ ら は Rai- 
lliet et Henry 1910 の 原 閉 の C. R. Soc. Biol. Paris. 
68 及び 板垣 らち 中央 水 医 学 雑誌 昭和 5 年 の 記載 と 一 致し 
本 種 は Onchocerca cervicalis Railliet et Henry, 1910 
( 糸状 虫 ) で ある こと を 確 め た 。 

以上 の 二 種 は , 宿主 を 羅 に する ば か り で な く , その 計 
測 値 が 肛門 ょ り 尾 敵 ま で の 長 さ が 同等 の 他 は 何れ も 0O. 
cervicalis の 方 が 大 きく , 特に 陰 門 の 位置 , 食道 の 長 さ , 
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第 5 表 Onchocerca cervicalis の 計測 値 


雌 頭 端 一 租 経 輪 頭 端 一 排 港口 頭 端 一 陰 門 前 食道 後 食道 肛門 一 尾 端 
1 300.154 735.04 
2 315.0 735.0 630.0 1680.0 
2310.0 
3 262.5 682.5 
4 682.5 2642.5 
2835.0 
256.65 595.0 
6 265.35 313.2 682.5 2520.0 
7 265.35 308.85 647.5 2292.5 
8 282.75 367.5 717.5 
9 191.44 
10 261.0 
656.2 1793.75 
278.25 330.51 684.68 226.2 
総 て 
頭 端 一 輪 頭 端 一 排 前 食道 後 食 肛門 一 尾 端 小 交接 
1 252.3« 313.2A 
2 265.25 343.65 647.5 1802.5 
2450.0 
3 280.0 334.9 ey 
256.65 326.25 2660.0 
5 278.4 332.5 2450.0 
6 108.75g 120.5g 352.35g 
7 93.5 132.0 310.0 
8 121.8 108.1 379.06 
均 266.52 330.1 630.0 1653.75 108.016 120.3 347.13 


交接 列 の 大 き さ 等 に 於 て 大 き な 差 違 が ある 。 又 雄 虫 尾部 
乳頭 の 排列 に 夫々 特徴 が あり , O. gutturosa で は 頭 部 神 
経 輪 の 部 分 に 膨 隆 が ある 為 , 容易 に 鑑別 が 出来 る 。 
V. ミク ロフ イラ リア の 形態 

1. O. gutturosa の mf. 成虫 の 子宮 より 取出 し た 
mf は , Setaria の それ と つ て 無 あり , 全長 
280 g (平均 約 200 体 前 端 円 で あつ て, 
は 徐々 に 細 ま つて 。 ギ ム ザ の 標本 に つい て 
の 計測 値 を 第 6 表 に 示 し た 。 相 当 に 変異 の 幅 が 大 きい の 
が 特色 で ある 。 中 に し て いる も の を も よく 


更に 精 し く 鏡 検 する と 4-5 個 の 核 か ら 構成 され て いる 
よう に 見 える 。 更 に この 控 状 核 の 前 に 2 っ の 生 大きな 
多角 形 の 核 が 連 る こと で ある 。 

ワ ヒ 和牛 の 皮膚 か ら 見 出さ れる mf は , 上 記 の 特徴 が 完 
全 に 一 致し , O. gutturosa の mf で あぁ る こと が 判明 し 
た 。 

皮膚 mf に は 2 種類 ちる こと を 新 美 ら (1953) は 説 え , 
小 を x (110~1404), 大 を y (195~210) と 名 付 
けた 。 我々 の 材料 で も 同様 大 小 の も の が 見 られ た が 核 構 
造 は 全く 同じ で ある 。 小 は 稽 * 太 短 か く , 尾部 が 巻く 傾 


色 さ れ , 構造 を 充分 何 い 得る も の は 計測 し て 同時 に 掲げ 向 が ある が , これ ら の 特色 も 薇 然 と 分 れ た も の で は な 
比較 し た 。 多 角形 の や , 大 き 目 な 核 で 核 柱 は 構成 され , く , 移行 形 が あり , 体長 も 100 匹 の 任意 標本 の 計測 で 


神経 輪 と 大 き な 排 肛門 が 見 られ る 。 排 に 続 
いて か な り 大 き な 排 江 細 胞 が 続い て いる が , G1 は Se- 
taria に ポ お ける 程 閉 明 に 大 きく は な い 。 中 心 体 と 思わ れ 
る も の は 見 当ら な い 。 核 構造 の 中 で 最も 特徴 な こと は , 
核 柱 の 尾 端 に 1 個 の 細長 い 捧 状 核 が 存在 し , この も の は 
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102.6 々 か ら 235xm の 広い 範囲 と , 1 山 に 連なる 分 布 を 
示し た 。 同じ く 成 虫 の 子宮 ょ り 得 た 108 匹 の 任意 標本 は 
150~300 の に 分布 し , の ょ り 生 きい 方 に 
ずれ て いる の で , 産出 され た 後 こ れ ら の mf は 次 第 に 
小さ い x 虫 に 移行 し て 行く こと が 考え られ る 。 (第 3 図 


が 
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Onchocerca 属 の ミク ロフ イラ リア 


a. Onchocerca gutturosa の mf (7t と 和牛 の 皮膚 より , y 虫 ) ギ ム ザ 染色 


b。 
c,. Onchocerca cervicalis の mf ( 夏 箇 馬 の 皮膚 より ) ギ ム ザ 染色 
3 第 4 図 仔 の 定点 測定 
夏 


2. QO. cervicalis の mf. 成虫 の 子宮 ょ より 得 た mf 


体 幅 34 種 に よく 似 し た 体形 構造 を 示す 。 
0 江 孔 特に 肛門 孔 は 前 種 よ り も 明 腔 を 欠く 場合 が 多く , 

: G: は 前 種 よ り も 相対 的 に 大 きく , 屋 ょ 体 幅 全体 を 占め 

る 。 最も 特徴 と する と ころ は , 核 柱 の 尾 端 に 1 ュ の 控 状 

核 が 存在 し , その 前 に 数 ュ の 類 円 形 の 小形 な 核 が 連なる 

点 で ある 。0O. gutt. に 比 し 一 般 に 核 が 繊細 な 感じ を 受け 

る し , 尾部 の 核 模様 か ら 両 者 を 区 別 す る こと は 容易 で あ 


第 3 皮膚 及び 雌 成 虫 よ り の mf の 体長 の 比較 


ょ の mf 
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昭和 29 年 3 月 (1954)〕 


第 6 表 


mf の 計測 


Onchocerca gutturosa 計測 


Onchocerca cervicalis 計測 


皮膚 (28 例 ) 


子宮 (12 例 ) 


卵 (5 例 ) 


皮膚 (19 例 ) 


子宮 (12 例 ) 


卵 (10 ) 


235.3 一 102.6 230.2 一 166.2 
206 


192.1—148.1 
165.4 


212.5—134.1 222.0 一 176.0 197.0 一 182.0 
178. 2 188.7 


145.3 
体 幅 5.2—3.21 4.17—2.34 3.92—2.52 4.35—2.31 6.4—2.41 3.54—1.88 
2 3.3 3.4 3.3 3.74 2.77 
BNC 5.75—2.14 5.49—2.8 4.59—2.14 6.92—1.395 8.6—3.02 3.50—1:;13 
4.0 4.0 3.6 3.7 5.87 2.3 
NR 53.9—24.3 57.0—41.99 49.3—38.6 55.1—32.0 64.2—43.6 49.1—37.69 
33.8 51.0 42.9 43.7 50.8 44.0 
EP 106.8—34.8 102.4—65.1 66.8—58.5 87.8—53.3 86.2—63.2 67.9—60.3 
54.7 83.1 63.1 68.57 76.5 65.1 
EC 117.5—36.5 106.5—71.6 73.5 61.0 88.9-—58.7 94.2—68.4 74.7—69.4 
60.0 89.5 67.4 73.2 82.7 72.2 
G 167.5—68.7 171.7—125.9 167.0—131.9 164.0—98.0 171.2—135.9 158.5—135.8 
。 104.2 142.2 138.9 135.0 147.5 143.6 
G 187.5—76.5 187.5—134.9 174.8—122.6. 180.4 一 106.6 181.9 一 152.5 166.0 一 147.1 
= 115.9 _ 160.5 144.5 148.5 164.3 156.6 
G 193.8—79.1 194.4—140.7 176.2 125.1 185.2—114.7 189.3—166.0 174.2—158.4 
c 121.9 167.6 147.2 155.2 174.3 166.3 
G 198.1—82.6 199.3—148.2 182.1—128.3 191.3—120.0 192.5—173.5 180.2—169.0 
126.3 174.4 151.6 162.3 179.0 174.6 
AP 2932.5—87.0 203.3 153.1 183.7 一 131.7 196.1—124.5 202.1—155.5 182.5-—168.0 
128.5 154.4 162.0 178.5 176.0 


178.2 , 


る 。 両 種 の 子宮 ょ り と 皮膚 か ら の mf の 定点 の 測定 値 
ょ 図 に と し て 示し た が , 大 き な 差 異 は な い 。( 第 4 図 ) (第 
6 表 ) 両 種 に 共通 な 点 は EP の 位置 が Setarig より も 
後方 に ずれ て いる こと で ある 。 

患 馬 の 皮膚 か ら 得 た mf は , 特徴 的 な 核 模様 及び 計測 
値 が 全く 上 記 に 一 致し , O. cervicalis の mf で あぁ あるこ 
と が 判明 し た 。 

VI. 


107 頭 の 牛 を 調査 し , 11.2 2 ク 2 に 皮膚 mf の 保有 を 認め 

6。 改良 和 種 以外 に 今 迄 報告 が な か つた 乳牛 か ら も 
Onchocerca gutturosa の 成虫 を 認め た 。 

7. 邊 の 性 別に ょ つて 保有 率 の 差 は 認め られ な か つ 
た 

8. 年 齢 的 に は 8 歳 ま で の 和牛 に 皮膚 mf が 見 出さ れ , 
それ 以上 で は 成虫 が 見 出さ れ て も mf の 検出 は 出来 な 


1. 皮膚 mf の 検索 に 成功 し , 親 貝 より 得 た mf と か つた 。 
皮 上 証 の それ と を 形態 的 に 比較 し て , は つき り と 轄 関 を つ 9. と の mf は 正中 線上 で は 勝部 の 近く が 最も 多 
数 に 見 られ る 。 


ける こと が 出来 た 。 そ の 結果 , 牛 の ウ ヒ 病 の 病原 虫 は 本 
邦 未 記 勿 の Onchocerca gutturosa Neumann, 1910 で 
ぁ り , 馬 の 夏 病原 は Onchocerca cervicalis Raill- 
iet et Henry, 1910 で ある こと を 発見 し た 。 

2. 両 糸 状 虫 成虫 の 記載 を 行い , 特に 雄 虫 の 尾部 乳 玉 
の 排列 , 神経 輪 部 の 体 の 膨 隆 の 有無 等 に 特徴 が 存する こ 
と を 選べ た 。 

3. 両 糸 状 虫 の mf の 記載 を 行い , 核 柱 尾 敵 の 構造 
に 特色 ある こと を 記し た 。 

4。 ワ ヒ 和牛 の 皮 診 mf は 2 型 あ る が , その 間 に は つき 
り し た 境界 が な く , 大 な る 方 か ら 次 第 に 小 な る も の に 移 
行 す る こと が 推 宅 され た 。 

5.。 昭和 28 年 2 月 , 6 月 , 9 月 の 3 回 , 鳥取 県 米子 で 
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10. 季節 的 に は 2 月 , 22.22, 6 月 28.6 2 と 高く , 
9~10 月 は 6.8 22 で あつ た 。 

10. 5 歳 以 下 の 牛 で は 軽症 の も の が 多く , mf も 高 率 
に 見 られ る が , 年 齢 の ます と 共に 症状 の 重い も の が 多 
く , mf は か を つて 検出 困難 で あぁ つた 。 

稿 を 終る に 当り 種々 御 指導 御 接 助 を 頂い た 家畜 衛生 試 
験 場 石井 進 部 長 , 家畜 衛生 試験 場 東 北 支場 鳥羽 秋彦 支 場 
長 , 佐々 木 昇 技 覚 , 鹿 見 島 大 学 農 学部 新 美 大 四郎 教授 , 
鳥取 懸 西 伯 郡 家畜 共済 組 合 淀 江 診 療 所 林原 必 正 氏 , 鳥取 
米子 保健 所 樋口 タツ 所 長 , 植 技師 , 並び に 検査 
一 同 , 日 大 農 部 細谷 英雄 助教 授 びに 色々 御 便 
を は か られ た 鳥取 上 多 米 子 市 役所 衛生 課長 沢 騰 政 氏 , 家 章 
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衛生 試験 所 東北 支場 米子 保健 所 一 同 に 喜ん で 材料 の 提供 
を し て 下 ミ ぇ つた と た 家 者 商 並 びに 食肉 業者 一 同 に と の 紙上 に 
於 て 心から 深謝 する 。 
の 研究 は 文部 省 の 科学 研究 費 人 
の 一 部 に 依っ つた も ゃ の で ある 。 


1) Blacklock, D. B.(1926): The development of 
Onchocerca volvulus in Simulium damnosum. 
Ann. Trop. Med. and Parasit. 20 (1~48) 203~ 
216. 2) Buckley, J. J. C.(1938): On Culicoi- 
des as a vector of Onchocerca gibsoni. (Cleland 
and Johnston, 1910) Jour. Helmin. 16 (3) 121. 
3) Cameron, T. W. M. (1928): On a species of 
Onchocerca from the ox in West Africa. Jl. Hel- 
minthology. 6, 161. 4) Chitwood, B. G.(1934): 
A nematoda, Stephanofilaria stilesi, new speci- 
es, from the skin of cattle in the United Stat- 
es. North Amer. Vet. 15 (25) 27. 5) Dikman, 
G. (1934) ;: Observations on Stephanofilaria sti- 
lesi. Proc. Helm. Soc. Wash. 3, 64. 6) Gibs- 
on, Colvin L.(1952) : Comparative morphology 
of the skin inhabiting microfilariae of man, 
cattle, and equines in Guatemala. Amer. Jour. 
Trop. Med. and Hyg. 1 (2) 250~262. 7) Hall, “ 
M. C. (1932): Onchocerca in ligamentum nuch- 
ae in Puerto Rico. JIl. Parasit. 19, 92. 8) 林 滋 
生 , 佐藤 田中 (1953 a) : 馬 及 び 牛 の 皮膚 
見 出さ れる ミク ロフ イラ リア に 関す る 研究 . 第 13 回 
日本 寄生 学会 関東 部 会 議 演 9) 四郎 一 ノ 
瀬 幸 三 (1930) : 馬 の 頭 に 寄生 する オン コ 


セル カ ヵ カ Onchocerca cervicalis Railliet et Henry 
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スペ トニ ン は 
ine Citrate の 構造 を 有 し 抗 フ イィ イラ リア 剤 と し て 近年 注 
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副作用 が 強く 死亡 し た 例 も あり , その 制 に 効果 は 無 か つ 


だ 。 
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スパ トニ = ニン に 依る 結果 は の 通り で ある 。8mg/kg 
は 投薬 開始 後 3~4 で 一 時 刺 症 状 く な り , が 
高まり 出血 , 出 増加 する が 2~3 日 で 軽快 し , 
感 まり 投薬 終了 後 4~5 で 燥 状態 と な り , 開 
始 後 3 週間 目 頃 より 結 秋 は 接触 た ょ り 脱落 し , 1 ヶ月 目 
頃 に は 6 頭 中 5 頭 は 完全 に 治療 し た 。 1 頭 は 投薬 4 日 目 
こ 族 主 が 他 に 転 宮 し た 為 , 結果 の 追求 が 出来 な か つた 。 

5 mg 投与 群 は 同様 3 日 目 頃 た , 刺 状 まる 
徴 を 見 せ , 以後 次 第 た 病巣 が 齋 燥 し 始め た が 3 週 目 頃 よ 
り 5 頭 と も 再発 し , 投薬 前 と 同じ 状態 に 復 し た 。 対照 の 
3 頭 は この 期間 中 症状 の 変化 は 認め な か つた 。 
従っ つて 5mg/kg の 8 日 連続 経口 投与 で は 充分 な 効果 
は な く 全 例 再 発し た が , 8 mg/kg 8 日 連続 で は , 当初 刺 
戦 症 状 高まる が 1 ヶ月 後に は 病巣 が 完全 に 消失 し 有効 で 
ある と , 判断 され る 。 舘 いずれ の 投薬 量 で も 認め 得 べ き 
副作用 は な か つた 。 

佐藤 孝 林原 必 正 


| | 
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Hoplorhynchus ozakiz Hukui 1952 の 寄生 つい て 


井 利 人 島 


ム へ マ ド キ シリ ン を 用 いた 。 


1. 緒 言 


アカ ムカ デ の 消化 管 に し て いる Hoplorhynchus 3. 観 
ozakii Hukui 1952 の 寄生 率 た つい て は 調査 され て いな Cephalont, Sporont, Gamont 等 の 地域 別 寄生 率 及び 
い の で , 我々 は 礼 岡 県 内 の 各地 より 多数 の アカ ムカ ヵ デ を 平均 寄生 率 は Table I の 如 し 。 
採集 し て この 研究 を 行 つ た 。 次 に Cephalont, Sporont, Gamont, 及び Sporoblast 
2.。 湊 等 の 時 期 に 依る 寄生 状態 は Table II の 如 し 。 
採集 し た アカ ヵ カム ヵ デ を 充分 水洗 し , 開腹 後 , 消化 管 の 4. 摘 要 
み を 取り 出し て その 内 容 を 検 鏡 し た 。 同定 剤 と し て は , 1) 我々 は 857 底 の アカ ムカ デ を 採集 し て , それ ら の 


シャ ウッ ウデ ヂ デン 氏 液 を 用 い , 染色 剤 と し て は , デラ フイ ー ル 消化 管 に 寄生 し て いる グダグダ レ ガリ ナ の 一 種 Hoplorhynchus 
ド 氏 ヘマ トキ シ サ ン 及 び へ ハイ デン ハイ ン 氏 アイ 4 アン アラ ozakii Hukui.1952 の 寄生 率 を 研究 し た 。 この ダレ ガリ 


Table I 


控 集 郡市 岡市 早良 郡 郡 屋 郡 築上 郡 郡 折尾 町 合計 と 寄生 率 
581 43 21 58 52 34 68 857 
寄生 48.2% 58.2% 46.5% 60.82% 52.42% 54.4% 61.02% 50.922 


Table II 


hosts Cephalont Sporont Gamont Sporoblast 

1 15 + 
18 + 
3 36 + キナ トキ + + 
4 52 で キナ + キ 
6 138 キ + トナ トナ + + キ ナナ トナ + + R 
8 130 キキ キナ キキ + トナ キナ キキ + トキ トキ CC 
9 91 キキ キキ + + + Cc 

11 42 + キナ トナ + + 

12 36 + + 


Parasitic percentage 50.922 


十 印 の 数 の 多い 程 , 寄生 率 の 高い こと を 示す 。 
CC>very common Ccommon R=>rarely 


ナ の "Cephalont, Sporont, Gamont 等 の 寄生 率 は 50.9 
2 で あつ た 。 2) この ダレ ガリ ナ の 生活 史 に 於 ける 各 


Tosito Hukui and Minoru Usijima : Parasitic 
percentage of Hoplorhynchus ozakii Hukui 1952. 


(313 


0) 
ti, 
0- 
| 
a- 
r- 
6 
fF 
) 
number 
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stages の 主として され る 月 は 如 し 。Cephalont 
は 4 月 より 9 月 まで 。 Sporont は 5 月 より 11 月 まで 。 
Gamont は 7 月 及び 8 月 。 Sporoblast は 7 月 より 9 
月 まで 。 面 し て Sporont は 上 記 の 月 以外 の どの 月 に 於 
て る も 観 侍 する こと が 出来 た 。 
1) Hukui, T.: 1952. On a Gregarine, Hoplorkh- 


学 雑誌 ・ 3 第 3・4 号 


ynchus bouruiensis sp. nov. from Otocryptops 
rubiginosus Koch. Zool. Magaz. Vol. 61. 2) 
Hnkui, T.: 1952. On a Cephaline Gregarine 
from Cryptops japonicus Takakuwa. Bulletin of 
Hukuoka Gakugei Univ. Vol. 1. 3) Hukui, T.: 
1952. OnaCepaline Gregarine from Otocryp- 
tops rubiginosus Koch. Annot. Zool. Japan. Vol. 
25. Nos. 1, 2. 
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1. 言 

終戦 後 長野 博士 は , 久 振 ぶり に 岡山 県 の 肝 吸 虫 地域 お 
訪ね , 終戦 前 た 比 し マメ タニ = シ の 泊 減 と 同時 に , 魚体 内 
の 肝 中 虫 被 細 幼 虫 の 激減 し て お る 事実 お 認め , その 原因 
お 終戦 の 2~3 年 前 , 自然 的 に 同 地 方 へ 移入 代 殖 し た ア 
メリ カ ザ リ ガニ = (Cambarus clarkii) (以下 ザ リ ガ = と 路 
記す ) の 活躍 に 帰し た 。 

は この 泊 の 原因 が , 果して デザ リガ = に ある や 
を 確 め る た め に , = の 分 布 以前 た 被 虫 の 
度 が 詳細 に 明示 せら れ て お る 地方 数 ヵ所 に 就 て , その 当 
時 な され た と 同一 方 法 或 は 同 程度 の 脱 密 さ を 以 て , 再 調 
査 を 行い 分布 前 後に 於 ける 被 虫 の を 
比較 検討 し た 。 

2. 検査 材料 及び 検査 方 法 

所 定 の で 捕 た Pseudorasbora parva(v P. 
. と 略記 ) (但し P. . 不 如 意 な 場合 は 参 老 の た め 
Leucogobio guentheri 或 は Sarcocheilithys variegatus 
に 就 て 調査 し た ) を を 詰め た 中 た に 入れ, を 
せしめ た 木 妄 中 に 納め て , 郵送 され た も の , 又は 自ら 捕 筐 
し た を も の を , 水 を 詰め た 魔法 毅 に 入れ て , 氷室 内 に 貯え , 
腐敗 を 防ぎ っ つっ ゝ , 捕 江 後 5ー14 日 の 間 に 検 査 を 行 つ た 。 
被 虫 の 多く は 包 に 於 て 活 に 運動 し て いた 。 

被 癌 幼虫 検出 は , 長野 氏 法 に ょ り 魚 体 を 人 工 胃 液 中 に 
浸し て , 38°C~40°C に 時 間 保ち , その 2-3 回 割 
を 以 て し て 消化 を 容易 な らし め , 消化 され た 
濁 液 を 茶 以 て 失 チリ ン デ ルル 内 に 濾過 し て その ま 
\ せ し め た 。 に 要する 時 間 は 概ね 10~20 分 で , 
不良 な る 時 は 一 夜 水 室 に 保存 し て せ し め た 。 
お 濾過 の 際 測 器 に 残存 せる 残 湾 は 之 を 再び 水 に て 充分 洗 
Motohiro Inagaki: Survey on the metacercaria 
of Clonorchis sinensts before and after the dist- 
ribution of Cambarus clarkii. (Department of Pa- 
rasitology, Kitasato Institute for Infectious Dise- 
ases, Tokyo.) 


アァ アメ リカ ザリガニ 分 布 前 後に る 肝 吸 虫 


北里 研究 所 寄生 虫 学 部 


元 博 


準 所 振 し , 第 一 液 の 場合 と 同様 の 方 法 で 検査 し , 見 落し 
の な い 様 努め た 。 

この 際 リン デル 中 の 消化 液 が よく すれ ば , 
毛細 ピペット で 器 底 か ら 吸 引 し 大 時 計 皿 に 移し , 水 を 充 
分 に 加え て 良く 混和 し , 病 し て 後 皿 の 一 端 を 把持 し て 息 
に て 小 円 を 描く が 如き 心 持 に て , 皿 に 爵 旋 様 運 動 を 与 う 
れ ば , 比重 の 関係 た により, 肝 吸 虫 の 被 幼 虫 は 中 心 部 に 
集合 する 。 こ の 幼虫 を 含ま な い 周 辺 部 の 液 を 毛細 ビ ピ ペ ッ 
ト に て 吸引 。 度 も 水 を 注 加 し て を 繰返し , 
液 が 透明 た に な る 迄 行い , を 一 小 部 分 宛 小 時 計 硝 子 皿 に 
移し , 約 20 倍 の 拡大 鏡 下 に 於 て 分 離 針 を 用 いて 基数 を 
計 し た 。 

3. 検査 成績 

現在 ザ リ ガ = の 分 布 し て お る 地方 で , し か も ザリガニ 
分 布 以 前 た 被 の 浸 度 を 詳細 に 調査 せら れ て お る 
地方 即ち 岡山 県 (1926 年 , 長谷 川 ), (1937 年 , 河井 ・ 湯 
本 ) 共 城 県 (1933 及び 1935 年 , 井出 ), 東京 都 (1935 年 , 
古賀 ), 滋賀 県 (1943 年 , 渡 賀 県 衛生 課 ) で , 前 回 に 捕 答 
し た 地域 で 捕 拉 し た 材料 を 用 いた 。 以 下 そ の 成績 を 表示 
する 。 (第 1~18 表 参 照 ) 

人 告 第 ユー5 表 を 見 る に , 同日 に 同 地 域 で 捕え を た 魚 で あ 
る の に , 寄生 数 に 大 差 が ある 。 こ れ は マメ タニ = シ が 急 に 
激減 し た 地方 で 選 * 見 られ る 現象 で , 魚 及び マメ タニ = ニシ 
の 移動 性 と 海 出 セル カリ ア の 漠 淡 と の 関係 に よる と 考え 
られ て お る 。 

又 三 方 に て は . を た 2 尾 し か 捕 得 
な か つた の で , 同時 に 捕 織 し た Leucogobio guentheri に 
就 て 調査 し た 。 

に ザ リ デ ガー 分布 前 後に 於 ける 虫 の 年 度 別 浸 
度 を 比較 表示 する 。( 第 19, 20, 21, 22 表 参 照 ) 


1ne 
of 
T.: 
Tol. 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 3・4 号 


第 1 表 岡山 ( 其 の 1) 4 表 岡山 ( 其 の 4) 


Pseudorasbora parva ( 都 村 産 ) Pseudorasbora barva ( 島 郡 興 除 村 六 区 産 ) 
- | 1951 年 7 月 4 日 捕獲 1953 年 1 月 27 日 捕獲 
| No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 数 No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 数 


| 6.8 4.0 196 1 6.5 
i 2 6.8 3.5 219 2 6.5 2.8 
" | 3 6.6 3.0 48 3 6.4 3.0 325 
" | 4 7.0 3.8 435 4 6.2 2.4 
5 6.5 3.0 198 5 6.8 3:2 
6 4.8 6 7.0 
7 3;2 7 6.6 2.3 
8 7.0 4.0 300 8 5.5 1.5 848 
9 7.5 4.6 9 7.9 7 
10 7.0 3.8 10 7 3.3 
計 1396 計 1173 
第 2 表 岡山 牙 ( 其 の 2) 第 5 表 岡山 上 ( 其 の 5) 
Pseudorasbora parva ( 都 審 郡 窟 田村 産 ) Pseudorasbora parva ( 兄 島 郡 興 除 村 大 水門 産 ) 
1951 年 8 月 28 日 捕獲 1953 年 1 月 27 日 捕獲 
No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 数 No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 虫 数 
% 7.0 6.3 545 1 6.6 3.0 
6.5 3.1 738 6.4 3.3 
3 7.5 4.9 1858 3 5.2 2.5 1199 
4 4.1 381 4 6.2 
5 65. - $$ 185 5 6.8 2.9 
6 7.1 5.0 732 6 6.5 
7 6.5 4.3 382 7 5.8 
8 6.5 4.0 146 8 6.7 17 5 
9 7.0 5.0 764 9 FF 
10 6.7 4.0 143 10 7.8 
計 5874 計 1204 
均 6.8 4.5 587.4 均 6.6 120.4 
第 3 表 岡山 懸 ( 其 の 3) 第 6 表 岡山 懸 ( 基 の 6) 
3 Pseudorasbora parva ( 都 庶 郡 窟 田村 産 ) Pseudorasbora parva (御津 郡 芳 田 村 米 倉 産 ) 
1953 年 3 月 11 日 捕獲 1953 年 3 月 11 日 捕獲 
No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 数 No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 数 
1 7.8 4.8 1 7.0 3.5 
6.6 3.3 2 TO 3.9 
3 6.8 3.9 : 3 7.0 3.6 
4 7.5 3.8 4 78 4.5 
5 7.5 4.3 5 6.5 2.9 
6 6.6 2.8 6 7.5 4.6 
7 6.0 2 7 7.0 3.1 
8 6.4 2.6 8 7.8 4.7 
9 7:0 3.2 9 7.0 3.4 
10 6.8 3.2 10 6.8 3.0 
計 2969 


| 6.9 3.4 296.9 


- 
| 210 
均 30.5 
( 34 


29 年 3 月 (1954)] 


第 7 表 岡山 上 ( 其 の ) 
Pseudorasbora parva (上 道 郡 三 幡 村 産 ) 
( 現 岡 山 市 江 並 ) 
1653 年 4 月 12 日 捕獲 


第 10 表 (茨城 其 の 2) 
Sarcocheilichthys variegatus ( 郡 
和牛 久 村 ・ 和 牛久 沼 産 ) 

1951 年 10 月 7 日 捕獲 


体長 (cm) 体重 (g) 被 虫 数 


体長 (cm) 体重 (g) 被 数 


6.2 2.4 
1.4 


7.0 1 
4.0 0 

5.5 0.5 


第 表 岡山 ( 其 の 8) 
Leucogobio guentheri (上 道 郡 三 幡 村 産 ) 
1953 年 4 月 12 日 捕獲 


Leucogobio guentheri ( 答 敷 郡 和牛 久 村 ・ 和 牛久 沼 産 ) 
1951 年 10 月 7 日 捕獲 


No. 体長 (om) 体重 (g) 数 


体長 (cm) 体重 (g) 数 


6.5 2.1 5 
7.0 2.9 
6.0 2.9 
6.2 2.1 
6.5 2.6 
6.2 2.3 
6.7 2.7 
6.2 2.5 
6.9 3.9 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
8 
9 
計 


6.4: 2.6 


1 7.0 3.3 6 
計 6 
7.0 3.3 6 


第 11 表 茨城 其 の 3) 
Pseudorasbora parva (新治 郡 中 村 ・ 産 ) 
1952 年 8 月 21 日 捕獲 


第 9 表 茨城 蒲 ( 其 の 1) 
Pseudorasbora parva ( 竹 敷 郡 和牛 久 村 新治 ・ 牛 久 沼 産 ) 
1951 年 12 月 捕獲 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 幼虫 数 


7.6 188 
7.6 
11.3 

4.3 

3.2 

5.0 

5.3 

5.1 

5.4 

5.1 


No._ 体長 (cm) 体重 (g) 被 虫 数 


6.8 3.7 
6.5 3.2 
7.1 3.7 
7.0 3.4 
6.1 2.6 


3.3 


第 12 表 の 4) 
Pseudorasbora parva (鹿島 郡 鍵 田 町 ・ 北 浦 産 ) 
1952 年 1 月 10 日 捕獲 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 虫 数 


7.5 2.9 
2:5 3.7 
7.4 3:3 
7.3 3.0 
8.5 6.0 


7.6 3.8 


21 
数 
計 2 計 
1 0 
62 2 0 } 
均 | 6.7 3 0 | 
4 0 
5 0 
0 
9.8 
8.0 
8.3 
7.3 1 
8.5 2 
8.0 
8.3 
777 計 0 
均 8.5 77.7 均 | 0 
( 35 ) 


Sarcocheilichthys variegatus 鹿島 郡 


町 ・ 北 浦 ) 
1952 年 2 月 20 日 捕獲 

No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 虫 数 
12.0 14.1 23 

2 11.0 11.9 16 

11.2 10 

4 10.5 10.2 } 

5 11.0 9:3 

計 92 
均 | 5.7 18.4 


第 13 表 ( 其 の 5) 
Pseudorasbora parva (鹿島 郡 白 島村 ・ 北 浦 産 ) 
1953 年 1 月 10 日 捕 獲 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 数 
8.3 5.9 
2 6.8 2.9 
4 4.0 
5 8.6 
6 7.0 
7.0 
8 6.0 2.0 
計 24 
均 4.1 1 


第 14 表 東京 都 
有 Pseudorasbora parva (太田 区 洗足 池 産 ) 
1951 年 12 月 20 日 捕獲 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 数 
1 8.7 0 
2 7.6 4.0 0 
3 4:3 0 
5 7.4 4.0 0 

0 
8.1 4.5 0 
8 8.0 4.9 0 
9 4.1 0 
10 7.4 4.0 0 
計 0 
4.6 6 


第 15 表 滋賀 懸 ( 其 の 1) 
Pseudorasbora parva ( 市 松原 内 産 ) 
1953 年 .6 月 16 日 捕獲 


【 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 3・4 号 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 虫 数 
1 6.8 
6.0 2.0 0 
5.5 1.8 
4 5.3 1.6 
6 5.9 2.2 0 

8 6.1 2.4 

9 1 

10 0.8 
計 0 


第 16 表 滋賀 其 の 2) 
Sarcocheilichthys variegatus (蒲生 郡 八 幡 町 産 ) 
1953 年 7 月 6 日 捕獲 


No. 


均 


体重 (g) 被 数 


体長 (cm) 
6.5 2.4 
6.7 
6.8 2.8 
6.6 2.7 
6.7 2.8 
4.3 
7.0 3.8 
4.5 
7.6 4.3 
7 4.3 


0.1 


第 17 ( 其 の 3) 
Pseudorasbora parva (蒲生 郡 八 幡 町 及び 実 土 村 産 ) 
1953 年 4 月 6 日 捕獲 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 虫 数 
1 1 
3 5.4 2.0 
4 2.8 
6 6.4 
5,8 
8 2.3 
9 6.2 
10 
計 5 
均 6.0 2:3 0.5 


| 


計 1 
( 36 ) 
- 


号 
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第 18 表 滋賀 其 の 4) 

Pseudorasbora parva ( 市 町 
水産 試験 場 池 産 ) 

1953 年 6 月 16 日 捕獲 


No. 体長 (cm) 体重 (g) 被 格 幼虫 数 


1 6.4 2.7 

2 5.7 1.7 

3 5.5 1.6 

4 5.6 1.7 

5 6.4 2.5 

6 5.1 1.0 

5.0 1.2 

8 6.7 2.7 

9 5.9 1.2 

10 5.8 1.3 

計 0 
5.8 1.7 0 


第 19 表 岡山 に 於 ける 肝 吸 の 


1926 長谷 川 妹尾 1 7.7 3527 
田 1 7.1 3843 443 1939 
1951 20 6.9 1858 48 363 
1953 垣 10 6.9 297 
1953 稽 垣 妹尾 10 6.6 120 
1953 10 6.6 117 
1953 稽 垣 米倉 10 7.1 31 
1953 江 並 10 5.7 1 


附 記 : 本 表 中 の 長谷 川 及 び 河 井 ・ 湯 本 両氏 の 調査 は 
魚体 の 全部 を 長 時 間 を 費 し 精細 に 検索 し た ゃ の 
で , 消化 法 に ょ よる も の で な い が , その 精密 さ に 大 
差 は な いと 考え られ る 。 


第 20 表 ける 肝 吸 虫 虫 の 


1951 8 7.2 3 
1935 牛久 沼 12 6:5 507 
1951 牛久 10 8.5 78 
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第 21 表 東京 都 に ける 吸 虫 被 虫 の 
年 度 の 比較 


体長 


1935 古 賀 洗足 池 16 3~5 16 
1951 生垣 洗足 池 10 7.5 0 


第 22 表 滋賀 於 け る 肝 吸 虫 被 の 


体長 


年 


根 31 9.0 2.1 


1941 生 課 
滋賀 和信 
1941 生 課 63 10.5 
6.0 0.3 


4. 総括 

圭 国 に 於 ける 最も 濃厚 な る 浸 塗 地 と し て 知ら れ て いる 
岡山 県 た 就 て 見 る に , 1951 年 か ら 1953 年 に た かけ て , 都 
田 村 を 中 心 と し て , 児島 郡 興 除 村 , 御津 田村 , 
上 道 郡 三峰 村 ( 現 岡 山 市 江 並 ) 産 の PP. ヵ . に 就 て 調査 

し た 。( 第 1 表 一 第 7 表 ) 

に と ょ る と , 1951 年 訪 田 村 に 於 ける 第 1 回 及び 第 2 回 
の 検査 合計 20 尾 に 就 て の 被 相 幼 虫 総数 は 7270 個 (最多 
1858 個 , 最少 48 個 ) で 1 尾平 均 寄生 数 は 363.5 個 で あ 

第 19 表 に 見 る が 如く , 14 年 前 (1937 年 ) 同 地方 の 同一 
魚 族 に 就 て 河井 , 湯本 の 調査 し た 成績 と ょ る と , 1 尾平 
均 1939 個 ( 最 多 3843 個 , 最少 443 個 ) で あぁ る 。 即ち ザ リ 
ガー ニ = 分 布 前 の 岡山 県 中 心地 域 の 浸 北 程度 は , 分 布 後 の 約 
5~6 分 の 1 に 減少 し て いる こと が 知ら れる 。 

人 告 1953 年 同村 で 捕 穫 せる 10 尾 の 調査 と ょ る 1 尾平 
均 寄 生 数 は 297 個 で , 1951 年 より 一 層 減 少し て いる 。 

その 他 興 除 村 六 区 及び 大 水門 芳 田 村 米 倉 産 の 各 10 尾 
の 平均 寄生 数 は 89 個 に 過ぎ ず 江 て は . に は 

1 個 , Leucogobio に は 6,7 個 (第 8 表 ) を 算 す る の み で 
あつ た 。 

共 城 県 に 就 て 見 る た , 同じ く 1951 年 か ら 1953 年 に か 
け て , 和牛 久 沼 , 埋 浦 , 北浦 等 の PP. ヵ . その 他 に 就 て 調 
査 し た が , (第 9 表 一 第 13 表 ) 牛久 沼 た に 於 て 1951 年 12 
月 に せる ヵ . 10 尾 に て の 被 虫 数 は 1 尾平 
均 77,7 個 ( 最 多 492, 最少 2) で あぁ つた 。 1953 年 井出 が 
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1933 北 浦 5 5 | 
井出 ( 村 ) .9 152 
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同 地 で 有 ア . ヵ . 12 尾 に 就 て 検査 し た 外 , 1 尾 の 平均 寄生 数 
は 506,5 個 で あつ た か ら (第 20 表現 在 た 於 て は , ザ リ 
ガー ニ = 分 布 前 の 約 6 分 の 1 に 減少 し て いる こと に な り , 志 
が 愉 も 岡山 県 下 に 於 ける と 同様 の 減少 率 を 示し て いる こ 

と は 興味 ある 成績 だ と 思わ れる 。 

叉 北浦 に 於 て は , 鹿島 郡 白鳥 村 産 の ア . ヵ . 8 尾 に 就 て 
調査 し た が , 1 尾 の 平均 寄生 数 は 僅か た 3 個 で 1933 年 
井出 が , 同 地 産 の P. ヵ . 5 尾 に 就 て , 1 尾平 均 195 個 
を 検出 し た の に 比べ る と , 格段 の 減少 を 示 し て いる 。 

で は , 新治 郡 中 村 附近 の ヵ . 5 尾 に 就 て 
調査 し た が , 被 細 幼 虫 は 全く 認め られ ず , 又 北 浦 で も , 
鹿島 郡 鍵 田 町 附近 の P. ヵ . 5 尾 に 就 て の 調査 で は , 被 杏 
幼虫 は 同様 に 認め られ な か つた 。 

その 他 和 牛久 当 , 北浦 産 の Sarcocheilichthys variegatus, 
Leucogobio guentheri に 就 て も 参考 の た め 調 査 し た が , 
(第 10 表 ) 1 尾平 均 寄生 数 は 極め て 少数 で ぁ つ た 。 

東京 都 に 就 て 見 る に , 太田 区 洗足 池 に 於 て 1951 年 12 
月 に 捕 ヵ . 10 尾 に 就 て の 虫 の 総数 は 0 
で あつ た (第 14 表 )。 然るに 1935 年 10 月 古賀 が , 同 地 
産 の PP. ヵ . 16 尾 に 就 て 調査 し た 際 に は 1 尾平 均 16 個 を 
検出 し て いる (第 21 表 )。 

滋賀 県 に 就 て 見 る に 1953 年 に 誤 根 市 松原 内 湖 及 び 平 
田町 水産 試験 場 池 , 浦 生 都 信 幡 町 及び 安土 村 産 の P.%. 
各 10 尾 に 就 て 調査 し た が (第 15 表 , 第 17 表 , 第 18 表 ) 
1 尾平 均 寄生 数 は 入 幡 町 及び 容 土 村 に 於 て 0.5 個 を 検出 
し た の み で , 他 は 全く 検出 し 得 な か つた 。 

未 公 表 の も の で ある が , 滋賀 県 衛 課 生 課 が 1941 年 に 調 
査 し た 成績 (第 22 表 ) た ょ る と , 間 根 市 で は 31 尾 調査 , 

1 尾平 均 寄 生 数 2.1 個 , 入 幡 町 及び 安土 村 で は 63 尾 調 
査 , 1 尾平 均 寄 生 数 10.9 個 を 検出 し た の に 比 し て 閉 し 
い 減 少 を 示し て いる 。 

参考 の 検 し た Sarcocheilichthys variegatus に 

於 て も (第 16 表 ) 1 尾平 均 寄生 数 は 0,1 個 で あつ た 。 
5。 

20 紀 後半 に 於 ける 国 の 主 な 肝 棲息 
地方 に 於 ける Pseudorasbora barva に 寄生 し て いる 肝 中 
虫 袖 杏 幼虫 の 漫 淫 度 が 数 字 を 以 て 詳細 に 明示 せら れ た 。 
2. アメ ヌメ リカ ザリガニ 分布 前 後に 於 ける 肝 吸 虫 被 
虫 の 浸 浮 度 を 詳細 に 調査 し た 成績 を 比較 検討 し た の に 分 
布 後に 於 ける 浸 淫 度 は , 分 布 前 に 於 ける それ に 比 し 著 し 
低下 し て お る こと が 確認 され た 。 て この 低下 の 
因 は アメ リカ ザリガニ = が マメ タニ = ニシ を 挿 喰 す る た めで あ 
る と 信 ぜ られ る 。 
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私 は 北海 道内 , 道 南 地方 に た 於 ける 吸虫 類 の 研究 を 志 し , 
昭和 13 年 7 月 以降 路 館 市 近郊 の 淡水 産 上 類 特 に 「 そ ノ 
アラ ガイ Lymnaea (Radix) japonica Jay. を 主 な る 検 
索 目 標 と し て 繰り 返 え し , 二 , 三 の 見 を 得 た の で , 二 , 
三 の 殴 目 を 分 ち て 記載 する 。 

私 は 昭和 13 年 7 月 上 旬 喚 館 市 近郊 茂 辺 地 の 小沼 に 楼 
邊 する 「 モ ノア ラガ イィ イ 」 を 検索 し て 多数 の 「 セ ルカ リア 」 
の 寄生 を 見 つけ , A, B 二 種 の 寄生 を 区 別 し 各 「 セ ルカ 
リア 」 の 上 成 育 を 追及 し て , 動物 実験 上 A, B 二 種 の 吸虫 
を 追及 し 得 た 。 更 に 各 吸 虫 た 関し て 中 間 宿 主 間 の 追及 並 
に 其 の 他 に 就 て 検索 を 重ね , その 上 成 帳 及 び 第 二 中 間 宿主 
の 追加 等 を 知り 得 た の で その 詳細 を 報告 する 次 第 で あ 

第 1 近郊 モ ノア ラガ イ 」 に 寄生 
する A 種 「 セ ルカ リア 」 に 就 て 

私 は 昭和 13 年 7 月 来 近郊 上 郡 辺 地 産 「 そ ノ 
アラ ガイ 」 に た に 宏 生 す る 「 セ ルカ リア 」 を 検索 し て A, B 
二 種 を 区 別 し 得 て , 追及 検索 の 結果 A は 「 ェ エキ ノ ス ト マ 』 
科 吸 虫 た に B は 『「 レ ポ デ ル マ ・ ム ふ ムリ ニュ 」 吸 虫 に 発育 する こ 
と を 同年 11 月 の 品 館 市 医事 講 究 会 席 上 に 第 一 報 と し て 
その 一 部 を 報告 し た 。 

和束 に 昭和 13 年 9 月 以降 , 同年 10 月 の 期間 に A 種 「 セ 

ルカ リア 」 に 就 て , 検索 追及 し 得 た A 種 吸虫 の 発育 史 そ 
の 他 を 記 有 逃す る 。 
第 1 章 A 種 「 セ ルカ リア 」 及 び 「 レ デア 」 の 形態 比 
に 構造 , 
附 記 : 淡水 産 由 類 「 そ ノア ラガ イィ イ 」 に 就 て , 
最初 私 の 本 研究 の 対照 検索 物 と し て 採り 上 げた る 「 モ 
ノア ラガ イィ イ 」 は 北大 水産 学部 前 身 , 両 館 高 等 水産 学校 
教授 理 博 小 林 佐 太郎 氏 の 御 支 援 に 依り 昭和 13 年 東京 
理大 漠 博 士 の 同定 に 依り 分 類 学 上 Lymnaea (Radix 
japonica Jay, で ある と 御 教 示 を 受け た も の で ある 。 
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第 1 節 「 レ デア 

近郊 ( 茂 辺 地 ) 産 「 そ ノア ラガ イ 」 に は 約 65 
の 多数 に A 種 「 セ リカ ヵ カリ ア 」 の 寄生 を 認め た 。 そ し て 感 
朱 員 内 た に は 肝臓 部 に 主として , 二 種 の 形態 を 区 別 す る レ 
ヂ ア の 存在 を 認め , その 一 つ は 第 一 炊 レ デア , 他 は 第 二 
次 レジ ア と 称す べき も の で ある 。 

第 1 項 第 一 炊 レ デア 

第 一 炊 レ デア は 形 円 柱 , 状 体 は 軟弱 淡 次 色 を 帯び 前 後 
両 端 僅 に 狭小 体 表 油 沢 た に し て , 体 の 前 後 両 端 部 に 近く 左 
右 有 対 性 脚 様 膨 隆 部 を 有 す 。 脚 様 膨 隆 部 は 伸縮 運動 を な 
し 前 部 の それ は 括 出 し , 脚 肢 様 運動 を な し , 上 縮 了 没 し 
て は 体 を 細 鉄 に し て 前 進 に 便 た に する が 如き 状 を 量 す 。 

成熟 レデ ア の 大 さ は , 長径 0.990 mm, 幅 径 0.385 
mm 体 の 前 端 部 に は 漏斗 状 の 日 腕 ぁ あり て , 直 に 大 な る 咽 
頭 に 連 る 。 咽 頭 は 筋肉 質 よ り 成 り 球 状 に し て , 大 さき 長径 
0.222 mm, 幅 径 0.211 mm あり 。 腸管 は 短 き 細 き 食道 
部 様 管 を 以 て 咽頭 に 連 り , 可 成 り 太 く 体 の 後 隆起 部 に 近 
く 達 し , 内 に 淡 黄 褐色 の 内 容 物 を 包容 す 。 体 内 に は 数 箇 
の 第 二 次 レ デア を 形成 包 蔵 する を 認め , 外 に 拾 数 科 の 琴 
粒状 物質 を 蔵 す る 大 小 の 析 円 形 包 体 が 遊離 存在 する 。 
第 2 項 第 二 次 レ デア テ 

第 二 次 レ デア は 形状 第 一 炊 レ デア に 近似 し 大 さ は 大 小 
種々 の 階 程 を 呈し , その 発育 せる も の に 就 て は 長径 1.499 
mm, 幅 径 0.277mm あり 。 脚 様 隆起 部 は 第 一 炊 レ デア 
と 同様 な る も , 前 隆起 部 は 引込 め て , 後 隆 起 部 の み を 突 
出し て 居る も の も ある 。 体 の 前 端 , 中 央 部 に は 漏斗 状 の 
あり , その 下部 に は 形 の 筋肉 よ り 成 る 
が ある 。 咽 頭 は 第 一 炊 レ デア に 比 す れ ば 疾 に 小形 に し 
て , 大 さ 長 径 0.055 mm, 幅 0.042 mm を 算 し , 
肉質 部 の 厚 さ 0.008 mm を 計 す 。 咽頭 の 大 小 は 第 一 次 
レ ヂ デア と , 第 二 次 レ デア を 区 別 す る 一 標 徴 で ある 。 腸 管 
は 食道 を 区 別 し 上 難く 直 に 咽頭 に 連 り , 杖 曲 , 或 は 不正 螺 
旋 状 に 鬼 じ れ て , 体 の 後 端 に 近く 後 隆起 部 附近 で 謀 端 に 
終る 。 長 径 1.022 mm, 幅 径 0.058 mm あり 。 腸 内 に は 
淡 黄 色 の 内 容 物 を 蔵 す 。 成 デア に は (3~5) 成就 
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セル カリ ア と 数 箇 の 有 果 種 を 蔵 す 。 レ デア 内 の 成熟 セル カ 
リア は 感 に 伸縮 乃至 遊走 運動 する を 認 む 。 

第 2 節 成熟 A 種 セ ルカ リア 

成熟 セル カリ ア は 紡 鑑 形 の 体 龍 と 細長 き 尾部 ょ り 成 
り , 尾部 は 体 租 後 端 の 切れ 込み に 深く 陥 入 し て 連結 す 。 
生け る セル カリ ア は 活 毅 な る 運動 を な し , 体 租 は 伸縮 し 
て 前 後 左右 た 進み , 尾部 は 振子 様 に 或 は 伸縮 し て , 記 に 
運動 を な し , 水滴 中 に 於 て は , 銚 躍 欄 運 動 を な す も の あ 

体 忠 の 大 さ は 長径 0.377~0.297 mm( 平 均 0.335 mm) 
幅 径 0.219~0.175 mm( 平 均 0.195 mm) あぁ り 。 尾 部 は 
長径 0"5560.411 mm( 平 均 0.498 mm) 尾根 部 の 幅 径 
0.086~0.050 mm (平均 0.069 mm) あり 。 

は 体 の 前 端 在り て 球形 で , 終 
0.047 mm (平均 0.053 mm) 幅 径 0.0580.053 mm 
(平均 0.055 mm) あり 。 

腹 吸 般 は 体 の 略 * 中 央 に 位置 し , 球形 で 唱 吸 般 よ り 僅 
に 大 きく 終 径 0,064~0.053 mm (平均 0.058 mm) 幅 径 
0.069~0.058 mm (平均 0.062 mm) で ある 。 

咽頭 前 順 頭 は 甚だ 短く , 咽頭 は 球形 一 梨子 状 で あぁ つて 
筋肉 り 成 り , 終 0.027~0.025 mm (平均 0.026 
mm) 幅 径 0.025~0.019 mm( 平 均 0.023 mm) で ある 。. 

食道 は 0.089~0.083 mm 幅 径 0.006 mm で あぁ つて, 
下部 は 腹 吸 盤 の 直前 で 左右 の 腸管 に 分 肢 す る 。 腸 管 は 臓 
器 細 胞 に 胃 わ れ 体 の 両側 を 下行 す 。 腹 吸盤 の 後方 に は 鈍 
三角 形 の 排 す 。 内 は 空虚 前 縁 は 左右 の 排 
に ず 。 排 腹 吸盤 の 下部 り * 幅 を 増し 其 の 


・ 両 側 を 上 行 し て に 近く た 細 狭 と な 


り , 日 下部 に 於 て 屈曲 す 。 排 た に は 必 性 
に 富む ,* 大 小 の 光輝 ある 球状 題 粒 体 の 連続 を 認 む 。 こ の 
球状 体 は セル カリ ア の 発育 と 共に , その 大 さ を 増 し , 英 
の 数 各 側 た に 於 て 20~25 箇 内 外 を 算 す 。 

日 吸盤 の 周囲 と は 発生 , 未だ な ら ず 。 
以下 の 後 体 部 に は 多数 の 臓器 原 基 細胞 の 密集 する を 認 
む 。 

第 1 章 A 種 虫 及 び 第 中間 宿 

第 1 節 A 種 被 癌 幼虫 の 形態 及び 構造 , 

モノ アラ ガイ 内 に 於 ける 被 将 幼虫 に た 就 て 検索 する に , 
成熟 被 虫 は 形 球 状 で , は 様 同質 性 の 透明 な 
る 内 外 二 層 よ り 成 り , 厚 さ 0.005~0.003 mm で ある 。 
包 長径 0.194~0.172 mm (平均 0.184 mm) 短 
0.192~0.153 mm 平均 0.180 mm) あぁ り 。 の 
は 体 微細 な る 有 す 。 は 常に 体 を 必 し , 
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時 々 体位 を 移動 す 。 其 の 都度 排 洪 管 内 の l 題 粒 は 流動 する 
の 状 を 認 む 。 に は 続 り て 28 本 の 歯 を 有 し , 
内 8 本 は 肉質 隆起 部 の 腹面 た, 各 側 4 本 多 発 生 し , 他 の : 
20 本 は 頭 の 外 配列 す 。 

吸盤 は 体 の 前 端 腹 面 に ちり て 球形 を 0.055 
~0.042 mm (平均 0.049 mm) 幅 0.058~0.050 mm 
(平均 0.057 mm) な り 。 前 咽頭 は 甚だ 短く , 次 で 球形 
の 咽頭 あり 。 順 頭 は 球形 乃至 僅 に 梨子 状 で 長径 0.027~ 
0.025 mm( 平 均 0.026 mm) 幅 径 0.025~0.019 mm( 平 
均 0.023 mm) な り 。 腹 吸盤 は 体 の 中 央 に 位 し , 横 秩 円 
形 で 終 0.055~0.050 mm (平均 0.053 mm) 幅 0.064 
へ ~0.055 mm( 平 均 0.060 mm) で あぁ る 。 等 の 吸盤 及 び 
順 豆 は 筋 質 組 織 ょ り 成 る 。 食 道 は 生 * 細長 く 腹 吸盤 の 直 
前 た に 於 て , 左右 の 腸管 ( 腸 脚 ) に 分 岐 す 。 腸 息 は 体 の 両側 
を 下降 し 謀 端 に 終る 。 排 江 械 は 腹 吸盤 の 後方 に て , 体 の 
正中 線 に 一 致し て 存在 す 。 排 洪 管 は 甚だ 太く , 体 の 両側 
に 於 て 頂 曲 蛇行 し て , 腹 吸盤 を 抱き 囲む 状 を な し , 内 に 
大 小 の 屈 光 性 に 富む 球状 体 を 包容 し , 球状 体 は 二 重 の 輪 
状 を な し て 認め ら る 。 そ の 数 は 左右 同数 な ら ず 多少 種々 
に し て , 20~30 人 箇 内 外 を 算 す 。 

第 2 節 A 種 吸虫 の 第 二 中 間 和 宿主, 

A 種 「 セ ルカ リア .」 生 の 「 そ モノ アラ ガイ 」 の 
基 の 他 の 体 肉 内 に は , 被 相 幼 虫 形成 を 管 め る も の 多数 を 
散見 する 。 即 ち A 種 「 セ ルカ リア 」 は 「『「 そ ノア ラガ イ 」』」 
内 に 於 て , 被 相 形 成 を 営む も の で あり , 終 面 「 を ノア ラ 
ガイ 」 は 第 一 中 間 宿 主 で ある と 同時 に 第 二 中 間 宿 主 で あ 
る こと を 知る 。 

其 の 他 の 第 二 中 間 宿 主 に 就 て は , 閑 来 の 共 棲 実験 た 伴 
い , 攻 究 を 続行 中 で ある 。 

第 3 章 A 種 彼 府 幼 虫 を 以 て 試 むる 動物 実験 成績 

予め 類 の な き を 検査 上 確認 し た る 
を 試用 し て , 成 明 虫 に 発育 する の を 確認 する 事 が 出来 
た 。 

白 肖 を 試用 し た 実験 成績 の 結果 に て は 本 吸虫 は 既に 馬 
食後 28 日 経過 ( 4 週間 ) た に 於 て 成 明 虫 に 発育 完了 を 知る 。 
40 日 以上 経過 に 於 て は 成虫 発育 は 更に 大 た し て 人 息 形 の 
成 吸 虫 を 確認 し た 。 

動物 実験 に て 本 吸虫 の 好 寄 生 部 位 は , 何れ の 場合 に 於 
て る も, 小腸 上 部 , 殊 に 十二指腸 部 に 占 居 する も の の 如く , 
小腸 中 部 以下 に は を 認め ず 。 其 の 寄生 状況 は 常に 貝 体 
頭 部 を 灯 膜 面 に 笑 込 ん で 吸着 し て 居る も の の 如 し 。 勘 く 
て 本 吸虫 の 好 寄 生 部 位 は 十二指腸 部 で ある と 思考 する 。 

告 本 吸虫 の 実験 的 終末 宿主 の 一 つと し て 折 
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げ , 百 削 の 腸 内 に 於 て 長期 間 47 日 経過 に 於 て も , 寄 生 
生活 を 継続 する を 認め た 。 自 然 状態 に 於 ける 終末 宿主 と 

し て , ( ) が 該当 する 事 を , 実験 成績 上 確認 し 
た が , 後述 する 処 な り 。 

第 4 章 A 種 吸 虫 の 形態 及び 構造 附 そ の 卵子 外形 

本 吸虫 は 概して 細長 , 形 を 腹 に で 
る 。 前端 部 は 狭小 に し て , その 突端 に 鈍 三角 形 の 足 冠 を 
存 し , 体 の 後 端 部 は 前 端 部 より 稽 * 鈍 円 で ある 。 5 祈 フ 
ォ ル マリ ン 水 滴下 , 軽 圧 加 の 成就 吸虫 の 新鮮 標本 の 計測 
に て は , 大 さ 長 径 11.500~9.500 mm( 平 均 10.571 mm) 
卵巣 上 部 位 て , 最も 幅広 く 2.000 mm で 体 
の 外 は 硝子 様 明 の 角質 あ り て , 全体 を 被 , 
微細 な る 皮 前 体 に する も , 後方 に た な り , 
腹 吸 盤 後方 附近 た 至り て 停止 する 。 

頭 窟 体 の 前 端 に は 日 吸盤 を 囲 続 す る 腎臓 形 , 肉質 隆 
起 部 即ち 頭 ちり 。 其 の * 側 方 に 突出 し て , 
葉 を 成す 。 

吾 横 径 0.444 mm 内 外 あ り 。 頭 は 肉質 隆起 
部 の 外縁 に 並行 し , 失 端 を 後方 に 向け 発生 する , 頭 刺 即 
ち り 。 本 吸虫 に 於 ける 数 は 28 本 に し て , 
左右 の 隅 葉 に は 各 4 本 宛 あ り て , 少し く 大 に し て 角 刺 を 
形成 す 。 他 の 20 本 は 肉質 隆起 部 を 外 背 財 に 環 行 し , 交 
微か 前 後に 並列 発生 する 。 

歯 団 の 大 さ は 隅 葉 に 在 る も の , 長径 0.055~0.053 mm, 
幅 径 0.017~0.014 mm, 背面 其 の 他 に 在 る も の 長径 
0.050 mm, 幅 径 0.011 mm を 計 す 。 

吸盤 日 は 体 の 前 に て 頭 守 側 腹 部 に 開口 し 
ぇ 球形 で 大 さ 終 径 0.244~0.188 mm (平均 0.228 mm) 
幅 0.2660.244 mm (平均 0.257 mm) あり 。 

腹 吸 般 は 体 の 3 分節 の 第 一 分 介 線 上 , 又は その 前 緑 に 
位 し , 球形 乃至 椿 円 形 で , 口 吸盤 に 比 し 甚 し く 大 で あ 
る 。 大 さ は 終 径 0.800~0.755 mm (平均 0.774 mm) 幅 
径 0.811~0.711 mm (平均 0.741 mn) な り 。 

消化 管 日 腕 は 吸盤 の 中 央 に 開き , それ に 次 で 甚だ 
短 き 前 咽頭 あり , 長 さ 0.015 mm で ある 。 咽頭 は 乏 に 
接続 す 。 頭 は 状 で あつ て , 筋肉 より 成り , 
0.244~0.233 mm (平均 0.236 mm) 幅 径 0.222~ 
0.177 mm (平均 0.198 mm) な り 。 食道 は 短縮 し , 終 
径 0.400~0.333 mm (平均 0.371 mm) 幅 径 0.055 mm 
で ある 。 食道 の 下部 は 腹 吸 盤 の 前 方 に た 於 て , 左右 の 両 腸 
管 ( 腸 兄 ) に 分 岐 す 。 腸 管 は 左右 共に 体 の 側 縁 に 深い , 
後 走 し 体 後 端 に 近く 盲 端 に 終る 。 

雄性 生殖 
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雄性 生殖 器 に は 精 管 , り 。 は 体長 
の 路 * 中 央 に 前 後に 位置 す 。 形 は 長 横 円 形 で 辺 縁 は 多少 
有 す 。 前 の 大 さ は 終 1.111~0.777 mm 
(平均 0.904 mm), 幅 径 1.2221.000 mm (平均 1.125 
mm) 後 は 終 1,266~0.644 mm (平均 1.109 mm) 
1.022~0.777 mm (平均 0.891 mm) で ある 。 
し て 前 より 後 が 少し く 小 さい 。 

輪 精 管 は 前 回 丸 より 発する も の は , 左上 外側 部 より 発 
し , 前 内 丸 に 於 ける も の は , 右上 外側 部 ょ り 発し , 両者 
は 各 腸 管 の 内 側 を 並行 上 表し , 卵巣 の 位置 より , 生 * 相 
接近 し , 子宮 の 背 を て 陰 に 達 す 。 陰 
は 腸 分 部 の 直下 部 に て 吸 と の に 介在 し , 後 
は 腹 吸盤 の * 中 央 まで 達する も の あり , 形 は 形 
で 大 さ 0.722-~0.666 mm (平均 0.690 mm) 
0.277~0.166 mm (平均 0.233 mm) で あぁ る 。 に は 
精 護 腺 , 射精 管 , 陰茎 を 蔵 す 。 精細 二 室 に 
総 れ , 後半 大 部 分 を 占 む 。 腺 は り 射 精 
管 を 発 す 。 生 殆 孔 は 腸管 分 基 部 の 下端 , 正中 線上 に 義 ロ 
す 。 

雌性 生殖 

性 生 殆 器 に は 卵巣 , 輸 , メー リス 腺 腺 ), 
卵黄 巣 , 子宮 , ラッ レル 氏 管 等 な り 。 

卵巣 は 前 内 丸 の 前 方 , 正中 線 よ り 生 * 右 側 た 偏在 し , 
形 正 円 と し て , 終 径 0.400~0.355 mm( 平 均 0.380 mm) 
0.500~0.444 mm (平均 0.453 mm) あり 。 輸 
は 卵巣 の 背面 より 起り 内 下方 に , 卵 上 部 
に 。 (メー リス 腺 ) は 卵巣 と 前 内 と の 聞 に 
て 正中 線上 に 位 し , 横 槽 円 形 で 和 題 粒状 の 実質 より 成り 終 
径 0.423 mm 横 径 0.624 mm 内 外 あ り 。 卵 黄 巣 は 体 の 
左右 両側 部 に 分 布 し , 上 部 は 巣 の 下 際 に 相当 する 部 位 
以下 の 体側 部 より 始ま り , 以下 後 体 部 に 分 布 す 。 黄 管 
は 前 の 前 端 に て 左右 より 発し , の 下 際 に て 
流し を 走り , 輸 息 す 。 子 宮 は 卵巣 及び 吸 
の 間 に 介 在 し , 両 脚 間 を 数 回 曲 上 行 し , を 経て , 
生殖 孔 す 。 ラ ッ レ 氏 管 は 開 部 ょ より も 
前 方 に 於 て , 輸 息 より 分 離し , 体 の 背 周 正 中 線 よ ょ り も 
左側 に 偏 し 外部 に 開口 す 。 

A 種 吸虫 の 卵子 

本 吸虫 の 卵子 は 路 円 形 , その 色 微 黄色 を 帯 ぶ , 大 さ ( 平 
均 ) 長径 0.123 mm, 幅 径 0.080 mm に し て 卵 帝 は 二 
層 よ り 成 り , 外層 は 厚く , 内 層 は で ある 。 
は 狭小 し , 前 極 に き 小 あり 。 小 の 幅 0.027 mm 
を 計 す 。 小 の 接続 卵 と , 同一 線上 に あり て 平 
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4), 5), 6) 本 成虫 の 頭 部 , 腹部 , 尾部 
(拡大 20 倍 ) 


2) 本 吸虫 の と レ ヂ デア 及び メタ セル カリ ア 
(拡大 100 倍 ). 


4 
本 長 
mm 
1) 上磯 郡 地 村 の 集 池沼 . 
は 
「 精 
~ 
3) 本 の 頭 ある 頭 部 歯 100 倍 ). 6 ) 
\ 4 
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で ある 。 極 は 卵殻 が 微 に 肥厚 の り 。 内 に は 
箇 の 卵細胞 と 多数 の 卵黄 細胞 と を 蔵 す 。 卵 細胞 に は 正 円 
形 で , 前 極 に 近く 正中 線上 に ある 。 
第 5 考 
以上 の 実験 成績 に 依り 老 察 する に , A 種 吸虫 は その 形 
態 , 体制 , 及び 卵子 の 形状 , 其 の 他 本 吸虫 の 発育 実 等 よ 
り , 先ず 「 ェ キノ スト マ 」 科 吸虫 に 属す る も の で ある と 
云う 5 事 は 明白 で ある 。 
形態 並 に 構造 , その 発育 上 よ ょ り A 種 吸虫 は 上 記 「 エ キ 
ノ ト マ 」 の Echinostoma hortense Asada, 
1926。 に 一 致 を 認め 管 て , 本 吸虫 の ホル マリ ン 水 浸漬 の 
本 標本 を 浅田 順一 博士 に 和 送り 同定 を 依頼 し , 本 吸虫 が , 
北海 道 に 存在 する の が 分 布 学 上 , 興味 深き を 推 営 せ られ 
た る も の で ある 。 
追記 
掴 筆 た 臨み 本 成 吸 虫 の 同定 を 頂 わ し た る 浅田 博士 の 御 
情 度 の 御 指 教 に より 感謝 する も の な り 。 
1) 安藤 : 叶 「 肺 トマ 」 流行 地 に 於 
け る 河上 由子 寄 生 の 「 チ ェ ル カリ ア 」 に 就 て .。 ( 余 の 
新 「 チ ェ ル カリ ア 」 六 種 の 追加 ) 中 央 医学 会 雑誌 , 
第 141 号 , , 大 正 7 年 . 2) 安藤 : を 
終末 宿主 と せる 腸 寄生 類 の 研究 . 一 報告 愛知 
医学 会 雑誌 , 第 29 第 4 号 , 披 届 大 正 11 年 . 3) 
安藤 亮 , 尾崎 佳 正 : 吸虫 類 ェ キノ スト マ 科 の 四 新 種 
に 就 て . 動物 学 雑誌 , 第 35 巻 , 413 号 , 技 刷 , 大 正 
12 年 。 4) 安藤 亮 , 蜜 木 寛 : 良 類 を 終末 宿主 と せ 
る 腸 内 寄生 吸虫 類 の 研究 . 第 二 報 告 . 東京 医事 新 誌 , 
第 2340 号 技 届 大 正 12 年 . 5) 亮 , 木質 : 
恨 類 を 終末 宿主 と せる 腸 内 寄生 吸虫 類 の 研究 . 第 三 
報告 。 上 日 本 病理 学会 会 誌 , 筑 14 年 別刷 , 大 正 13 年 . 
6) 沢田 卓 : 「 ェ キノ フ ノ ス トマ , キネ トル キス 」』」 の 第 
ご 中 間 宿 主 に 就 て 。 愛知 医学 会 雑誌 , 筑 30 巻 , 筑 3 
号 。 刷 , 大 正 12 年 . 7) 沢田 卓 : 中 間 
宿主 と する 一 新 吸 虫 「 ェ キノ カス ム ス ・ エ ロン ガー 
ッ ス 」 の 研究 . 愛知 医学 会 雑誌 , 30 , 第 3 号 , 
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大 正 12 年. 8) 平沢 一 : 螺 を 中 間 宿主 
と する 吸虫 類 の 研究 「 ェ キノ フス トム ・ キ ネト ルキ ス 」』 
の 第 二 中 間 宿 主 た に 就 て .。 東京 医事 新 誌 , 第 2502 号 , 
宿主 と する 類 の 研究 . 東京 医 事 新 誌 , 2493 号 
第 2555 頁 , 大 正 15 年 。 16) 土 持 騰 次 : 台湾 産 
も の あら が い に 寄 生 す る 「 セ ルカ リア 」 に 就 て .。 台 
湾 医 学会 雑誌 , 第 257 号 。 733 頁 , 大 正 15 年 。 11) 
馬島 光雄 : 人 体 に 寄生 する ェ エキ ノ ス ト マ * マ クロル 
キス に 就 て .。 東京 医事 新 誌 , 第 2552 号 , 21 頁 , 昭 
和 2 年 。 12) 高橋 操 三 郎 , 石川 薇 次 , 上 野 直 文 : 
ェ キ ノ ス ト マ ・ キ ネト ルキ ス の 人 体 寄 生 の 一 例 。 東 
京 医 事 新 誌 , 第 2657 号 , 1 頁 , 昭和 5 年 . 13) 越 
智 シ ゲル : Echinostoma macrorchis の 発育 
関す る 研究 . 東京 女医 学会 雑誌 , 第 1 券 , 第 1 号 , 別 
刷 . 14) 小野 定 雄 : 南 満 洲 に 於 ける ェ キ ノ ス ネス ト 
マ 科 新 吸 Echinostoma cambi n. sp. の 発育 
史 . 其 の 第 二 間 宿主 の 関係 に て . 動物 学 
雑誌 , 第 42 巻 , 第 495 号 , 6 頁 , 昭和 5 年 . 15) 栗 
: 本 邦 産 田 螺 を 中 間 宿主 する 吸虫 類 の 
研究 . 成 医 会 雑誌 , 第 49 巻 , 第 9 号 , 別刷 , 昭和 
5 年 . 16) 郎 : 本 産 田 螺 中 間 宿主 
と する 吸虫 類 の 研究 . (第 二 報 ). 成 医 会 雑誌 , 第 50 
巻 , 第 6 号 , 別刷 , 昭和 6 年 . 17) 石井 信太 郎 : 良 
類 寄 生 吸虫 類 の 研究 . 実験 医学 雑誌 , 第 19 巻 , 第 8 
号 , 1122 , 昭和 10 年 . 18) 森 「 ェ キノ フス 
トマ 」 科 吸虫 「 ツ マ ェ ルカ リア 」 は 出 板 魚 幼 生 を 中 間 
宿主 と し て 発育 する や 桐 に 就 て の 実験 的 研究 . 東京 
医事 新 誌 , 第 2929 号 , 技 刷 , 昭和 10 年 . 19) 高 
: 螺 を 中 間 宿 と す る Petasiger 属 吸 
の 一 新 吸虫 Petasiger linguiformis に 就 て . 東京 
医事 新 誌 , 第 2944 号 , 技 刷 , 昭和 10 年 . 20) 古 
賀 元 : cinetorchis の 第 二 間 宿 
主 追加 . 東京 医事 新 誌 , 3094 号 , 昭和 13 
年 . 21) 次 藤 亮 : 本 邦 並 びに 満 鮮 に 於 ける 「 ェ キ 
ノ ス ト マ 科 」( 来 口 科 ) 吸虫 に 就 て , 日 新 医学 , 第 
27 年 , 第 12 号 , 第 28 年 , 第 1,2, 3,4,5 号 , 別 
刷 , 昭和 13, 14 年 . 22) 浅田 順一 : ェ テキ ノ ス え スト 
マ 科 吸虫 の 一 新種 並び に 其 の 発育 呆 に 関す る 研究 . 
吉田 博士 記念 誌 , 論文 39 頁 , 昭和 14 年 . 
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各種 駆虫 剤 に よ ょ る 多 虫 集 園 駆 虫 後 の 虫 体 及 び 


1. 体 況 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 部 
横 川 佐野 木 畑 美智 江 
公衆 衛生 院 衛生 学部 寄生 貝 研究 
永 井 隆 吉 
横浜 医科 大 学 皮膚 科 教 宣 


剤 投与 後 の 排 貝 及び 状況 知る こと は , 
その 叉 虫 効果 判定 の た め の 後 検便 の 時 期 を 決定 する た め 
に も , また 排 由 数 を 知る た め の 採 貝 期間 を 決定 する た め 
に も , 重要 な こと で ある が , この 点 に 関す る 知見 は , 従 
来 他 の 研究 に 附 障 し て 断片 的 に 見 られ る に すぎ な い 。 本 
報 は , 訴 虫 剤 投与 後 の 排 貝 及 び 排 卵 状況 を 各種 原虫 剤 に 
つい て 系 統 的 に 検査 し た 結果 の ぅ うち, 貝 体 排出 状況 に 関 
する も の の 報告 で ち つ て , 尻 曳 効 果 判 定 方 式 の 合理 的 な 
設立 を めざす 研究 の 一 環 を な す も の で ある 。 
試験 の 対 と その 方 

a) 試験 の 場所 と その 対象 : 釣 虫 江 淫 地区 で ある 埼玉 
企 郡 高坂 村 に 村民 に 協力 を 求め て その 積 李 
な 援助 を つ て 実施 し 。 

試験 は 4 回 た に たち た つて 行 つ た が , 試験 対象 は 何れ ゃ 村 
民 成 年 男女 中 の 釣 虫 卵 陽性 者 で , 健常 人 と 同様 な 生活 を 
営ん で いる 者 で ある 。 人 手 ・ 副 材 の 都合 上 1 回 30 名 前 


The general aspect of discharging hookworms 
and their ova after the administration of vari- 
ous anthelmintics. I. The expulsion of hookwo- 
rms. Yoshitaka Komiya, Sumiko Sato, Kuniko 
Kojima. (Parasitology Division, National Institute 
of Health, Tokyo, Japan.) Muneo Yokogawa, Mo- 
tohito Sano, Michie Kihata. (Department of Para- 
sitology, Institute of Public Health, Tokyo, Ja- 
pan.) Ryukichi Nagai. (Department of Dermatolo- 
gy, Yokohama University School of Medicine.) 


* 本 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 及び 厚生 科学 研 
究 費 の 補助 に ょ っ て 行わ れ た . 
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後 ま で が と り リ う る 李 限 で あぁ あり, この 人 数 は 大 体 一 部 落 の 
釣 虫 卵 陽性 者 数 に 一 致し た の で , 実施 の 便利 の 上 か ら ゃ も 
それ を と り , 更に 実施 に 際 し て と れ を 任意 に 2 群 時 に 3 
群 に 分 け て 各種 薬剤 を ちり あて た 。 従 つて 1 薬剤 使用 群 
は 15 名 前 後に な つた が , 下記 試験 方 式 を 滅 床 に 施行 
し 得 な か つた 者 は 成績 か ら 除 いた の で , 更に 減 員 し た 枚 
も ある 。 

b) 使用 駆虫 剤 と その 用 量 : 駆虫 剤 と し て は , 四 塩化 
ェ チ レン (テト レン ), アス カリ ドー ル ( 新 ネ マト ー ル ; 
アス キス ), チモール , へ ヘ へ キ シール ・ レ ジル シン (ホモ ト 
= ン ) を 潮 独 又は 二 剤 併 そ て 使用 し た 。 以 上 括弧 内 は 本 
試験 に 使用 し た 各々 の 製品 名 で ある 。 用 量 は 各 薬 剤 の 成 
人 標準 使用 量 で , テト レン 4.5g, 新 ネ マト ー ル 0.9g, ア 
スキ ス 1.2g, チモール 男子 4.0g, 女子 3.0 g, ホモ ト 
= ン 1.0 g。 で ある 。 併用 し た の は 四 塩 化 そ テ チ レン と ア 
スカ リド ー ル と で 各々 の 量 づ つ , テト レン 
3.0g と アス キス 併用 の 場合 は 0.8g, 新 ネ マト ー ル 併 
用 の 場合 は 0.6 g を 併用 いた 。 試 験 の 第 1 回 は テト レ 
ン , アス キス , 第 2 回 は チモール , ホモ トニ = ニン を それ ぞ 
れ 墨 独 使用 し , 第 3 回 は アス キス, テト レン の 音 独 使用 
と 両者 併用 , 第 4 回 は 新 ネ マト ー ル 時 独 使用 と テト レ 
ン ・ 新 ネ マ トー た ル 併用 で 行 つ た 。 

c) 方 法 : 駆虫 方 法 は 私 た ち が 虫 集 に 際 
し 現在 ほぼ 定式 と し て 用 いて いる 方 法 に よ ょ つた 。 即ち 朗 
虫 前 日 前 下 し て 太 20~30g を な ほぼ 100 cc 
( 茶 杯 量 ) の 温湯 に 溶かし て 服用 , 効果 
を 確認 し た 後 夫 々 の 駆虫 薬 を 服用 せしめ あ , 服薬 2 時 間 後 
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表 1 四 塩 化 そ テテ チレ ン に ょ る 駆虫 時 排 由 数 (カッ コ 内 は 総 排 虫 数 に 対す る 百分比 ) 


8 時 間 後 24 時 間 後 計 8 


1 (97;6) 204 (99.0) 2(1.0) 0(0) 0(0) 00) 206 
2 124 (96.4) 1299(100:0) *(0) 129 
テ 3 84(65.1) 45(34.9) 129(100.0) 0(0) 000) 00) 129 
ト 4 115(100.0) 0 (0) 115 
5 81 (95.3) 4(4.8) 85(100.0) 0(0) 0 0 00) 85 
6 55(100.0) * (0) 55(100.0) =.010)- 55 
7 34 (89.5) 0 0) NO 00) #0) 38 
8 28(73.7) 10(26.3) 38(100.0) 0 000) 000) * 00) 38 
和 10 18 (94.7) 1.(5:3) - DA 19 
26 11 12 (80.0) 3(20.0) 15(100.0) 0(0) 00) 00) 000) 15 
年 12 15(100.0) * (0) M00 00) 00 15 
5 13 12 (92.3) 1(6.7) 13(100,0) 000) 13 
月 14 0 (0) 12(100.0) 12(100.0) 0(0) 0(0) 000) 00) 
1(100.0) 0 (0) 1(100.0) 0(00) 00) 00) 


53.6(89.5) 6.1 (10.1) 59.7(99.6) 0.2 (0.4) 000) 00) 
1 48(40.7 72059.3) 18000.0) 00) 
2 200.0) 1890.0) 20100.0) 000) 000) 000) 20 
ト 和 3 2(40.0) 3(60.0) 5000.0) 00) 00) 0 00) 5 
v27 4 4000.0) 00) 4100.0) 00) 00) 4 
ン 年 5 200.0) 0 0 20100.0) 00) 00) 00) 00) 2 
6 0) 2(100.0) 200.0) 00) 00) 00) 2 
9.7(38.5) 15.5(61.5) 25.2100.0) 00) 00) 00) 25.2 


に 後 下剤 を 前 下剤 と 同様 の 方 法 で 投 県 し た 。 な 3 当日 下 総数 に 対す る 比率 を 示す 。 表 中 * 印 は その 時 まで に 排便 
剤 の 効果 が 不 確 実 で あつ た 小 部 分 の 者 に 対し て は , フェ の な か つた も の で ある 。 薬剤 別に 附 し た 期日 は その 楽 剤 
ノバ リン , いち じ く 潤 腸 等 も 併用 し て , で きる だ け 催 痢 を 用 いて 試験 を 行 つ た 期日 を 示す 。 


せしめ た 。 以上 の 服薬 は 過 て 験 者 の 眼前 で 行わ せ た 。 食 各 素 に つい て 各個 別 例 の 排 貝 経過 を みる に , 各 例 の 排 
事 は 前 日 夕食 よび 当日 朝食 は ぬき , その 後 は 後 下 剤 の 貝 総数 が 区 * で ある か ら , 各 期 の 排 貝 数 も 当然 区 * に な 
効果 が 現れ る の を まつ て 随時 軽食 を 許可 し た 。" つて いる が , 今 各 例 の 排 由 総数 を 等 値 に お いて 各 期 排 過 


d) 排 虫 の 検査 : 排 貝 検査 は 服薬 後 5 日 間 の 排便 に 数 の 総 排 由 数 に 対す る 比率 (以下 排 由 比 率 と ょ ぶ ) に ょ つ 
つき 服薬 8 時 間 後 , 1 日後, 2 日後 , 3 日 後 , 4 日後 , 5 て 各 例 排出 経過 を 通 覧 する と , 服薬 後 8 時 間 内 の 排便 検 
日後 と 区 切 つ て 行 つ た 。 探 便 は 各自 に 探 便 鑑 を 渡 し 排便 査 に と よる 痢 虫 比 率 は , それ 以後 16 時 間 内 の 排便 ょ より の 
は 必ず 全部 その 中 に 行わ せ た 。 貝 体 の 探 取 は 各 期 の 探 便 排出 比率 と の 積 怒 ち 24 時 間 内 排 貝 比率 に 比べ 非常 に 
全量 に 水道 を 加え て 所 溶解 粗 2 個 の を 区 で , 各 薬 剤 別 平均 排 比率 と の 差 も よう で あ 
通し て 濾過 し, . 両方 の 秋 に 残 つ た 残 流 を よく 洗 浴 し て そ る 。 い まこ の 間 の 関係 を 明らか に する た め に , 次 の 方 潜 
の 沈 湾 か ら 貝 体 を 探 取 し , その 数 及び 種別 ・ 雌 雄 別 を 検 で 各 群 内 の 8 時 間 内 排 貝 比率 と 24 時 間 内 排 貝 比率 の 変 

動 の 大 き さ を 調べ て みた 。 即 ち 各 個別 例 排 由比 率 を それ 
実験 成績 及び 考察 ぞ れ x と お き , 各 薬 剤 別 各 期 平均 排 由 比率 を x と し て 

表 1ー5 に は , 各 薬 剤 別 の 各 期 に お ける 排 由 数 を 各個 。 その 差 の 平方 を と り , それ を それ ぞ れ の x で 除 し て 宣 

別 例 毎 に 示し た 。 カ ヵ ッ = 内 は 各 期 の 排 貝 数 の 5 日 間 排 由 み を つけ た も の を 各 薬 剤 別に 総計 し て 各 * の 例 数 N で 除 


し た 。 
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表 2. 


アス カリ ドー ル に ょ る 度 貝 時 排 虫 数 (カッ = コ 内 は 総 排 虫 数 に 対す る 百分比 ) 


1 


No. 時 間 時 間 2 3 日 後 4 5 後 

1 37 (65.0) 9(15.8) 46(80.8) 9(15.8) 2(3.4) 0(0) 00 57 

名 11 (27.6) 29 (72.4) 40(100.0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 00) 40 

3 3 (8.8) 31 (91.2) 34(100.0) 0 (0) 0 0) 0(0) 00) 34 

4 8 (25.8) 22(71.3) 30(96.8) 1(3.2) 0 (0) 0(0) 00) 31 
ス 5 10 (40.0) 13 (52.0) 23 (92.0) 2(8.0) 0 00) 0(0) 00) 25 
キ 6 11 (58.0) 8 (42.0) 19(100.0) .* (0) 0 0) @ 19 
7 14 (73.8) 2(10.4) 16(84.2) 3 (15.8) 0 00) * (0 19 
1 8 11 (61.1) 6(33.4) 17(94.5) 1(5.5) * (0) 0(0) 000) . 18 
9 10(83.3) 1 (8.4) 11(091.7) * (0) 0 (0) 1 (8.3) 0 (0) 

10 8 (66.7) 1 (8.3) 9 (75.0) 3(25.0) 0 00) 0(0) 000) 12 

計 11 6 (75.0) 1 (12.5) 7 (87.5) 1(12.5) 0 00) 0(0) 00) 8 
12 1(14.3) 5(71.4) 6(85.7) 1(14.3) 0 00) 00) 000) 7 
26 13 0 (0) * (0) 0 (0) 7(100.0) 0 (0) 0(0) 00) 7 
年 14 0 (0) 6(100.0) 6(100.0) * (0) 0 (0) 6 
a 15 6(100.0) 0 00) 6(100.0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 00) 6 
16 2(50.0) 2 (50.0) 4(100.0) 0 00) 0 (0) 0(0) 00) 4 

17 0 (0) 2 (50.0) 2 (50.0) 2 (50.0) * (0) * (0) 00) 4 
18 1(50.0) 1 (50.0) 2(100.0) 0 (0) * (0) 0(0) * (0) 2 

0 (0) 0 0) 0 (0) 2(100.0) 0 (0) 0(0) 000) 2 


家 7.3 (44.4) 7.3 (44.4) 14.6 (88.8) 1.7(10.2) 0.2(0,6) 0.1 (0.3) 0 (0) 16.6 

1 358 (94.2) 22(5.8) 380(100.0) *(0) 0 の) 0 の ) 0 の ) 380 
新 2 55 (54.5) 22(21:8) * (0 07110 
3 23(85.2) 1(4.7) 2488.9) 00) 00) * 27 
| 5 4 (30.8) 2(15.4) 6 (46.2) 7(53.8) 0 0) 00) 00) 13 
6 6(100.0) 0 00) 6(100.0) 000) 0 00) 6 
4(100.0) 0 (0) 4(100.0) 0( ) 00) 0(0) 00) 4 
27 8 0 0) 0 0) 0 0) 3(100.0) 0 (0)  * (0) *(0) 3 
年 9 2 (66.7) 1(33.3) 3(00.0) 000) 000) 00) 3 
10 0 0) 2(100.0) 2(100.0) 0(0) 00) 00) 00) 
る 11 0 (0) 1(100.0) 1(100.0) 00) 00) 00) 1 


42.8(83.2) 


5.2(10.1) 


48.0(93.3) 


0(0) 0(0) 51.5 


3.5(6.7) 0 00) 


し て , 各 群 各 期 の 変動 S と し た 。 な お 誤差 を 少く する た 
め に , 各 群 と る 排 総数 10 上 の 例 に つい て の み 
算 を 行 つ た 。 表 6 に その 結果 を 示す 。 こ れ に よる と , ど 
の 楽 剤 を 用 いた 場合 に も , 24 時 間 内 排 貝 比率 の 変動 は 8 
時 間 内 の それ に 比べ て 笑 か に 小さく な つて いる こと が わ 
か る 。 表 中 新 ネ マト ー ル 及び テト レン ・ 新 ネ マ トー ルル 億 
用 群 に お いて 24 時 間 内 排 貝 比率 の 変動 の 小さ く な り 方 
が 顕著 で な い が , これ は 各個 別 例 を 示し た それ ぞ れ の 表 
に 見 られ る よう に , 新 ネ マト ー ム 使用 例 No. 5 ( 表 2), 
テト レン ・ 新 ネ マ トー ル 俳 用 例 No. 4 ( 素 3) の 如く 比 
溢 的 少数 排 貝 例 で 同一 群 内 の 他 の 例 と 和美 か に か け は な れ 


(47:) 


た 排 貝 比率 を 示し た 例 の 影響 が 強い た めで , 両者 を 除外 - 
する と 表 中 カッ = 内 に 示し た 如く ずつ と 変動 が 小さ く な た : 
つて いる 。 な お 個別 例 奏 に みる 如く , 10 砲 以下 の 少数 排 
虫 例 で も 大 体 こ れ と 同様 な 傾向 を 示し て いる 。 8 時 間 内 
各 例 排 由 比率 に 変動 が 大 きい 理由 と し て は , この 時 期 に 
は 叉 虫 剤 の 効果 の 現れ 方 に 時 間 的 な 個体 差 が 大 きい こと 
こ 結 果す る と も 考え られ る が , な お 前 下剤 使用 の 際 の 経 
験 か ら こ の 時 期 た に は まだ 下剤 効果 の 現れ 方 に 個体 差 が 大 
きく て , 8 時 間 目 と それ 以後 16 時 間 目 と 分 け て 採 便 し 
た 場合 各 人 の 排便 状況 が 区 * 々 で , それ が 排 貝 状況 に 影響 
を 及ぼ し て いる の で は な いか と る も 考え られ る 。 た ヾ し 今 
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表 3. 四 塩 化 ェ チレ ン 新 ネ マ トー ル 併 用 にょ る 駆虫 時 排 虫 数 (カッ コ 内 は 総 排 虫 数 に 対す る 百分比 ) 


No. 2 後 3 日 後 4 後 5 日 後 

1 0 (0) 34(100.0) 34 (100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (00) 34 

22(78.6) 6 (21.4) 28(100.0) 0 (0) 0 0) 0 (0) 0(0) 28 

3 27(96.4) 1 (3.6) 28(100.0) 0 (0) * (0) 0 (0) i 

ン 4 26(92.9) 1 (3.5) 27 (96.4) 1 (3.6) 0 (00) 0 0) 0(0) 28 

3 5 5(15.0) 17 (85.0) 20(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 20 

x 6 11(57.9) 8 (42.1) 19(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 19 

キ 7 2(12.5) 14 (85.5) 16(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 16 

8 6(42.9) 8 (57.1) 14(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 

9 8(92:7) 3 (29:3) 11(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 
和 10 4¢66.7) 2 (33.3) 6(100.0) 0) * (0) 0 (0) * (0) 6 

27 11 1(25.0) 3 (75.0) 4(100.0) * (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 
年 12 0 (0) 2(100.0) 2(100.0) * (0) 0 0) 0 0) 0 0) 2 
“ 13 0 0) 1(100.0) 1(100.0) 0 (0) * (0) 0 (0) * (0) % 

8.5(52.1) 7.6 (47.4) 16.1(99.5) 0.1(0.5) 0 (00) 0 (0) 0 (0) 16.2 
| 1 196(97.5) 5 (2.5) 201(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 201 

| 0(0) 63(100.0) 63(100.0) (0) 0 (0) * (0) 0(0) 63 
7 0 (0) 0 (0) 0 (0) 
ut 2(13.3) 4 (26.6) 6 (39.9) 9 (60.1) 0 (0) 0 (0) 0(0) 15 
| 5. WW(00,0) 0) 11(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 
新 『 | 6 1mG00.0) 0 0 の 11(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0(0) 1 
ネ 10 | 7 3 (42.9) 4 (57.1) 7(100.0) 0 (0) * (0) * (0) * (0) 
8 3000.0 3000.0- 00) 00) *@ 3 
1 [=9 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1(100.0) 0 (0) 0 (0) * (0) | 
| 1000.0 0 0 10100.0) 00) 00) 00) 1 
EE 24.4 (72.4) 8.3(24.6) 32.7(97.0) 1.0 (3.0) 0 0) 0 (0) 0 (0) 33.7 


* 本 試験 と 同時 に 行 つ た アス キス 和香 独 使 用 事例 (10 例 ) に あつ て は 始 ん ど 排 上 由 が な か つた 
( 表 略 ) の で , 本 試験 の 排 所 は 殆 ん ど テ トレ ン ょ る それ と 考え られ る 。 


表 4. チモール に ょ る 馬 虫 時 排 由 数 (カッ コ 内 は 総 排 虫 数 に 対す る 百分比 ) 
日 


1 


2 後 3 日 4 月 5 日 後 


8 時 問 後 24 時 間 後 計 
1 33(100.0) 0 (00) 33(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 0) "0) 33 
20 (64.5) 11 (35.5) 31(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) * (0 
チ 3 27 (96.4) * (0) 27 (96.4) G8 0 (0) 0(0) 28 
4 27(100.0) 0 (0) 27 (100.0) 0 (0) * (0) * (0) * 0. 
} 5 24(100.0) 0 0) 24(100.0) 00) 00 00) 24 
“ 6 15(100.0) * (0) 15(100.0) * (0) 0 (0) 0 0) 0(0) 15 
a 7 14(100.0) * (0) 14(100.0) 0 (0) * (0) 0 (0) 0(0) 14 
昭 8 2 (14.2) 12 (85.8) 14(100.0) 0 (0) 0 0) 0 (0) 0(0) 14 
9 12(100.0) 0 (0) 12(100.0) 0 (0) 0 (0) * (0) 
” 26 10 5(100.0) 0 (00) 5(100.0) 0 (0) * 0) 0 (0) 0 (0) 5 
11 1 (20.0) 4 (80.0) 5(100.0) 00) 
13 12 0 (0) 2(100.0) 2(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 0) 0 (0) $ 
紀 13 0 0) 0 0) 0 0) 1(100.0) 0 (0) * (0) * (0) 1 
13.8(85.3)” 2.2(13.7) 16.0(99.0) 0.2(1.0) 0 0) 0 (0) 


(48 ) 
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表 5. 


ヘ へ キシ ー ル ・ レ ジル シン に ょ る 虫 時 排 由 数 (カッ コ 内 は 総 排 虫 数 に 対す る 百分比 ) 


1 後 
No. — 
間 後 24 叶 後 計 
1 6 (16.6) 30 (83.6) 36100.0) 00 *(0) * ) 36 
2 0 28(100.0) 28(100.0) 00) 00) *(0) 28 
そ 3 1 (7.1) 11 (87.6) 12 (85.7) 204.3) 00) 000) *(0) 14 
ト 4 3(25.0) 8(66.7) 11 (91.7) 18.3) 00) *0) 000) 12 
5 112.5) 5(62.5) 6 (77.0) 2(25.0) 00) 00) 00) 8 
6 1(33.3) 2(66.7) 3(100.0) 00) 00) 0 ) 3 
2(100.0) 0 0) 2(100.0) *(0) 2 
昭 8 2(100.0)  * 2(100.0) 0 0) * (0) 0 0) 0 (0) 2 
9 1000.0) 1000.0) 000) 00 1 
10 0 00) 0 0) 1(100.0) 000) 00) 1 
11 1(100.0) 0 0) 1(100.0) 00) 00) 00) *(0@) 1 
12 1(100.0) * (0) 1(100.0) 00) 00) 00) 1 
1.5(16.5) 7.1(78.0) 8.6(94.5) 0.55.5) 00) 00) 000) 


表 6 
(x-x)? 
例 数 » 
薬 名 N 
8 時 間 内 24 時 間 内 
14 7.65 0.01 


I アス キス I 10 10.29. 0.75 
新 ネ マト ー ル 5 7.67 4.63 (0.90) 
四 塩 化 チレ ン ・ テト レン 9 22.46 0.01 
ーー テト レン ・ 新 ネ マ トー ル 6 27.42 5.57 (0) 
チモール 9 8.90 0.01 
4 


ヘ キシ シール 
レジ ザル シン 


7.34 


1 


1 


2 後 


3 日 後 


4 後 5 日後 


計 


排 虫 数 年 均 59.7 (99.62) 0.2(0.42%) 00) 000) 0(0) 59.9 
13 (86.7%) 2 (13.3%) 00) 000) 0(0) 15 
25.2 (1002%) 0 0(0) 000) 25.2 
6 (0%) 0 (0 0(0) 0(0) 0(0) 6 
14.6 (88.82%) 1.7(10.22%) 0.2(0.6 2%) 0.1(0.32) 0(0) 16.6 
48.0 (93.3%) 3.5 (6.7%) 0 (0) 0(0) 0(0) 51.5 
6 5 (55.5%) 0 0 00) 
アト レン ・ 16.1 (99.52%) 0.1 (0.5%) 0 (0) 000) 16.2 
= テ レン ネ キス 12 (92.3%) 1 (7.72%) 0 (0) 0(0) 0(0) 13 
アス カリ ドー ル テト レン ・ 32.7 1.0 0 0(0) 
新 ネ コト ー ル ” 8 (80.0%) 2 (20.0%) 0 (0 0(0) 0(0) 10 
16.0 (99.02%¢) 0.2 (1.0%) 0 0) 0(0) 0(0) 16.2 
(84.6%) 2 (15.4%)0 O) 13 
レジ ル シ ン 8 (66.7%) 4 (33.3%) 0 (0) 0(0) 0(0) 12 


( 49 ) 


= 
| | , 
| 
_ 


四 塩 化 テ チレ ン 


テト レン 1I 


ァ ス キャス 


ョ ドー ル 


テト レン ・ ア 


スキ ス 


四 塩 化 テ チレ ン ・ 
アス カリ ドー ル 


テト レン ・ 新 
マト 


チ モー ル 


へ キシ ー ル ・ レ 
ジル シン 


表 


8. 


1~9 
排 数 


1~9 
者 数 10 一 
計 


1~9 
排 虫 数 
計 


1~9 
排 者 数 10~ 
計 


1~9 
排 数 10~ 
計 


1~9 
排 数 
計 

1~9 

排 者 10 
計 


1~9 
数 
計 


1~9 
虫 者 数 10 
計 


1~9 
排 数 10 


1~9 
排 虫 者 数 10 一 
計 


1~9 
排 数 10 
計 


1(100.02%) 0 
99.6%) 3 (0.42%) 0(0) 0(0 
1 (0 0 (0) 0(0 0(0) 
14 Q 0 
0 0 (2 0(0 0(0 
13(100.02%) 0 (0) 0(0) 0(0) 0 
151(100.02¢) 0 (0 0(0) 0(0) 
4 (0) 0 0) ei 0 9 
6 (0) 0 (0 0(0) 
33 13(28.226) 0(0) 0(0) 
245 (91.826) 19 (7.122) 
278 (88.826) 32(10.22%) 2 0.62¢) 1(0.4%) 0 
7 (0) 2 3 0(0) 0(0 
10 (0) 0 0(1) 
17 (0 2 (9) 0(1) 0(1 
16 (84.32) 0(0)- 0(0 
512 35 0(0) 
528 (93.326) 38 (6.726) 0(0) 0(0 
5 (0) 1 (0) 0(0 09 
5 (0) 0 0(0) 
10 (0) 1 (4) 0(0) 0(0) 
13(100.02%) 0 (0) 
197 (99,52%) 1 (0.52) 0(0 0(0 
210 (99.52%) 1 0.52%) 0(0 0(0 
4 0 0 QQ 0(0 0(0) 
9 (0). 0 (1) 
13 (0) 0 (1) 0(0) 0(0 
11 (91.62) 1 (8.42) 0(0 
316 (97.2%) 9 0 
327 (97.02¢) 10 3.02¢) 0(0 0(0 
3 Q 0(0) 
6 (0 0 (1) 0(0 0(0 
9 (0) 1 (1) 0(0) 00 
12 (92.426) 1 (7.6%) 0(0 000) 
197 1 (0.52%) 0(0 
209 (99.02%8) 2 (1.02) 0(0) 0(0) 
3 (0) 1 (0) 
9 0 0(0) 
12 (0 1 (1) 0(0) 0(0) 
16 (84.2%) 3(15.826) 0(0) 0(0 
87 (96.72%) 3 
103 (94.5%) 6 5.526) 0(0 0(0 
0 


. 
226 [寄生 学 雑誌 ・ 第 3 ・ 3・4 
排 数 10 898 
計 0) 899 
__1~9 
者 数 10 0) 14 
計 
0) 13 
0) 138 
0) 151 
0) 4 
(0) 6 
46 
0) 267 
0) 313 
10 
0) 19 
547 
て 新 ネ マト ー ル 
1~9 D(0) 6 
排 者 数 (0) 5 
計 
0 0) 13 
0(0) 325 
4 
6 
000 
0(0) 198 
0(0) 211 
0(0) 
0(0) 13 
90 
10 0 4 
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表 9. 各 期 に ぉ ける 種別 雌雄 別 排 息 数 (カッ コ 内 は 総 排 虫 数 に 対す る 百分比 ) 


者 数 ( 者 数 ) 8 間 後 24 時 間 後 3 月 後 4 後 5 後 
A 9 214(89.5) 25(10.5) 239(100.0) 0(0) 000) 
173(93.5) 12 (6.5) 185(100.0) 0(0) 0(0) 
計 387(91.3) 37 (8.7) 424(100.0) 0(0) 0(0) 
9 202(86.3) 32(13.7) 234(100.0) 0(0) 000) 
テト 15 テア メリ 19 (8.0) 235 ($9.1) 2(0.9) 0(0) 
(12) 計 418(88.7) 51(10.8) 469 (99.5) 2(0.5) 0(0) 

0 3 3 0 


805(89.5) 91(10.1) 896 (99.6) 3(0.4) 0(0) 


29 (90.6) 3 (9.4) 32(100.0) 0(0) 
3(100.0) 0 (0) 3(100.0) 0(0) 
32 (91.4) 3 (8.6) 35(100.0) 0(0) 
4 (8.3) 44(91,7) 48(100.0) 0(0) 
22(32.4) 46(67.6) 68(100.0) 0(0) 
26(22.4) 90(77.6) 116(100.0) 0(0) 

0 0 0 0 


58(38.5) 93(61.5) 151(100.0) 0(0) 000) 
25(49.0) 43(94.3) 8(15.7) 0(0) 


0 47(44.8) 101(96.2) 3 (2.9) 0(0) 
79(50.6) 65(41.7) 144(92.3) 11 (7.1) 0(0) 


39(46.4) 40(50.0) 29(98.4) 5 (3.6) 0(0) 000) 
21(34.4) 34(55.7) 55(90.1) 6 (9.9) 
60(41.4) 74(48.3) 134(89.7) 11 (7.6) 0(0) 000) 


明 0 0 2 0 
計 139(44.4)139(44.4) 278(88.8) 32(10.2) 2(0.6) 1(0.3) 


(18) 


アメ リカ 
(18) 


(1) 


0 (0 0(0) 


$ 0 ( 0 0 6) 
計 0(0) 1(100.0) 1(100.0) 0(0) 0(0) 


9 5) 32(10.8) 277 (93.3) 20(6.7) 
アメ リカ 8 226(84.3) 24 250 18(6.7) 0(0 
(10) 計 471(83.4) 56 (9.9) 527 (93.3) 38(6.7) 0(0) 


0 0 0 0 0 
471(83.2) 57(10.1) 528(93.3) 38(6.7) 0 (0) 


35(72.9) 12(25.0) 47 (97.9) 1(2.1) 0(0) 
23(54.8) 19(45.2) 42(100.0) 0(0) 0(0) 
58(64.4) 31(34.4) 89 (98.8) 1(1.2) 0(0) 
32(36.0) 57(64.0) 89(100.0) 0(0) 000) 
20(62.5) 12(37.5) 32(100.0) 0(0) 0(0) 
52(43.0) 69(57.0) 121(100.0) 0(0) 0(0) 
0 0 0 0 0 


110(52.1)100(47.4) 210 (95.5) 1(0.5) 0(0.5) 


000) 3(00.0) 3(100.0) 0(0) 0(0 


計 0 0) 3(100.0) 3(100.0) 0(0) 0(0) 


テア メ 136(72.7) 46(24.6) 182(97.3) 5(2.7) 0(0) 
(9) 8 108(74.0) 34(23.3) 142(97.3) 4(2.7) 0(0) 
計 244(73.4) 80(23.9) 324(97.3) 9(2.7) 0(0) 


0 0 0 1 0 
244(72.4) 83(24.9) 327(97.0) 10(3.0) 0(0) 


(51 ) 


227 
塩 
0(0) 0(0) 3 
ン 0(0) 000) 48 
00) 0(0) 0(0) 116 
不明 0 
計 00) 0(0) 151 
0(0) 51 ツ 
100.9) 000) 108 
1(0.6) 0(0) 156 
0(0) 84 
アス キス I 19 
0(0) 61 
不 
0(0) 313 
0(0) 00) 1 
0( ) ) 0 
0(0) 0(0) 297 
0(0) 0(0) 565 
00) 0(0) 48 
0(0) 0(0) 42 
計 0(0) 0(0) 90 
? 0(0) 0(0) 89 
スキ ス 0( 0(0) 32 
計 0(0) 0(0) 121 
不 0 0 0 
計 OO) 21l 
000) 3 
o( 0( 0 
0(0) 0(0) 3 
テト レン ・ 新 10 0(0) 0(0) 187 
ネ マ トー ル 000) 0(0) 146 
計 0(0) 0(0) 337 
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1(100.0) 0(0) 1(100.0) 0(0) 00) 0(0) 00) 1 
計 100) 0(0) 1100.0) 0(0) 00) 00) 0(0) 1 

そ 9 113(86.3) 17(13.0) 130(99.3) 1(0.7) 0(0) 0(0) 0(0) 131 
a 計 179(85.2) 29(13.8) 208(99.0) 2(1.0) 0(0) 0(0) 0(0) 210 
| 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 180(85.3) 29(13.7) 209(99.0) 2(1.0) 0(0) 0(0) 0(0) 211 


2(68.7) 1(33.3) 3(100.0) 

1100:0) 0(0) 1(100;0) 0(0) 0(0) 000) 
計 3(75.0) 1(25.0) 4(100:0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 4 
9 11(17,5) 49(77.8) 60(95.2) 3(4.8) 0(0) 0(0) 0(0) 63 
が 計 15(14.3) 84(80.0) 99(94.3) 6(5.7) 0(0) 0)0) 0(0) 105 
0 0 0 0 0 0 0 0 
計 18(16.5) 85(78.0) 103(94.5) 6(5.5) 0(0) 0(0) 0(0) 109 


回 の 試験 で は その 充分 な 分 析 は 行い 得 な か つた 。 
次 に 各 薬 剤 間 の 排 虫 比 率 変動 を 下剤 効果 の 略 * 終了 す 
る 24 時 間 内 排 虫 比率 変動 に ょ つて 比較 し て みる と , 各個 
別 例 を 示す 表 ユー5 か ら も 看 取 さ れる よう に アス カリ ド 
ー ム 使用 群 並 びと へ キシ ー ル ・ レ ゾ ビル シン 使用 群 に 変動 
が 著しい よう で ある 。 

いま 素 1 ユ ~ー5 に つい て 各 群 の 排 由 経過 を 通 覧 する と , 何 
れ の 薬剤 を 用 いた 場合 に も 服薬 24 時 間 後 に は 5 日 聞 総 
排 貝 数 の 大 半 を 排 由 し 終 を , 2 日 後に は その 残余 の 殆ど 
を 排 て , 3 日 後 4 日後 と 排 する 例 は あ 
り , 5 後に は 全く 排 示さ な い 。 この 状況 を 明か に す 
る た め に 表 7 に 各 薬 剤 群 別 の 各 期 排 貝 数 平均 と , その 期 
に 5 日 間 排 貝 総数 の 100 祈 を 排 貝 し 終え た 人 員 を 示し 
た 。 カッコ 内 は それ ぞ れ の 5 日間 総計 に 対す る 比率 を 示 
す 。 こ れ に よ つ て みる と 各 薬 剤 群 中 四 塩 化 テ チレ ン 和 群 , 
四 塩 化 テ チ レン, アス カリ ドー 併用 群 , チモール で 
は 1 日 後に は 各 群 と を も その 人 員 の 80 卵 以上 が 排 由 を 完 
了 し て いる が , その 他 の 群 で は 1 日後 の 排 虫 完 了 人 員 比 
率 が アス カリ ドー ル 和 郡 (アス キス 1137 22, 新 ネ マト ー ル 
55 2), へ キシ ー ル ・ レ ゾル シン 群 ( ホ モト = ン 67 22) と 
も より 劣 つ て いる 。 し か し この 後 2 群 に お いて を も , 排 由 
数 平均 を みる と 1 日 後に は 他 和 群 と 同様 に 5 日 間 排 貝 総数 
の 90 2 前 後 を 排 典 し 終え て いて , 2 日 以後 の 排 貝 数 は 僅 
か で ある 。 即 ち 3 日 後 4 日 後 ま で 排 し て いる 
スキ ス I 群 に お いて も 2 日 以後 に は 排 由 総数 の 11.1 2 
を 排 過 し た た に すぎ な い 。 

な お 表 7 に お いて 各 薬 剤 間 で その 排 貝 経過 を 比較 する 
と , 前 逃 の 如く 1 日 後に だ お ける 排 由 完 了 人 員 比 率 も 又 排 
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虫 数 比率 も アス カリ ドー ルル 群 , キシ ー ル ・ レ ど ゾル シン 
群 と だ お いて 他 和 群 よ り も より 小さ い 数 字 を 示し , 両 群 に お 
いて は 排 貝 が ょ り 選 延 し て いる よう で ある 。 こ れ は 前 作 
の 排 過 比 率 変動 が 大 きか つた 群 に 一 致す る 。 し か し それ 
ぞ れ の 例 数 も 少く 且つ 区 * で , 各 和 群 内 各個 別 例 の 排 貝 総 
数 構成 も それ ぞ れ 異 つ て いる の で , 各個 別 例 排 虫 総数 を 
等 値 に お いて 算出 し た 各 例 排出 比率 より 導い た 群 内 排 由 
比率 変動 , 当日 排 貝 完 了 人 員 比 率 , 及び 排 貝 数 の 多い 例 
の 影響 が 強く 表 わ れ る 排 由 数 平均 こ ょ る 各 群 の 比較 の 結 
果 を , 直ちに それ ぞ れ の 薬剤 の 特性 と 結び つけ る こと は 
で き な い 。 ) 

そこ で 各 群 を , 5 日間 排 虫 総数 が 9 砲 以 下 で あつ た 少 
数 排 貝 例 と それ 以上 の 排 貝 総数 を 示 し た 例 と 分 け て , 各 
期 に お ける 各 群 排 貝 総 計 (カッ = 内 は 5 日 間 排 貝 総数 に 
対す る 比率 ) 及び 排 貝 者 数 (カッ = 外 は 当日 初 排 出 者 数 
即ち 前 日 まで 排 くそ の 期 に 初め て 排 あつ た 人 員 
数 カッ コ 内 は 排 貝 者 数 前 日 より ひき 続き 排 
を 示す 人 員数 ) を 表 8 に 示し た 。 こ れ に より 当日 初 排 由 
者 数 を 見 て ゆく と , 服薬 後 24 時 間 内 の 排便 の 検査 に お 
いて 全然 排 貝 を 示さ ず 2 日後 か ら の 検査 で 初め て 排 貝 を 
示 し た 例 は 何れ の 薬剤 群 に お いて も る も 排 貝 総数 9 匹 以 下 の 
少数 排 虫 例 で あり , 10 克 以 上 の 排 貝 事例 で は 全 例 24 時 
間 内 に 初 排 を 示 し て いる 。 各 期 の 排 貝 者 数 を み 
て ゆく と , 初 排 典 の あつ た 当日 中 に 排 由 が 完了 せ ず それ 
以後 まで する 者 の 率 は , 新 ネ トール 群 の み に 推計 
学 的 に 有意 な 差 を 検出 する に すぎ な か つた が , 何れ の 薬 
剤 お いて も 10 以上 排 例 に お いて , より 多 か つ 
た 。 即 ち 何 れ の 場合 で も 5 日 間 排 貝 総数 の 大 部 分 を 上 最 薬 


. 


昭和 29 年 3 月 (1954)) 


後 24 時 間 内 に 排 典 し 終っ て は いる が , 5 日 間 排 貝 総数 ~ 


9 旋 以 下 の 群 で は , 初 排 貝 日 が 遅れ る 例 が ある も の の , 
初 排 以後 まで 排 完了 の する 例 は ょ り 少 く , 排 
貝 10 上 の 群 で は , 全 例 服薬 当日 に 初 排 行 
う が 排 貝 完 了 が 層 延 する 例 が よ ょ り 多 く , 一 般 に 排 貝 総数 
は 排 貝 経過 に 影響 を 与え る よう で ある 。 た な お 排 由 遅延 の 
要因 と し て は , 各 薬 剤 の 効果 の 現れ 方 の 差異 及び 死 減 虫 
体 の 排出 機構 の 差異 の 存在 の 可能 性 が 老 え られ る が , こ 
の 両者 の 関係 に つい て は 今回 の 試験 で は 明確 に 分 析 し ゃ 
な か つた 。 し か し 排 貝 検査 に 当り , 服薬 後 24 時 間 内 の 
排出 貝 体 の 大 部 分 は 完全 な 形態 を と づめ , 時 に 薬剤 に よ 
る 部 分 的 腐 人 触 と 思わ れる 黒 斑 を 見 る 場合 (へ キシ ー ル ・ レ 
ゲル シン ) が あつ て を も , 消化 摩 歴 作用 を 受け た と 思わ れ 
る 状態 は 見 出さ れ な か つた が , 服薬 2 日 後 よ り の 排出 貝 
体 の 大 部 分 は 部 分 的 に 虫 体 が 消化 麻 在 され て 種別 の 判定 
に 困難 を 来 し た も の が あつ た 。 こ の 事実 は 死 減 虫 体 の 排 
出 機 構 の 差異 の 存在 を 款 持 する も の と 老 え ら る も の で あ 
り , し た が つて この 差異 の 存在 が 虫 体 排出 の 遅延 に 及ぼ 
す 影 響 は 相当 大 きい の で は な いか と 考え られ る 。 

次 に 各 期 に だ ける 種別 ・ 雌 雄 別 の 排 貝 数 並び に 排 貝 比 
率 を に 示し た 。 こ れ を する と , この 場合 も 前 
の 如く 排 貝 数 の 特に 多い 例 の 排 貝 比率 が 各 和 群 総計 し た 場 
合 の 排 貝 比率 に 特に 大 きい 影響 を 与え る と いう 制約 が 加 
わる の で ある が , 各 群 と も 排 貝 総計 に お ける 排 貝 比 率 の 
各 期 に だ ける 挫 移 と その 種別 ・ 雌 雄 別 内 訳 に お ける 排 由 
比率 の 推移 と は , 特に 服薬 1 日後 か ら は 大 体 一 致し て お 
り , 又 服 薬 後 8 時 間 内 , それ 以後 16 時間 内 と 分 けた 場 
合 に も , 排 貝 者 数 ・ 排 貝 数 の 特に 少 か つた 群 を 除く と や 
は り そ れ ぞ れ の 排 貝 比率 に 大 差 が 見 られ な い 。 

な お 以上 の 成績 か ら は 各 薬 剤 群 と を も 服薬 5 日 後 ま で に 
は 一 応 排 貝 が 完了 し て いる よう に 見 られ る 。 し か し て 本 


試験 た に お ける 排 貝 状況 か ら み れ ば , た と を 5 日 以後 た に 排 


虫 が 行わ れる こと が あつ て も 直後 の 排 虫 数 に 比 し 非常 
少 い も の で あり , 前 包 の 5 日間 排 貝 総計 に 対す る 各 期 の 
排 由 比 率 に 大 き な 変 化 を 与え る 程 の 影 絡 は な い の で は な 
いか と 考え られ る 。 


諸 種 除 剤 , 四 塩 化 チ レン , アス カリ ドー , 
チモール , へ キシ ー ル ・ レ ゾル シン を 単独 使用 又は 併用 
し て , 私 た ち が 現 在 路 * 定式 と し て 用 いて いる 方 法 に ょ よ 
り 集 団 虫 を 行い , 服薬 後 の 体 排出 状況 調べ て 
次 の 結果 を 得 た 。 

1) 何れ の 薬剤 を 用 いた 場合 に も , 虫 体 の 種別 雌雄 別に 
関 り な く , 貝 体 排出 は 服薬 満 ユ ー4 日 以内 た 行わ れ 湾 5 
日 後に は 認め られ な か つた 。 し か し て 総 排 由 数 の 90 
前 後 は 服薬 後 満 1 日 以内 た に 排 過 され て いる 。 

2) 服薬 後 8 時 間 内 排 貝 数 の 絶 排 虫 数 に 対す る 比率 は 
, 各 薬 剤 を 通じ て 各 例 毎 の 変動 が 大 きい が , それ 以後 16 
時 間 内 の 排 貝 数 と の 景 積 ち 服薬 後 満 1 日 内 の 排 由比 率 
変動 は 各 薬 剤 を 通じ て は る か に 小 に な つて いる 。 

3) 各 薬 剤 に お ける 排 貝 状況 は , アス カリ ドー へ た 使用 
群 , キシ ー ル ・ レ ゾル シン 使用 群 に だ お いて は 他 群 に 比 
べ 排 が する 傾向 が く , また 群 内 個別 例 の 排 比 
率 変動 が ょ り 大 きい よう で あつ た 。 

4) 排 貝 総数 9 匹 以 下 の 小数 排 貝 事例 で は 初 排 貝 は 層 
延 す る 傾向 が ある が , 2 日 以上 た わた つて 排 貝 の ひき 続 
き 行 われ る 者 の 率 は 少 か つた 。 10 砲 以上 排 虫 し た 事例 で 


" は 全 例 服薬 後 1 日 内 に 初 排 由 を 行う が , それ 以後 ひき 続 


いて 排 所 の 行わ れる 者 の 率 は より 多 か つ た 。 

1) 藤沢 俊雄 (1953) : 四 塩 化 そ テ チ レン (テト レン ) に 

ょ る の 治療 ついて. 6 (7), 606610. 
2) 西村 (195C) : . 出 体 内 に る 卵 の 発 
育 能 に 就 い て .。 予防 医学 . 1 (1), 96104. 3) 

Soper, F. L. (1924) : Treatment of hookworm 
disease with a combination of carbon tetrachlo- 
ride and oil of chenopodium. Comparison of re- 
sults of simultaneous and delayed administration 
of magnesium sulphate. Am. J. Hyg. 4 (6), 700 
~709. 4) Soper, F. L. (1925) : Factors which 
should determine the selection of anthelmintic in 
a geographical area. Am. J. Hyg. 5 (4). 408~ 
453. 5) 牛尾 耕一 (1951): 多 に 関す る 考 
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| 多年 心 の 化学 に ょ り 吸 一 郎 先生 御 指導 
大 人 1 回 1g 小 児 . 湿性 を 除去 する 事 に 成功 し 御調 剤 a _ 
年 半減 に 最も 適し た 作 用 の な い 理 想 前 
包装 25g 100g 除 剤 ラー ン 発売 人 主剤 ・ そ の 他 
lk 5k 10k まし た 。 数 種 の 和漢 薬 配合 
製造 発売 元 
日 本 薬品 株 式 会 
京 出張 所 福岡 市 丁目 国道 TEL ⑧⑨ 3741 


ソー ウェ ラン ・ サ ント ニン 本 会 庵 


あぁ あら ゆる 角度 か ら 合 理化 し 集団 専用 を 新 発 売 致 し まし た 。 | 
価格 ・ 効 果 ・ 服 用 簡易 ・ す べ て の 点 で 御 満足 いた ヾ くけ る も の と 信じ て お り ま す 。 
本 上 品 3 錠 ・ ツ ソー ツェ ラン 5 サン ト ン ,.0:05 舎 と ニニ 
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東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 四 丁 目 大 阪 市 東 区 道修 町 三 丁 目 ・ 


る 
: 
用 量 
装 
‘ 


完全 を 誠 る … 


た つた 1 砲 い た だ け で も 生命 を 失う ぅ 場合 も ある 。 恐 ろ し い 寄 生 虫 を 硫 除 する こと は , 
國民 病 で ある だ け に 紀 剣 に 考え な けれ ば な ら な い 問 題 で す 。 強 力 な 駆虫 効果 を 持ち , 
学界 も 認め ある 処 の アス カリ ドー ル を 成分 と し た アス ボン は , 副作用 の 殆 と ど な い 安心 
出来 る 駆虫 三 と し て 匠 界 の 注目 を 浴び て お り ま す 。 


葉 に 病院 ・ 保 健 所 等 で 集 園 虫 試験 を 実施 し , 推 級 を 受け て いる アス ボン は アス 

カリ ドー ル の 効果 を 増し 副作用 を 除く た め に 新しい 方 法 を 試み て いま す 。 

特 殊 化 操作 ・…・ 腸 管内 於 て 虫 に 対す る 接触 面積 が 増大 し , 体 を 完 旬 ん で , その 拡散 
力 を 強 あ ます か ら , 効果 が 高く 完全 極め て 大 きい 。 

大 腸 内 溶解 操作 ……・ 胃 で と けず 腸 内 で 初め て と ける の で, 種々 の 副作用 が な く 。 人 千 添 付 の 下剤 

の 併用 に よ ょ り 訴 虫 に 対す る 安全 範囲 が 他 に 較べ て 拡大 され て いす 。 


1~2 回 の 服用 で 
十二指腸 虫 が 同時 に と ょ れる 
強力 安全 新 Asu-Bon 

富士 (名 産業 薬品 部 ) 


販 中村 商店 


(ベン レー ト ) 
フィ イィ ラ リア, 十二指腸 虫 予 防 に も 是非 御 使 用 下 き い 
Benlate の 姉妹 品 & と し て 
剤 デメ レン ト 
nt アニ マレ ント 


東京 都 板 橋 区 志村 注水 町 
電話 板橋 (96) 3993 番 

振替 口座 東京 125610 番 


| が 御座 いま す 
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昭和 29 年 3 月 (1954)] 


( 昭 和 26 へ 27 年 の 分 ) 


・ 原田 義 道 , 森 納 (1952) : に 皮 内 反応 
に よる 多 虫 症 の 診断 . 臨床 医学 , 37(3), 1~5. 

. 原田 義道 , 渡辺 仁 (1950) : 若菜 病 の 臨床 . 最新 
医学 , 5(7), 1~4: 

・ 原田 義 道 , 森 納 (1951): 十二指腸 虫 の 
培養 波 に つい て 。 医学 と 生物 学 , 20(2), 65~67. 

・ 石 原 国 , 原田 義道 , 森 納 , 久代 文世 (1952): 
釣 虫 症 診 断 の 再 検討 . 最新 医学 , 7(8), 30~34. 

。 大 塩 行 夫 (1951): イツ ッ アミール レゾ ビル シン に よる 
試験 . 書 産 新報 , 55 号 , 43 

. 大 塩 行夫 (1951) : フェ ノ チ アジ ン ・ 炭素 合 
の 効果 . 日 本 会 雑誌 , 4 (3) . 

・ (1951) : 豚 の 各 今 仔 た 対す る 薬液 
並 に 虫 卵 , 仔 虫 の 発育 た 及ぼ す 水 素 イ オン 濃度 の 影 
響 に つい て 。 農 業 技術 研究 所 報告 , G( 弟 産 ), 第 1 
号 , 165~171. 

・ 生駒 博 , 伊藤 (1952) : 豚 防 に 関す る 
研究 。 農業 技術 研究 所 報告 , G( 弟 産 ), 3 号 , 183~ 
202. 

. 佐藤 登 之 助 (1952) : へ キシ ー ル レゾ ビル シン の 豚 縮 
虫 原 除 試験 . 農業 技術 研究 所 報告 , G( 弟 産 )) 3 号 , 
179~181. 


(昭和 28 年 以降 ) 


・ 小田 (1953) : 片山 病 皮 炎 の 研究 第 1 編 
日 本 住 血 吸 虫 症 募 姓 地 方 に 発生 する 皮膚 炎 の 本 態 に 
関す る 文献 的 , 商学 的 及び 臨床 的 検討 . 岡山 医 雑 , 
65(6), 839~-847. 

・ 小田 夷 三 (1953) : 片山 病 皮 膚 炎 の 研究 , 第 2 編 
日 本 住 血 吸 症 地 方 に 見 出さ れ た る 血 吸 
虫 , 並 に 同 吸虫 セル カリ ア に ょ よる 実験 的 皮膚 炎 に 就 
て 岡山 医 雑 , 65(6), 849~858. 

・ 小田 珠 三 (1953) : 片山 病 皮 膚 炎 の 研究 , 第 3 編 ・ 
日 本 住 血 吸虫 症 延 地方 に 発生 する の 病理 組 


験 的 研究 . 岡山 医 雑 , 65(6) , 867~878. 


・ 小田 (1953) : 鳥 住 血 吸 の 発育 関す る 


研究 , 特に その 中 間 宿 主体 内 に お ける 発育 た に 就 て . 
岡山 医 雑 , 65(6) , 879~888. 


大 塩 行 夫 (1952) : 転 虫 に る に 関す る 


究 . (1) 催 物質 に 就 て . 
農業 技術 研究 所 報告 , G ( 玄 産 ), 3 号 , 171~178. 


・ 大塩 行夫 (1953) : 転 虫 に ょ る 血 に 関す る 


究 , (2) 得 血 の 機転 に つい て . 
農業 技術 研究 所 報告 , G ( 才 道 ), 5 号 , 59~64. 


・ 大 塩 行 夫 , 古田 , 長畑 (1953): Supat- 


onin (1-Diethyl carbamyl-4-methy!l piperazine- 
citrate) に よる 豚 の 内 試 験 . 産 新 
報 , No. 114, 636637. 


・ 田 : トビ イロ シワ アリ の 腹腔 内 に 宿 


る 方 形 条 及び 条 虫 の 虫 の 季節 的 消長 に 
つい て ,。 動物 学 雑 誌 , 62(8), 292295. 


・ 沢田 (1953) : 寄生 する 橿原 条 (新種 ) の 形 


・ 沢田 (1953): 寄生 する 束 条 虫 の 発育 関 


する 研究 . 動物 学 雑誌 , 62(6) , 202-205. 


・ 沢田 (1953) : 寄生 する 橿原 条 の 発育 


こ 関 する 研究 . 奈良 学 酸 大 紀要 , 2(2), 147~159, 


沢田 Intermediate Hosts of Chicken 


Tapeworms Found in the World. Journal of Nara 
Gakugei University. 3(2), 191~196. 


・ 沢 田 勇 (1953): 橿原 条 虫 の 宿主 体内 に お ける 生 


存 期 間 . 科学 , 23(5), 255~256. 


・ 沢 田 (1953) : 橿原 条 の 中 間 宿主 体 


内 に お ける 生存 期間 . 科学 , 23(7), 369~370. 


・ 野田 亮二, 高岡 孝 和 (1953) : トル オー ル に 依る 犬 


消化 管内 生 試験 書 産 新報 , No. 116, 
719~722. 


17. 小宮 義孝 , 佐藤 溢 子 , 相崎 徳治 郎 (1953) : 医師 に 


か か つて いな い 釣 貝 寄生 者 の 症状 お よび その 作業 能 
に 及ぼ す 影 響 に ついて. 衛生 , 13(4), 1~6. 


18. 和泉 精 一 , 沢田 (1953) : 下水 汚泥 中 の 
卵 の 問題 (第 3 報 ). 水道 協会 雑誌 , (223), 27~30. 
19. 伊藤 二郎 (1953) : 日 本 住 血 吸 虫 の 宿主 特異 性 に 関 


学 的 研究 . 岡山 医 雑 , 65(6), 859~865. 
・ 小田 三 (1953) : 片山 病 皮膚 炎 の 研究 . 第 4 編 , 
日 本 住 血 吸虫 セル カリ ア の 皮膚 炎 起 生 性 に 関す る 実 
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. Kazuo Yasuraoka (1953): Ecology of the mi- 


こ お け る の 感染 
新 学 , 40(7), 


する 研究 , 
率 , 生存 率 お よび 分 布 率 . 
403. 

伊藤 二郎 (1953) : 本 住 血 の 外界 環境 に 対 
する 性 1. 本 た 対す る 各種 集 法 の 比較 . 
日 新 医 学 , 40(8), 450~454. 

伊藤 二郎 (1953) : 日 本 住 の 宿主 特 に 関 
する 研究 2. 実験 小動物 こと お ける 貝 体 の 発育 状況 お 
ょ び 子 宮内 の 貝 . 医学 , 40(9), 518~522. 
小宮 義孝 (1953) : 著 明 な 病 症 を 呈し た と 思わ れる 
腸 の 1 例 . 最新 医学 , 8(9), 85~88. 

伊藤 二郎 (1953): 日 本 住 血 吸 外界 環境 に 対す 
る 抵抗 性 2. 各 に お ける 本 の 化 状況 と 抵 
抗 性 (日 新 医 学 , 40(10), 569~573. 

小宮 義孝 , 横川 宗雄 (1953) : 吸虫 症 者 の 
お よび か ら の 貝 検出 頻度 に つい て . 公衆 衛生 , 
14(6), 86~89. 

小宮 義孝 , 相崎 徳治 郎 , 大 竹 省 青 , 塚越 孝二 (1953) : 
期 集団 を す こと に よる に 関す る 
野外 モデ ルル 試験 . 寄生 躍 学 雑誌 , 2(2), 3339. 
石崎 (1953): 症 の 臨床 的 研究 (1) 直接 
抹 本 に ょ る 卵 定量 法 と その 応用 . 寄生 学 
雑誌 , 2(2) , 13~18. 

佐藤 (1653) : 検査 の 研究 , 1. 人 内 
鍋 虫 卵 分 布 状況 に つい て . 寄生 虫 学 雑誌 , 2(2), 22 
~26. 


racidium 1. On the perpendicular distribution 


and rheotaxis of the miracidium of Fasciola 
hepatica in water. Japanese Journal of Medical 
Science & Biology, 6(1), 1~10. 


. Yoshitaka ‘Komiya and Muneo Yokogawa: 


30. 


31 


. Seiichi Izumi (1953) : 


(1953) : The recovering of paragonimus eggs 
from stools of paragonimiasis patients by AMS 
III centrifuging technic. Japanese Journal of 
Medical Science & Biology, 6(2), 207~211. 
Jiro Ito (1953) : Redescription of Cercaria in- 
certa faust, 1924 a cotylomicrocercous cercaria 
in snail host Semisulcospira spp. in Japan, 
(Trematoda). Japanese Journal of Medical Sci- 
ence & Biology, 6(3), 289~297. 

Seiichi Izumi (1953): Biological studies on as- 
caris eggs IV. Ascaris ontogenesis observed by 
nucleic acid stainings, and distribution of fat 
or glycogen following the development of asc- 
aris eggs. Japanese Journal of Medical Science 
& Biology, 6(4), 371~383. 

Biological studies on as- 
caris eggs V. On the staining reactions of asc- 
aris eggs to phasphor, calcium and some other 
substances in the process of their o6genesis. 
Japanese Journal of Medical Science & Biology, 
6(4), 385~388. 
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29 年 3 月 (1954)]〕 


員 名 和 29 年 1 月 30 現 ) 


O 〇 印 昭和 28 年 1 月 以降 新入 会 


千葉 市 玄 鼻 町 千葉 大 医学 部 衛生 学 教室 
横須賀 市 信 証 高等 学校 

鹿 上 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 学 教室 
川 日 市 上 青木 町 2597 埼玉 県 川口 保健 所 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 日 本 医科 大 学 
県 三原 市 木原 町 1529 日 本 生 病 研 究 所 
岐阜 県 郡 加 町 西 市 場 市 日 出 町 伊那 波 保 所 
久留 米 市 西町 2005 

前 市 本 町 53 前 大 学 病院 外 科 

小倉 市 真 堆 町 74 九州 歯科 大 学 
札幌 市 北 12 西 5 北大 医学 部 病理 学 教室 

名 古屋 市 中 区 春日 町 19 

東京 都 泥 橋 区 戸塚 町 3 の 329 

東京 都 品川 区 平塚 6 の 1633 

和 市 美園 町 5 和 立 医大 病理 学 教室 
鹿児島 市 鹿児島 大 学 農 学部 

大 学 九州 大 学 医学 部 寄生 学 教室 
長崎 県 練 早 市 長崎 大 学 風 土 病 研 究 所 

大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大阪 赤十字 病院 研究 科 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 学 病 研究 所 
市 前 大 学 医学 部 外 
東京 都 武 野市 吉祥 寺 大 医学 部 寄生 学 教室 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
東京 都 新宿 区 大 久保 百人 町 資源 科学 研究 所 動物 学 き 
前 市 大 学 医学 部 外 


l 
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赤 
赤 
秋 
秋 
新 
新 
新 
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麻 
法 


山 


大 阪 府 高槻 大 市 字 古 細部 350 大阪 医大 放射 線 教室 
大 阪 市 大 阪 大 学 医学 部 生化 学 教室 
一 薬品 工業 株 式 会 社 研究 所 富山 県 射水 郡 小 杉町 
E 枝 。 広島 県 尾道 市 吉 和 町 33 日 本 寄生 貝 病 研究 所 
.G 


市 大 堅 九州 大 学 医学 部 学 教室 

岐阜 市 比 野 町 岐阜 県 立 大 学 医学 部 病理 学 教室 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 東京 慈 医大 内 科 
新潟 県 小 子 谷町 403 _ 魚沼 病院 内 

神奈 川 県 高座 郡 相 模 原 町 土 稚 聞 国立 相模 原 病院 


の 
正 
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232 [寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 3・4 号 


岐阜 県 立 大 学 医学 部 県 市 局 区 内 北野 町 1 


O 権 岡 県 田町 三菱 鉱業 町 病院 
O 群馬 県 学校 保健 会 群馬 県 前 橋 市 群馬 県 教育 会 事務 局内 
了 の 部 
O 浜 田 上 米子 市 鳥取 大 学 医学 部 
浜 田 義 雄 大阪 市 北 区 堂島 西町 7 阪 大 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
洗 家 種 東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 


Hunter III, G.W. 東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 


原 田 文 雄 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 3 神奈 川 県 衛生 研究 所 

原 田 芝 三郎 産 課 

原 田 義 道 鳥取 県 米子 市 西町 36 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内 科学 教室 
原 田 隆 京都 市 左京 区 聖護院 川原 町 53 京都 大 学 医 学部 内 科 第 一 講座 
原 市 長州 困 1 の 66 高橋 方 

原 誠 基 長野 県 西 筑 摩 郡 三岳 村 
O 奉 田 豊 作 鹿児島 市 鴨 池町 鹿児島 大 学 第 一 内 科学 教室 

長谷 川 皿 北海 道 札 幌 郡 江別 町 西野 幌 三 札幌 医科 大 学 衛生 学 教 室 

治 神戸 市 区 畑 通 3 の 22 

橋 治 鹿児島 県 鹿児島 郡 谷山 町 和田 農林 省 家 衛生 試験 場 九州 
橋 本 美 矯 雄 久留 米 市 久留 米 医 大 病理 学 教室 

本 宏 千葉 市 鼻 町 千葉 医大 理 

橋 本 典 秋 熊本 市 城 の 内 二 / 丸 町 熊本 大 学 医学 部 審 生 虫 学 教室 

橋 村 秋 雄 東京 者 練馬 区 豊玉 北 1 の 8 

田 郎 新潟 県 新発田 市 寺町 病院 

服 部 絢 一 礼 岡市 博多 局 区 内 大 字 堅 粗 九 大 医学 部 第 一 内 科 

林 田 正 典 熊本 市 城 の 内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

本 正 武 大阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大 阪 赤十字 病院 研究 科 

直 東京 都 港 区 芝 愛 町 2 の 105 東京 医大 内 科 

林 力 東京 都 港 区 芝 愛 容 町 2 の 105 東京 病院 南 病棟 林内 科 

林 減 生 東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝 研 第 6 研究 部 

都 野市 吉祥 寺 応 大学 医 学部 寄生 学 教室 

東 市 大 仙 町 大 農学 部 

太 郎 九州 大 学 医学 部 病理 学 教室 
O 肥 後 正 和典 鹿児島 市 嶋 池町 鹿児島 大 学 第 一 内 科学 教室 

志 数 子 浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医大 寄生 学 教室 
oH 野 真 申 県 三豊 郡 田村 


広島 県 立 医科 大 学 附属 図書 館 阿賀 町 
大 学 医学 部 外 科 教 室 市 本 町 53 
大 学 本 部 市 弘前 局 区 内 相良 2 
本 田 ョ 義 東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学内 科 
O 〇 本 間 誠 山形 県 酒田 市 下 中 町 57 
堀 唱 武 二 郎 東京 都 千代 田 区 神田 錦町 1 の 6 日 本 基 叔 教団 診療 所 
重 人 金沢 市 仙台 町 金沢 大 学 理学 部 生物 学 教室 
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県 志 比 国 県 研究 所 

東京 都 板 橋 区 板 祐 町 9 の 1817 東京 都 宏 生 虫 病 診療 所 
横須賀 市 久里 浜 東京 水産 大 学 増殖 学科 

山梨 県 甲府 市 鏡 町 山梨 医学 研究 所 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医大 病理 学 教室 

東京 都 紀田 谷 区 下馬 町 3 東京 獣医 書 産 大 

群馬 県 勢多 郡 木 駒形 町 24 

小樽 市 砂 留 町 82 北大 医学 部 薬理 

長崎 県 

東京 都 文京 区 ヶ 岡 町 東京 大 学 学部 内 科学 教室 
長崎 市 坂本 町 長崎 医大 衛生 学 教室 

横浜 市 金沢 区 六浦 市 立 大学 

市 町 岡 学 大 学生 学 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

千葉 市 玄 鼻 町 千葉 医大 病理 学 教室 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 

大 阪 府 豊 能 郡 築 面 町 大 町 山 桜井 

京都 市 上 京 区 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 生化 学 教室 

京都 市 下京 区 西 七条 上 る 比 輪 田 7?4 藤 沢 薬 品 工業 株 式 会 社 京都 研究 所 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医大 宏 生 躍 病 学 教室 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 笠 
島根 県 仁多 郡 横田 町 

山 市 山 生 部 

Department of Zoology National Taiwan University. Taipeh, Formosa China 
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東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 
多 局 区 内 岡市 大 学 大 学部 第 二 内 科学 教室 
長野 県 南佐久 郡 町 佐久 病院 
山梨 県 甲府 市 鋭 町 山梨 医学 研究 所 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風土 病 研究 所 病理 部 
千葉 市 矢作 町 農林 省 試験 場 
奈良 県 高 市 郡 敵 秒 町 奈良 県 立 医 大 小児 科 
市 葛城 町 273 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医 料 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 上 馬 町 1 の 528 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
東京 都 世 田 ヶ 谷 区 上 馬 町 1 の 528 
岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

病理 学 教室 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 7 阪 大 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 部 
東京 都 板橋 区 東大 泉町 東京 学 疲 大 学 大 泉 分 校 
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群馬 県 前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
宮崎 県 宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農 学部 淡 医 学科 

大 阪東 局 区 内 法 円 坂町 3 大阪 赤 十字 病院 外科 
岡山 大 学 医学 部 学 教 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 聞 恵 医大 附属 病院 南 病棟 林内 科 
山口 県 下関 市 長 府 町 山口 大 学 澤 学部 家 書 病理 学 
米子 市 西 所 鳥取 大 学 医学 部 

横須賀 市 野比 町 国立 久里 浜 病院 

子葉 市 鼻 町 千葉 大 学 部 学 教室 
東京 都 三 下 連 和 119 試験 場 小平 分 場 
京都 港 区 芝 金 台 町 国立 予防 研究 所 部 
東京 都 港 区 麻布 我 善 坊 20 

東京 都 北 多摩 郡 小 平 町 農林 省 家畜 衡 生 試験 場 
東京 都 区 向 ヶ 岡 町 東京 大 学 学部 
東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 部 寄生 教室 

名 古屋 市 西区 浄心 町 2 の 11 

岡市 1276 九 大 医学 部 寄生 学 教室 
千葉 市 鼻 町 千葉 大 学 医学 部 学 教室 

市 府中 町 1 

名 古屋 市 

東京 都 志 田 ヶ 谷 区 玉川 用 賀 町 1 の 88 

東京 都 日 黒 区 平 町 88 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
岡市 大 字 九 州 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
熊本 県 上 益城 部 御船 町 御船 保健 所 

野市 境 170 日 本 産 大 学 病 理学 教室 

大 阪 府 堺 市 大 仙 町 大 農学 部 

市 川 市 国府 台 千葉 血清 研究 所 

東京 都 文京 区 東京 大 学 学部 

東京 者 志田 ヶ 谷 区 太子 堂 町 342 

北海 帯 広 局 区 帯 産 大 学 

大 阪 市 東住吉 区 田辺 東町 8 の 5 大 阪 市 教育 委員 会 
東京 都 港 区 芝 折 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
山口 県 阿武 郡 大 井町 大 井 家 畜 保 健 衡 生 所 
市 南 条 西 15 丁目 

熊本 市 城 の 内 2 の 丸 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
京都 市 左京 区 下 嶋 宮 河 町 9 

県 知多 郡 横須賀 町 

奈良 市 奈良 学 酸 大 学生 物 学 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医大 第 一 内 科 

山口 県 字 部 市 山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 

大 阪 市 東成 区 大 今里 北 乏 町 4 丁目 149 

東京 都 大 田 区 新井 宿 6 の 687 
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市 清水 町 65 崎 衛 生研 究 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 審 生 虫 部 


三重 県 次 郡 展 村 
大 阪 市 北 区 大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 

大 阪 府中 河内 郡 松 原町 阿保 231 大阪 市 東 住 宅 保健 所 
熊本 県 荒尾 市 原 方 田倉 掛 

市 西新 町 807 

武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学内 科学 教室 
京都 府 何 鹿 郡 賀 村 中 央 病院 

市 大 大 学 医学 部 小児 科学 教室 
東京 都 目黒 区 下 目 黒 3 の 541 魚谷 医院 
東京 都 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 学 教室 
大 阪 府 高 槻 市 大 字 高 槻 1,363 

愛知 県 海 郡 富士 松村 大 境 児 108 の 1 

岡市 大 堅 灯 九州 大 学 医学 部 寄生 学 教 
東京 都 千代 田 区 ヶ 関 厚生 省 公 衛生 局 

広島 県 三原 市 木原 町 1925 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
東京 都 目黒 区 下 目 黒 3 の 541 魚谷 医院 
東京 都 文 京 区 湯島 東京 歯科 医科 大 学 
静岡 県 富士 郡 富士 町 町 立 富士 中 央 病院 

長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 医 学部 風土 病 研究 所 

大 阪 市 北 区 堂島 西 7 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 
滋賀 県 坂田 郡 相 原村 大 池 相 原 2222 

京都 市 上 京 区 京都 府 大 衛 生 部 環境 衛生 課 
尼崎 市 武庫 3 の 37 

名 古屋 市 中 区 西 洲崎 町 36 公衆 保健 協会 中 部 日 本 寄生 虫 予防 協会 


東京 都 中 央 区 明石 町 聖 路 加 国際 病院 内 科 


大 阪 府 池田 市 建 石 池田 回 生 病 院 薬局 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動 物 学 教室 
市 東 浅香 山 町 16 

岩手 県 感 岡 市 志 家 2 の 22 

東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 高校 

千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 

千葉 県 館山 市 北条 1703 _ 川名 医院 

長崎 県 大 村 市 長崎 大 学 学 本 学 部 保健 科 
広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研 究 所 
小倉 市 真鶴 町 74 九州 歯科 大 学 病理 学 教 室 
熊本 市 城内 二 乏 丸町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
岡市 大 学 医学 部 寄生 学 教室 
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甲府 市 古 府 中 町 3 の 123 

岡山 県 都 件 郡 早 島町 国立 岡山 療養 所 

岡山 市 岡山 大 学 学 教室 

岡山 県 都窪 郡 早島 町 

大 津 市 衛生 課 

山形 県 北村 山 郡 東根 町 東根 赤十字 病院 内 科 
宮崎 市 盤 塚 町 宮崎 大 学 農 学部 水産 学科 

岡山 市 津島 岡山 大 学 官舎 

東京 者 練馬 区 小竹 町 2352 

山形 県 酒田 市 本 町 5 の 23 

京都 市 石 京 区 竜 安寺 衣 笠 下 町 35 

東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
鹿児島 市 鴨池 町 51 鹿児島 県 立 大 学 医学 部 公 各 衡 生 学 教室 
前 市 本 町 大 学 医学 部 第 1 病理 部 ) 
東京 都 北 区 志茂 町 1 の 2340 日 本 化 薬 王子 製薬 工場 
東京 都 中 野 区 上 高田 2 の 482 予備 際 公 答 11 号 
長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 医学 部 皮膚 科 教 室 

大 阪 市 福島 区 大 阪 大 学 只 属 病院 第 二 内 科 

大 阪 府 豊 中 市 桜塚 本 通 3 の 38 

松山 市 樽 味 町 松山 農 笠 大学 

前 橋 市 岩神 町 280 群馬 大 学 医学 部 公 双 衡 生 学 教室 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動物 教室 
栃木 県 栃木 市 下都賀 病院 

北海 道 旭 有川 市 北門 町 9 北海 道 学 論 大 学 如 川 分 校生 物 学 教室 
岐阜 市 岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 

宮崎 県 南那珂 郡 島 町 診療 所 

和歌 山県 那賀 郡 小川 村 梅 本 691 和歌 山大 学 教育 学部 
前 橋 市 岩神 町 280 群馬 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 
神奈 川 県 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 185 神奈川 県 衡 生研 究 所 
斑 岡 市 潟 州 町 58 古賀 胃腸 病院 

久留 米 市 町 久留 米 医 大 学 教 室 
宮崎 市 本 郷 南 方 駅 前 南方 診療 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 

高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 
東京 都 武 蔵 野 市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 
川崎 市 高津 

北 多 摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 衛生 学 教室 

大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 5 の 48 大阪 医科 大 学 病院 
久留 米 市 高良 内 診療 所 

東京 都 北 多 鹿 郡 府中 町 都立 農業 高等 学校 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 
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東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 審 生 貝 部 
東京 都 北 多摩 郡 府 中 町 東京 農工 大 学 農 学部 淡 医 学 教室 
東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 東京 寄生 虫 予防 協会 
札幌 市 北 七 条 東 4 丁目 原 テル 方 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動 物 教 室 
杉並 区 和泉 町 118 

東京 都 千 代田 区 神田 鎌倉 町 9 神田 診療 所 
東京 都 麻布 町 3 病院 
宮崎 県 南那珂 郡 町 国民 健康 保険 組合 診療 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
長野 県 下水 内 郡 太 田村 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 
熊本 市 城内 二 の 玉 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 


〇 九州 大 学 医学 部 生 学 教室 岡市 


仙台 市 新 河 原 町 52 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 
東京 都 千 代田 区 給 河 台 1 の 8 日 本 大 学 歯 学部 薬理 学 教室 
兵庫 県 竜 野 市 町 西 構 

私 前 市 本 町 避 前 大 学 医学 部 外科 学 教室 
鳥取 市 上 段 

市 九州 大 学 医学 部 生 学 教室 

京都 市 上 京 区 柴野 南部 若草 町 9 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 胃腸 科 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 一 内 科学 教室 
吹田 市 町 111 

北海 道 空知 郡 三 笠 町 三笠 町 立 病院 内 科 
高知 運 信 診療 所 


大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 2 彰 晶 新聞 大 阪本 社内 (大 阪 寄生 貝 予防 会 ) 
東京 都 港 区 芝 愛 鶴町 2 の 105 _ 聞 恵 医大 附属 東京 病院 南 病 棟 林内 科 


岡山 県 郡 村 明 6253 国立 療養 所 邑久 光明 
前 橋 岩神 町 905 大 学 小児 科 

大 阪 市 生野 区 林寺 町 3 の 96 。 大 阪 赤 十字 病 院 
滋賀 県 高島 郡 朽木 村 学 市 場 

横浜 市 南 区 浦舟 町 2 の 32 横浜 医 笠 大学 寄 生 虫 学 教室 
久留 米 市 旭 町 久留 米 医 笠 大学 寄生 虫 病 学 教室 
福岡 市 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

神奈 川 県 愛甲 郡 高峰 村 三 増 773 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 第 一 内 科 
千葉 市 千葉 県 衛生 研究 所 

東京 都 目黒 区 緑ヶ丘 生物 理化 学研 究 所 東生 病院 
埼玉 県 大 里 郡 折原 村 大 学 立原 533 
東京 都 区 白 金 台 町 伝 研究 所 第 6 研究 部 
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大 阪 市 区 円 坂町 3 大 阪 赤 十 病院 研究 科 

高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 

熊本 県 熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 病 理学 教室 
東京 都 品川 区 西 品川 5 の 1013 

名 古屋 市 昭和 区 鶴舞 町 名 古屋 大 学 病理 学 教室 
徳島 市 識 本 町 徳島 大 学 医学 部 内 科学 教室 

東京 都 世 田 ヶ 谷 区 玉川 奥沢 町 1 の 430 

市 春日 町 7 の 1 

西宮 市 103 

千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 

岡市 大 灯 九州 大 学 医 学部 寄生 虫 学 教室 

山上 県 学部 市 中 宇部 山口 県 立 医 科大 学 病 理学 教室 
広島 県 広島 市 比治山 米国 原爆 傷害 調査 委員 会 字 品 研究 所 生化 学部 
千葉 市 矢作 町 785 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 室 
横浜 市 稔 見 区 生麦 町 518 内科 門馬 医院 

東京 都 品川 区 平 近 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
札幌 市 北海 道 大 学 農 学部 

奈良 県 生駒 郡 町 服部 奈良 医大 

鳥取 県 米子 市 西町 36 の 1 鳥取 大 学 医学 部 第 2 内科 
京都 市 中 京 区 王 生 下溝 町 38 の 2 日 本 新薬 株 式 会 社 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 

岐阜 県 立 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 

島根 県 那賀 郡 江 東村 尾 浜 

岡市 町 238 の 7 

岡 市 灯 九州 大 学 医学 部 寄生 学 教室 

名 古屋 市 中 村 区 花 車 町 2 の 30 有限 会 社 衛生 科学 サー ビス セン ター 
神戸 市 生田 区 中 山 平 通 6 の 91 神戸 披 済 会 病院 内 

大 阪 市 北 区 西 扇 町 大 阪 市 立 医大 医 動物 学 教室 ・ 
板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 虫 病 診 療 所 
千葉 県 市 川 市 1283 

山梨 県 中 巨摩 郡 大 鎌田 村 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医大 医 動 物 教室 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 小児 科学 教室 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
山口 県 久 郡 広 瀬 町 広瀬 家畜 保健 衛生 所 

鳥取 県 米子 市 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
熊本 県 熊本 市 城ノ内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教 室 
東京 都 新 宿 区 牛込 東京 厚生 年 金 病院 

大 阪 市 北 区 潜 円 坂町 大 阪 赤 十字 病院 研究 科 

岡市 大 学 医学 部 第 3 内 

山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 
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昭和 29 年 3 月 (1954)] 


OH 本 出版 貿易 株 式 会 社 
OH 本 東京 病院 東京 都 区 芝 赤 3 
OH 本 冷蔵 株 式 会 社 研究 所 東京 都 中 央 区 明石 町 12 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 宣 

大 阪 府 布 施 市 薦 屋 西 106 の 6 

横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 医科 大 学 皮 膚 科学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
長崎 県 北松浦 郡 訪 島 町 中 島 鉱 業 医 局 鯛 之 鼻 
東京 都 品川 区 北 品 川 6 の 387 財団 法人 長尾 研究 所 
千葉 市 作 草 部 町 482 国立 千葉 病院 内 科 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 

宮崎 県 南那珂 郡 訪 島 町 国民 健康 保険 組合 診療 所 


名 古屋 大 学 医学 部 勝沼 内 科 名 古屋 市 千種 区 城山 
名 古屋 市 衛生 研究 所 


名 古屋 市 中 村 区 日 比 津 町 道 下 名 楽 町 4 の 6 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 学部 
富山 県 婦 負 郡 油田 村 国保 組合 診療 所 
東京 都 区 下 千 葉 町 283 
大 田 区 雪 ヶ 谷 895 都立 太原 病院 
大 阪 府 高槻 市 大 阪 医 科大 学 第 1 内 科学 教室 
北 多磨 郡 昭和 町 大 神 1325 
東京 都 港 区 芝 愛 容 町 215 東京 薄 恵 会 医科 大 学 薬 理学 教室 
長崎 市 坂本 町 93 長崎 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 赤 木内 科 
千葉 市 千葉 県 衛生 研究 所 
熊本 市 京町 2 の 173 熊本 市 立 京 陵 中 学校 
大 阪 府 中 河内 郡 虹 川 村 大 阪 府 立 衛生 研究 所 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 病院 
横浜 市 南 区 町 横浜 医科 大 学 生 病 学 教室 
大 分 県 佐伯 郡 西田 病院 
東京 都 港 区 赤坂 新町 1 の 20 

東京 都 千代 田 区 神田 局 区 内 猿楽 町 1 の 1 


静岡 市 北 安 東町 74 
大 阪 市 東 区 法 円 坂町 3 大阪 赤 十字 病院 研究 科 

大 阪 市 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
市 岡山 保健 所 

鹿児島 市 鹿児島 大 学 農 学部 

大 阪 府 北 河内 郡 四 条 中 町 字 南 野 大 阪 府 四 条 中 保 健 所 
大 阪 市 大 阪 市 立 東 高等 学校 

大 阪 市 西区 北 堀 江 御 池 通 2 の 26 
静岡 市 小黒 1 丁目 静岡 県 衛生 研究 所 

武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 教室 
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東京 都 豊 島 区 西巣鴨 2 の 2601 
横 銀 賀 市 野比 国立 久里 浜 病 院 
富山 県 西 波 郡 村 綾 子 


岡山 市 岡山 医科 大 学 病理 学 教室 
東京 都 北 多 小平 町 家 生 試験 場 小平 分 場 寄 生 部 
山形 県 酒田 市 共立 病院 内 科 

東京 都 文京 区 本 首 富 士 町 東京 大 学 農 学部 
佐賀 県 東 松 浦 郡 七 山 村 池原 診療 所 
長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
久留 米 市 旭 町 久留 米 医科 大 学 寄生 虫 病 学 教室 
佐賀 県 桁 島 郡 武 町 大 学 直 保健 所 

館 市 町 31 岡本 病院 

広島 県 深 容 郡 神辺 町 片山 病 予防 研究 所 
東京 都 杉並 区 上 高井 戸 5 の 2166 
熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
前 橋 市 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

広島 県 次 凌 郡 坂町 字 小 屋 表 河内 住宅 460 
横須賀 市 佐野 町 4 の 23 
神戸 大 学 教育 学部 
東京 都 板橋 区 日 本 大 学 医学 部 附属 病院 斎藤 内 科 教 室 
野市 境 170 日 本 産 大 学 病理 学 教室 
東京 都 渋 谷 区 円 後 町 11 

市 西新 町 西南 学院 

東京 都 区 向 ヶ 町 東京 大 学 農 学部 学科 家 科学 教室 
東京 都 文 京 区 本 郡 本 富士 東京 大 学 医学 部 柿沼 内 科 教 室 
長崎 県 諫早 市 永昌 町 210 長崎 大 学 風 土 病 研 究 所 
兵庫 県 加西 郡 多加 野 馬渡 谷 377 

大 阪 市 北 区 中 乏 島 3 の 3 朝日 新義 厚生 文化 事業 団 
市 志 比 町 県 衛生 研究 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 衛生 院 寄生 虫 
千葉 市 矢作 町 農業 技術 研究 所 
間 根 市 橋 向 町 44 志賀 薬品 工業 所 

広島 県 三原 市 木原 1529 日 本 寄生 虫 病 研 究 所 
埼玉 県 行田 市 長野 3704 行田 保健 所 

東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 19 日 本 医科 大 学 赤木 内 科 
県 局 区 内 生 三井 産業 医学 研究 所 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 第 6 研究 部 
鹿児島 市 車 町 46 

横須賀 市 佐野 町 6 の 35 

広島 県 三原 市 木原 町 1592 日 本 寄生 虫 病 研 究 所 
鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 
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大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 
広島 市 広島 大 学 動物 学 教室 
甲府 市 十 府中 町 560 国立 甲府 病院 


小 


東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 寄生 虫 学 教室 

岡 市 大 灯 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教 

熊本 市 城内 二の丸 町 tari 

東京 都 太田 区 雪 ヶ 谷 895 在原 病院 

名 古屋 市 中 区 西 州 崎 町 36 公 双 保 健 協 会 中 部 日 本 寄生 虫 予防 協会 
岡市 局 区 内 大 九州 大 学 医学 部 第 3 内 科学 教室 
高知 県 高岡 郡 浦 2 門 村 奥 浦西 分 1085 

岡山 市 上 伊 東町 602 

大 阪 府 河 内 郡 長野 町 木戸 国立 大 阪 病院 長野 分 院 

東京 都 護 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 寄生 虫 部 

山形 県 酒田 市 公立 酒田 病院 内 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
鹿児島 市 山下 町 70 鹿児島 県 立 医大 第 1 内 笠 

前 橋 市 岩神 町 280 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 品川 区 北 品 川 3 の 281 

山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 

東京 都 芝 百 金 台 町 伝染 病 研究 所 第 6 研究 部 

三重 県 員弁 郡 東 藤 原村 西野 尻 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医 学部 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
新潟 県 西 中 村 

東京 都 紀 田 ヶ 谷 区 経堂 町 355 

高槻 市 大 阪 医科 大 学 病 理学 教室 

奈良 市 学 大 学生 学 教室 

市 博多 局 区 内 大 学 九州 大 学 医学 部 内 科学 教室 

前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

佐世保 市 島 池町 市 民 病 院 

山形 市 映 糧 町 140 富士 細菌 研究 所 

新潟 県 儲 岡 市 新栄 町 2 長岡 保健 所 

久留 米 市 旭 町 久留 米 医大 寄 生 虫 学 教室 

岡市 大 学 医学 部 寄生 学 教室 

神奈 川 県 横須賀 市 大 津 116 

愛知 県 南 設 楽 郡 新城 町 新城 国保 病院 病理 検査 室 

岐 阜 県 大 井 局 区 内 恵那 郡 大 井町 国立 岐阜 療養 所 

東京 都 中 央 区 日 本 橋 宣 町 1 の 16 
島 " 優 埼玉 県 大 宮 市 大 成 町 6 の 2853 
O 〇 清 水 喜 一 郎 礼 岡 県 小倉 市 北方 国立 小倉 病院 
山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 
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水 軍 武 市 吉祥 寺 2214 
進 神戸 市 生田 区 中 山手 通 神戸 披 会 病院 
篠 原 進 東京 都 目黒 区 自由 ヶ 丘 110 
崎 千葉 市 鼻 町 313 千葉 大 学 医学 部 病理 
〇 閣 野 義 製薬 株 式 会 社 学術 課 _ 大 阪 市 東 区 道修 町 3 の 12 
白 井 俊 明 武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 審 生 貝 教 室 
城 正 市 九州 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
O 新 日 本 富山 市 西 公 1 の 1 
末 木 光 岐阜 県 恵那 郡 大 井町 上 岐阜 県 大 井 保健 所 
沼 洋 神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 
杉 原 到 人 京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 医 動物 学 教室 
杉 本 幸 雄 京都 市 左京 区 事 護 院 川原 町 京 大 医学 部 小児 科 教 室 
杉 一 東京 都 品川 区 6 の 1016 昭和 医科 大 学 医 動 物 学 教室 
杉 浦 三 郎 山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 医学 研究 所 
鈴 木 末 赴 群馬 県 前 橋 市 岩神 町 6 の 5 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
鈴 木 成 美 京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医大 微生物 学 教室 
鈴 木 武 夫 神奈 川 県 横浜 市 南 区 中 村 町 3 の 185 神奈 川 県 衛生 研究 所 
木 康 夫 大 田 市 三井 病院 
友 宮城 県 局 区 内 登米 保健所 
財 門司 市 大 里 黄金 町 3 丁目 
多 田 介 千葉 県 香取 郡 川 町 
田 川 病 院 騙 岡 県 田川 市 伊田 2 の 347 
田 日 玩 吾 仙人 台 市 北 4 丁 目 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 教 室 
OH 嶋 精 一 長崎 県 西彼杵 郡 村松 村 
OH 東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 部 
高 林 良 光 宇部 市 中 宇部 山口 県 立 医大 病理 
O 高 本 索 熊本 県 荒尾 市 荒尾 市 立 病 院 
高 田 功 東京 都 新宿 区 柳町 20 新井 方 
高 田 季 久 大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 部 
高 田 難 徳 千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 杏 雲 堂 病院 
高 田 弘 札幌 市 南 十 三 条 西 17 丁目 北向 
O 高 橋 一 正 岩手 県 万 岡市 内 丸 89 岩手 医科 大 学内 科 
高 橋 正 夫 富山 市 北新 町 9 番地 の 1 日 本 新薬 株 式 会 社 高山 出張 所 
高 橋 東京 都 文京 区 東京 大 学 学部 科 
高橋 真 大 郎 豊中 市 矢 ヶ 池 大 阪 大 学 医学 部 薬学 科 生 薬学 教室 
三 
高 野 小倉 市 真 74 九州 歯科 大 学 
高 槻 夫 大 津 市 橋本 町 大 津 市 衛生 課 
OH 川 岡 県 岡 市 下 州 町 57 近藤 化学 工業 株 式 会 社 
赴 見 大 郎 中央 区 銀座 4 の 2 聖書 館内 
本 松 豊中 市 池 大 阪 大 学 薬学 科 
往 内 覚 京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 胃腸 科学 教室 
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治 。 大 阪 市 旭 区 大 宮 町 2 丁目 城北 市 民 病 院内 科 
東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 内 科 
熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
千葉 市 矢作 町 千葉 医科 大 学 病 理学 教室 
山形 県 酒田 市 妥 立 酒田 病院 内 科 
東京 都 太田 区 都立 太田 高等 学校 
岡山 市 岡 164 岡山 医科 大 学 病理 学 教室 
広島 県 佐伯 郡 平良 村 
大 阪 市 東淀川 区 三国 本 町 250 黒田 薬 机 株 式 会 社 三 国 工 場 

東京 都 板橋 区 板橋 町 9 の 1817 東京 都 寄生 貝 病 診療 所 

埼玉 県 川口 市 本 町 ま の 28 川口 市 民 病 院 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 "町 伝 朱 病 研究 所 第 8 研究 部 
新潟 県 新発田 市 寺町 押田 外科 病院 
長崎 県 練 時 市 永昌 町 長崎 大 風土 病 研究 所 


京都 市 中 京 区 千本 松原 日 本 新薬 株 式 会 社 

東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

世 田 ヶ 谷 区 下馬 3 丁目 東京 医 畜産 大 学 

千葉 市 玄 鼻 町 3 の 13 千葉 大 学 医 学部 衛生 学 教室 

川崎 市 東芝 生物 理化 学研 究 所 病院 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 細菌 学 教室 

千葉 市 千葉 大 学 医 学部 石川 内 科 

熊本 県 荒尾 市 大 島 52 

千 県 夷隅 郡上 野村 上 野村 診療 所 

神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 日 本 海員 披 済 会 神戸 病院 

東京 都 品 川 区 南 品 川 6 の 1441 東芝 大 井 病 院 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 虫 病 研究 所 

東京 都 港 区 芝 愛 町 2 の 165 医大 附属 東京 病院 棟 林内 科 
都 文京 区 東京 大 学 農 学部 学科 家 内 科学 教室 

府 市 大 仙 町 大 学 農 学部 学科 教室 

高 3 真 次 前橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

東京 寄生 貝 予防 協会 。 東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 

O 〇 東京 女子 医科 大 学 図書 館 東京 都 新宿 区 市 谷 河 田町 10 

’ 名 古屋 市 千種 区 覚 山 通 1 の 2 名 古屋 市 立 城 東 病 院 

東京 都 杉並 区 和田 本 町 1106 

米子 市 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 ・ 

佐賀 県 西松 浦 郡 太川 村立 州 立川 鉱業 町 診療 所 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 院 

東京 都 北 多 摩 郡 小 平 町 家 弟 衛生 試験 場 小平 分 場 寄生 躍 部 

大 阪 府 三島 郡 出 田村 大 阪 市 立 弘 済 院 附属 病院 

甲府 市 錦町 4 山梨 医学 研究 所 
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武蔵 野市 吉祥 寺 大 学 医学 部 寄生 学 教室 

市 野比 2796 療養 所 久里 浜 病院 

東京 都 江東 区 深川 平 久 町 1 の 4 立 倉 診療 所 内 

中 央 区 京橋 2 の 1 東京 寄生 虫 予防 協会 

武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

岡山 市 岡 164 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医学 部 第 1 病理 学 教室 

京都 市 右京 区 意 安 寺 塔 の 下町 2 

大 阪 府 市 大 人 浪速 大 学 農 学部 学科 

大会 社 学 東京 都 中 央 区 日 本 橋 小 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 

鹿児島 市 鴨池 町 鹿児島 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教 室 

札幌 市 北海 道 大 学 農 学部 動物 学 教室 挟 

大 阪 府 高槻 市 大 阪 医科 大 学 放射 線 教 室 

甲府 市 錦町 

埼玉 県 所 沢 市 仲町 576 

大 阪 刑 務 所 医学 部 

千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 公 学 教 

東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 

東京 都 千 代田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医大 第 1 医院 内 科 

県 幡豆 郡 横須賀 村上 

東京 都 芝 白 金 台 町 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 

岡山 県 真庭 郡 美和 村 五 反 

前 橋 市 岩神 町 233 群馬 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 

横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1790 

東京 都 港 区 芝 台 町 国立 衛生 院 微生物 学部 寄生 

東京 都 中 野 区 野方 町 1 の 697 

東京 都 港 区 芝 愛 医科 大 学内 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医科 大 学 川井 内 科 

鹿児島 市 鳴 池 町 鹿児島 大 学 医学 部 

京都 府 船 井 郡 須 知 町 三日市 

石川 県 衛生 部 

奈良 県 奈良 市 奈良 医科 大 学 小児 科学 教室 会 

大 阪 府 豊 能 郡 筑 面 町 桜井 70 の 2 党 

京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 た 

大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 医学 部 公 衛 生 学 教室 御 
学 
ま 


O 
+ 


布施 布 西 1 診療 所 内 
武蔵 野市 吉祥 寺 大 学 医学 部 寄生 学 教室 

大 寄生 教室 横浜 市 南 区 町 
す 
直 木 宮崎 県 郡 島町 国民 保険 組合 診療 所 
起 


で 
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熊本 市 城内 二の丸 町 熊本 大 学 医学 部 寄生 虫 病 学 教室 
千葉 県 市 川 市 国府 台 千 葉 県 血清 研究 所 

盛岡 県 鞍手 郡 古 月 村木 月 1296 

東京 都 文京 区 向 ヶ 岡 町 東京 大 学 農 学部 学科 
和歌 山 市 小松 原 通 4 の 1 和歌 山 赤 十字 病院 内 科 
東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 等 生 虫 予防 協会 附属 診療 所 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 

岡市 博多 局 区 内 大 九州 大 学 医学 部 第 3 内 
市 中 山口 県 立 医 大 病理 

仙台 市 東北 大 学 医学 部 黒川 内 科 

京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医 動 物 学 教室 
市 町 7?4 九州 歯科 大 学 

栃木 県 足利 市 山川 1 の 474 日 赤 足 利 赤 十字 病院 毛 野 診 療 所 


O 


千代 田 区 飯田 町 2 の 10 日 本 医科 大 学 第 1 医院 内 科 
埼玉 県 大 宮 市 大 宮 3535 埼玉 県 衛生 研究 所 
東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 慶応 大 学 医学 部 寄生 部 
京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 医 動物 教室 
新発田 市 寺町 畠田 病院 

新潟 県 荒浜 村 農林 省 家 試験 場 北 陸 支 場 
山形 県 酒田 市 訟 立 酒田 病院 内 科 
東京 都 中 央 区 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 


東京 都 中 央 区 丸の内 三菱 東 7 号館 406 医学 研究 所 
松 生 東京 都 中 央 区 丸の内 
上 古 科 教 東京 都 港 区 芝 2 の 105 医科 大 学 東京 病院 病 棟 


す 。 


. 会 記 会 記 2. 一 学会 事務 所 に 於 て 下記 の バッ タク ナンバ ー を 
会 記 1. 一 一 比 の 度 編 集 委 員 会 の 申 合 せ た ょ り 寄生 虫 。 販 喜 致し ます の で 希望 者 は お 申込 下さ い 。 
学 に 関す る 各位 の 業績 目 鉄 を 逐次 速報 する 事 た な り ま し 日 本 審 生 虫 学会 記事 1 年 21 年 
た 。 就き まし て は 各位 の 原著 報 文 等 1 部 当 学会 事務 所 先 但し 1~9 年 は 各 融 100 円 , 10~21 年 は 各 了 冊 200 
御 寄進 戴き まし て その 目 鉄 を 到着 順に 作成 し , 本 誌 各 号 円 。 2,4,6 年 は 欠 本 。 8, 13, 14, 15 の 各 年 は が 残 僅 
に し た いと 存じ ます 。 戴き まし た 原 報 は 永く 少 , 16, 17, 18 は 合 本 で けた に な つて 居り ま 
学会 事務 所 に 保管 し て 各位 の 終 四 の 便 た に 供し た いと 存じ す 。 
ます 。 昭 和 28 年 (1953) の 分 か ら 始 る 予定 で あり ます 日 本 寄生 虫 学 雑誌 第 1 巻 ・ 第 1 号 (昭和 26 年 10 月 
が , 上 記 の 主 お り の 上 御 下 さる 様 願い ま 発行 ) 1 部 150 円 。 
す 。 その 際 載 誌 名 , 巻 号 発行 年 月 等 が 別刷 に 日 本 学 集 吸 虫 (山口 左 博士 編 , 昭和 


な きも の は , 目録 作成 の 関係 上 特に 明記 下さ る 様 願い ま 15 年 1 月 発行 ) 1 部 200 円 。 


っ 
- 
Wykoff, D. E. 
RZ の 部 : 


投 稿 規 


投稿 は 原著 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 和 題 名 は 
日 本 区 の 下 に 欧文 訳 を 附 す る 事 。 
原稿 は 新 か な づか い に よ る 國語 常 体 (で あぁ る , あつ 

… 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 
則 と する 。 促 音 ・ 手 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツ 」 の 
よう に 小さ く 記 す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 薬品 和 名 は か た か な で 書く 。 


・ 旬 読 点 に は コンマ と 丸 (。 ) を 主として 用い, その 


他 必 要 に て ュ ロン, セミ コロ ダッ シュ を 

つて も いい 。 

数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記 する に は コン マ ま た に は 

黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5, 8 図 4s- 

canis, Filariad へ マト キシ リン ,. ア セト カー ミン , ポ 

ンプ ・ コ ツク , 用 語 ・ 文 体 

数 字 , 

イィ) 25cm 5.3 kg 23.5°C pH6.0 

(潮位 に は 点 を 打 た ぬ ) 

) 5 個 9 人 第 5 表 吾 和 28 年 7 月 

ィ ) 較 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 

sl , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 
& を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ ン キ で 縮小 率 を 

る 

へ へ) 1 つの 番 坪 は 原則 と し て a. b. c。 な ど と こま 

か く 分 け ぬ こと 。 

=) 図版 中 図 の 番号 は 内 の 図 か ら の 続き 

号 に する こと 。 

脚 許 に は 通し 番号 を 「・…・ で ある 。 2 3」 の よう に 

付け る 。 

本 文中 の 文献 閉 者 名 に は 必ず 年 号 を 括 弧 に 入れ て 附 

記す る こと , 引用 文献 は 著者 , (年 号 ): 標題 . 雑 誌 , 

巻 ( 号 ), 頁 一 上 真 . の 順序 に 文末 に まとめ て ABC 順 

に 並べ , 各 文 献 に は 必ず 表題 を も 附 記 する こと 。 

小 活 学 を 特殊 活字 (ゴシック , イタ リッ ク な ど ) を 


使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと , 文 


中 お よび 広 献 表 題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 ィ ン キ で 
引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体裁 ・ 活 字 に 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

原稿 の 本 ・ 図 ・ 図 ・ 表 ・ 脚 それ ぞ れ 別々 


に まとめ , 図 ・ 脚 入れ る べき 本 の 場所 

に は 左側 欄外 に 赤 ィ ン キ で 第 3 図 , 脚 族 5 の ょ うに 
示し , また 図 ・ 表 ・ rp.25 に 
入れ る 」 の よう に 示 
10. 表 の 形式 は 原則 と sibel する ざと 。 
第 5 表 標 本 枚数 に よる 卵 検出 率 


1 43 104 70.7 16.4>m>64.2 
3 枚 合 計 22 125 85.0 89.0>m>78.4 
6 枚 合計 12 132 89.7 93.1>m>83.6 


11. 原稿 は 400 守 詩 原稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 掲載 料 1000 
円 と する 。 但し , 表 は 5 枚 以 内 と Bat cg od 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と す 
(超過 に 1 印 刷 概算 時 1000 円 ) 
同一 号 に 同一 人 が 2 自 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 
除い て 他 は 超 頁 と 見 。 

12。 別 100 部 を と し て 別に 実 申 受け る 。 

13. 原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も , その 探 否 掲 
載 順 序 , 体裁 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 

14. 原稿 の 送り 先 は 東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 國 立 予防 衛生 
研究 所 内 日 本 寄 生 虫 学会 事務 所 と する こと 。 

15.。 な ぉ 論 文 の 書き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 (朝倉 書店 ) 
「 科 学 論 衣 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 


お し ら も せ 
御 投 稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 し て 下さ い 。 人 別 刷 
は 通常 白紙 の 表紙 を つけ た ヾ くけ に し て あり ます が , 表紙 
に 標題 閉 者 名 雑誌 名 等 印 制御 希望 の 方 は 実費 で 申 受け ま 
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